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    　俺が出演している「火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの異能バトルストーリー」は、現在かつてないほどの迷走状態に陥おちいっている。


    　こう言うと「いや、最初からそうだったじゃん」とツッコミが入りそうだが、それでも今までは何とか体裁を保ってきた。


    　第一部コントン編、第二部トウテツ編と、一体ずつ【魔神】を処理し。


    　合間に挿入された蒼あおヶが崎さき怜れい、エルミーラ＝マッカートニーの個別エピソードを消化し。


    　油断するとすぐにワチャワチャとなるストーリー展開を、どうにかこうにか立て直してここまで来た。しかし。


    （第三部に至って、いよいよ状況がカオスになってきた。この物語はもはや俺の手を離れ、コロコロと坂道を転がりつつある……おむすびのごとく）


    　順当にいけば、このまま第三部のキュウキ編に突入するはずだった。


    　が、シリーズ構成にくるいが生じた。


    　せっかちにも残る【魔神】トウコツまでもが復活してしまい、お話に絡んできたのだ。しかもメインキャラの一人である、雪ゆき宮みや汐しお莉りを依より代しろにして。


    　そこまでならよかった。よくないが、まだ何とかなる気がしていた。


    　ならば予定を変更し、第三部はトウコツ編に……と考えたものの、ある転入生の存在が待ったをかけた。その新キャラによって、キュウキの存在感もまた際立ち始めたのだ。


    （まさかラスボスがダブルブッキングしてしまうとは……例えるならＦＣバルセロナとの試合中に、レアルマドリードも相手にしなくてはならなくなった感じか）


    　深刻なのは、【魔神】トウコツことトッコが、すっかり改心してしまっていること。おまけに物凄すごくモッサリしていること──


    　別の物語の「主人公」だと思っていた謎なぞの転校生・天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とが、【魔神】キュウキの器だったこと──


    　さらには雪宮さんの執事であるセバスチャンの正体が、トッコの腹心たる将軍使徒・屡ル贄ニエだったこと。そんな彼に、キュウキとの内通疑惑が発覚したこと──


    　あまつさえ、そういった裏事情の全てに、ただの「主人公の友人キャラ」である俺・小こ林ばやし一いち郎ろうが関わっていること──


    　キュウキ編とトウコツ編がコラボした上に、そこへ雪宮汐莉の個別エピソードまで乗っかる形となったのだ。まあ一番の悩みどころは、最後に挙げた「俺の件」なんだが。


    （前回までのあらすじを整理しただけでも頭痛がしてきた……仮に俺が視聴者なら、この時点で観るのをやめるだろう。もっと気軽に楽しめる『日常ゆるふわ物』を観るだろう）


    　駅への道を歩きながら、俺は憂ゆう鬱うつに空を見上げる。


    　歩道には俺以外の通行人はおらず、ヨソ見をしていてもぶつかる心配はなかった。それもそのはず、今の時刻は午前十時前……通勤・通学時間はとっくに過ぎているのだ。


    　間もなく二時限目の授業が始まる頃だろう。みんな、しっかり勉強するんだぞ。


    （そういや、文化祭まであと一週間か。ウチのクラスはメイド喫茶をやるんだっけ……とても学校行事を頑張る気にはなれねえけど）


    　そんなことを思っていると、ふとポケットの携帯がメールを受信した。取り出して確認すると、我らが主人公・龍りゆう牙がからだった。


    『一いち郎ろうへ。みんなで汐しお莉りの家に行ったんだけど、残念ながら面会できなかったよ。それも、汐莉自身から拒否されて』


    　昨夜。龍牙たちメインキャラは、墓地にてトッコと戦った。


    　発端は、キュウキ配下の『奈な落らくの八はつ傑けつ』たる弑シイ麻マ＆災サイ蒜ヒルの二大将軍が、雪ゆき宮みやさんを襲撃してきたこと。そこに駆けつけた龍牙らは、トッコを敵と見なし攻撃してしまったのだ。


    　そんなトッコを庇かばうべく、ウチの居い候そうろうたる魅ミ怨オン、呪ジユ理リ、忌キ綺キら『奈落の三さん姫き』までもが乱入し、三つ巴どもえとなった現場は大いに混乱した。


    （リューガたちと三姫は、せっかくいい感じで打ち解けつつあったのに……お陰でエルミーラさんに裏事情を話すことになっちまったし……）


    　雪宮さんが【魔神】トウコツの器だと知った龍牙陣営は、当然ながら大いに衝しよう撃げきを受け、また心配した。


    　だから彼女たちは、朝一で雪宮邸ていを訪ねることにしたのだ。


    　今の俺と同じく、学校を後回しにして。


    『私たち、何とか会えないかと粘ったんだけど……そこに汐莉からメールが来たの。自分に何が起きているのかは知っています。どうかトウコツのことは、ひとまず私に任せて下さい。彼女はすぐに動くつもりはなく、対話する意思もあるようですから、って』


    　雪宮さんの対応は、こちらの想定通りだ。


    　雪宮さんがトッコを『折しやく伏ぶく』……すなわち制御下に置けるようになるまでは、あの【モッサリ魔神】はなるべく物語の表舞台に出さないでおこう──


    　俺は昨夜のうちに、雪宮さんとそういう方針を固めておいたのだ。


    　トッコに関しては、まだ出番の調整が利くはず。しかしキュウキと阿あ義ぎ斗とは、こっちの都合など考慮してくれないだろう。


    　ならば当面は、龍牙たちにはキュウキに備えてもらう……そんな判断であった。


    『詳しい話は、学校で落ち合ってからするね。一郎の方は大丈夫？　もう腹痛は治った？　一郎って最近、よくお腹壊すね』


    　俺は『もう平気だ。こっちも今から学校に行くよ』と返信し、携帯をしまった。


    　腹痛というのは、もちろん嘘うそっぱちだ。俺は今朝、阿あ義ぎ斗とと会う約束があったので、龍りゆう牙がたちへの同行をパスしたのである。


    　そう。俺は先ほど、一人で敵の本拠地に乗り込んできたのだ。


    　そこで阿義斗と、というかキュウキと、「この物語に対する展望について」の討論をしてきたところなのだ。


    　とても単なる友人キャラがすることじゃないのだが、呼び出された以上は仕方ない。俺はこの物語において、「ストーリープランナー」の役割も担になっているのだから。


    （結果的に、話は物別れに終わっちまったけど……そういや、合体使徒らしきバケモノのことも訊ききそびれちまったなあ……）


    　これまで二度出現し、そのたびに倒された謎なぞの怪物。アレは間違いなくキュウキの差し金だと思うのだが、今のところ確たる証しよう拠こはない。


    （もしキュウキとは関係ない、新たな敵勢力だったらどうしよう……もうお手上げだ。物語という名のおむすびは、奈な落らくへコロリンコとなるだろう）


    　特大の溜ため息いきをつき、再び空を見上げつつ。


    　俺は先ほどの、【魔神】キュウキとの会話を想起した──
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    　俺はつい十分ほど前まで。


    　天てん涼りよう院いん阿義斗の自宅でありキュウキのアジトである、高級マンションの最上階にいた。


    　そこは正面が全てガラス張りとなった、社長室のような大部屋。十五階なのですこぶる絶景だった。おそらく地上を一望すれば、人がゴミのように見えただろう。


    「やあ小こ林ばやし少年、電話で話したとき以来だね。昨夜は楽しんでもらえたかな？　火ひ乃の森もり龍牙とトッコの顔合わせを、こっちでセッティングしてみたんだけど」


    　デスクに座った阿義斗が、俺にそんな言葉をよこしてくる。しかしながら、その声は彼のものじゃなかった。


    　語りかけているのは、彼に宿った【魔神】……俺を招待した張本人・キュウキなのだ。


    「楽しいワケあるか。余計なコトしやがって……俺には俺のプランがあるんだ」


    　腹立たしげに答え、俺は出されたコーヒーをすする。


    　予想に反して、そこそこ美う味まかった。先ほど退出していったガサツな黒ギャルが淹いれたにしては、なかなか上出来だ。


    　ちなみにそいつは蛮将・弑シイ麻マ。阿あ義ぎ斗とのバンドでギターを担当しているという、チーター型の将軍使徒である。やっぱり彼女もこのマンションの住人だった。


    「あはは。少しは僕のプランも採用してよ。一緒に物語を盛り上げようよ」


    　饒じよう舌ぜつなキュウキとは裏腹に、阿義斗本人は無表情でうつむいている。よく見ると読書に興じていた。【魔神】の器のクセに、何というやる気のなさだ。


    　そんな宿主を意に介さず、キュウキは子供のごとく甲かん高だかい声で喋しやべり続ける。


    「これで火ひ乃の森もり陣営と三さん姫きも、晴れて敵対関係に戻ったね。墓地で一人くらい倒されてくれたらよかったんだけどなあ」


    「てことは、やっぱ三姫の介入も計算通りだったわけか？　それはアレか？　こちらの戦力を削ごうって腹か？」


    「うん。でもまあ、離間工作が成功しただけでも良しとしとくよ。発案者は僕じゃなくて、屡ル贄ニエなんだけどね」


    　おのれセバスチャン、やはりお前の献策か。トッコの配下でありながら、雪ゆき宮みやさんの執事でありながら、思いっきり造反しやがって。


    　が、龍りゆう牙が陣営と三姫の軋あつ轢れきについては、エルミーラさんがパイプ役となってくれるはず。それをわざわざ敵方に教えてやる義理はないが。


    「おいキュウキ。お前がトッコの復活を知っていたのも、屡贄からのタレコミか？」


    「まあね。前に一度、車を運転している屡贄を見かけたんだ。それ以降ずっと災サイ蒜ヒルに捜させてた。屡贄は昔からトッコの代理人だったからね。トッコが復活したっていうんで、同盟を持ちかけたワケ。そっちの『テッちゃん＆トンちゃん同盟』に対抗してね」


    　あのオニグモ執事は、それに応じたということか？


    　せっかく雪宮さんとトッコが、良好な関係を築けそうなのに……交換日記まで始めようとしているのに……勇み足にも程があるぞ。


    「意外だったけど、屡贄は拍子抜けするほどあっさり話に乗ってきたよ。人間界を滅ぼした暁あかつきには、世界の半分をトッコにあげるってコトで手を打った」


    　ラスボスからのその誘いは、確実に裏切られるフラグなんだが……かつて俺はゲームで同じ提案を受け、「はい」を選択してエラい目に遭ったことがある。


    「まあ実際のところ、同盟なんて組まなくても勝つ自信はあるんだけどね。ただ、屡贄が仲間だと色々と楽チンかな、って」


    「楽チンって、何がだよ」


    「言わな～い」


    「可愛くねえぞ。テメェなんかにファンがつくと思うな」


    　あくまで飄ひよう々ひようとしている【ショタ魔神】に、若じやつ干かんのイラつきを覚える。


    　きっと俺は、こいつとの相性が悪い。「機会があったら殴ってやりたい奴やつランキング」において、このガキは目下のところ第二位だ。ちなみに一位は黒くろ亀がめさんだ。


    　そんな俺たちをよそに、阿あ義ぎ斗とは相変わらず黙々と読書に耽ふけっていた。


    　お前はお前で、ちょっとは俺たちに興味を持ってくれ。ストーリーに関わる大事な話をしてるんだから。


    「ヒドいなあ小こ林ばやし少年。きっと僕は、期待以上のラスボスになると思うよ？　この物語を最大限に盛り上げられる【魔神】は、僕しかいないんじゃないかな」


    「じゃあお前、最終的には倒されるつもりなのかよ。ラスボスってのは主人公に負けるためにいるんだぞ」


    「それはどうかなあ。主人公が負けるバッドエンドがあってもよくない？　もちろん僕が言う主人公って──君のコトなんだけど」


    　キュウキの声こわ音ねが、微かすかに挑発的な色を帯びる。


    　……かつてこいつは、俺に「君がこのまま脇わき役でいることは難しい」「もう主人公の座を奪っちゃいなよ。火ひ乃の森もり龍りゆう牙がから」などという妄もう言げんをよこしてきた。


    　俺と同様に、この世界を「物語」として捉とらえているのだ。そして勝手にも独自のストーリー展開を構想しているようなのだ。


    　いい機会だ。この際だからキッパリと言っておいてやろう。


    「この物語の主人公は、火乃森龍牙だ。俺は金こん輪りん際ざい、表舞台に立つ気なんかねえ」


    「ねえ小林少年。君、このまま『友人キャラ』でいられると本当に思ってる？　君はどう考えても、このバトルストーリーの主人公だよ。火乃森龍牙なんかより、よっぽど」


    「そ、それはバックステージを見てるからそう思うだけだ。本編だけを見れば、ちゃんと主人公はリューガになって……」


    「その身に二体も【魔神】を宿し、『奈な落らくの三さん姫き』と同居し、果ては将軍クラスを超える素質を秘めた赤ちゃん使徒のパパ……本編を見ても、君って完全に物語の中心にいるじゃん」


    「人が気にしてることを言うんじゃねえ！　もっとオブラートに包め！」


    　思わず声を荒らげてしまった俺を、【ショタ魔神】がケラケラと笑う。


    「僕はね、この物語のメインを『小林一いち郎ろうと天てん涼りよう院いん阿義斗の戦い』にしたいんだ」


    「は、はあ？」


    「だってそうじゃない？　この物語って、明らかに小林少年と阿義斗が最強キャラだもの。互いに【魔神】を駆使した、異い形ぎようを従えての大戦争……燃えると思わない？」


    「リューガはどうすんだよ！」


    「アレはダメ。だって女の子じゃん。はっきり言って主人公の器じゃないよ」


    　その一言を聞いた瞬間、全身の血液が沸騰するような感覚に襲われた。


    「彼女の使い道なんて、せいぜい君と阿義斗によるバトルの景品くらいしか──」


    　ドゴッ！


    　キュウキが語り終える前に。俺は眼前のテーブルを拳こぶしで叩き割っていた。


    　阿あ義ぎ斗とがようやく顔を上げ、静かにこちらを見み据すえてくる。そんな彼を内部の【魔神】ごと睨にらみ返し、俺は怒気と殺気を込めて言い放つ。


    「調子こくんじゃねえぞ。この三下が」


    　自分のものとは思えないその声に、俺は間もなくハッと我に返った。


    　……いけない。龍りゆう牙がをけなされたことで、ついキレかけてしまった。友人キャラのクセに殺気を発してしまった。超カッコいいセリフを吐いてしまった。


    「驚いたな。それが本当のお前か、小こ林ばやし」


    「何より驚いたのは、素手でテーブルを砕いたコトだよ。それ大理石だよ？」


    　感嘆の声を漏らす阿義斗とキュウキに、俺は如によ実じつに狼狽うろたえる。すかさず首と両手をブンブン振り、とりあえずテヘペロ顔をしてみせる。


    「う、嘘うそ嘘！　ちょっと言ってみただけなんだ！　やだな～アギト、本気にした？」


    「嘘も何も、現に粉砕したではないか。八十万もするテーブルを」


    「お願い！　発泡スチロールだったことにして！　弁償は十年ローンを組ませて！」


    「弁償には及ばない。私にとっては安物だ。それより、先ほどの姿がお前の本性──」


    「あっゴメン、お祈りの時間だ！　オッパインパイン！　オッパインパイン！」


    　阿義斗の追及を避けるように、俺はオッパイの神に踊りを捧げる。


    　一心不乱に舞い続ける俺を見て、眉み間けんを押さえる阿義斗。そんな彼の中から、キュウキも呆あきれ声をよこしてきた。


    「今さら取り繕つくろっても無理があると思うけど……というかソレ、取り繕えてるの？」


    「うるせえ！　さっきのはナシだ！　テーブルを砕いたのはオッパイ神のご加護だ！」


    「何の加護にせよ、大理石を砕けるってコトじゃん」


    「くっ……オッパインパイン！」


    「もういいから。分かったから」


    　付き合いきれないとばかりに、キュウキは再び会話に戻る。


    　何とかごまかせたようだ。これで俺が「主人公の器」なんかじゃないことを、少しでも理解してくれたらいいんだが……。


    「さて小林少年。そろそろ今日の本題に入ろうか。もちろん君と話すこと自体も目的だったんだけど、一番の理由は『ある申し出』をしたかったからなんだ」


    「申し出だと？」


    　それは何だ。決闘日時の通告か？　トッコから手を引けという要請か？　それとも、俺に世界の三分の一をくれるという甘言か？


    　いずれにせよ、こいつのオファーに応じる気はない。龍牙をコケにした、こんな奴やつの。


    「突然だけど、一週間ほど休戦しない？」


    「……へ？」


    　思いがけず穏おん便びんなその申し出に、俺はポカンと呆ほうけてしまった。


    　天井では、依い然ぜんとして巨大なファンがゆっくりと回り続けている。その物体と同じくらい意味不明のオファーだった。


    「一週間の、休戦？」


    「うん。阿あ義ぎ斗とがそうしたいってきかないんだ。まあ、たまには忠実なマリオネットのお願いも聞いてあげないとね」


    「構わねえけど、それに何の意味があるんだ」


    　真意を問おうとしたところ、やにわにキュウキが「ふぁぁ～」と欠伸あくびをした。


    「何だか眠くなってきちゃった。それじゃ、僕はこの辺で」


    「おい待て！　ちゃんと説明していけ！　こっちはお客さんだぞ！」


    「君も知ってるだろ？　【魔神】って、一日の半分以上は宿主の中で寝てるんだよね」


    　そういや、そんな設定があった気がする。


    　この状況でトウテツとコントンが起きてこないのも、おそらく寝ているからだろう。それでなくてもあいつら、明け方まで二人で対戦ゲームしていたし。


    「てなワケでヨロシク。主人公変更の件も考えといてっ。じゃあまたね、小こ林ばやし少年──」


    　一方的に告げて、それきりキュウキは眠ってしまった。


    　いくら呼びかけても、阿義斗の肩を揺すっても、阿義斗のおでこをペチペチ叩いても、阿義斗の首を絞めても、全く応答がなかった。


    「小林。やはりテーブルを弁償させてやろうか」


    「……勘弁して下さい。同じ【魔神】の器である誼よしみで」


    　そうして俺は、逃げるように阿義斗のマンションを辞去したのだった。


    　約百五十名の使徒が暮らしているという、『メゾン奈な落らく』から。
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    　──といった顛てん末まつが、【魔神】キュウキとの一幕の全容である。


    　奴やつがどうして一週間という、中途半端に短い休戦を打診してきたのかは分からない。さりとて「その間はキュウキが動かない」と考えると、非常に助かるのも事実だ。


    （こっちとしては、少しでも今後の対策を練る時間が欲しいからな）


    　差し当たってはエルミーラさんに協力してもらい、龍りゆう牙がたちをフォローしておかねばならない。「トッコの件」と「三さん姫きの件」について。


    　その一方で屡ル贄ニエを捜し出し、独断でキュウキに接触した理由を問い質たださねば……と思案を巡らせていた、その時だった。


    　不意に背後から、何者かが猛然と突進してくる気配を感じたのは。


    「！」


    　振り向く間もなく、空気が切り裂かれる音が聞こえる。襲撃者が蹴けりを放ったのだ。


    （アギト!?）


    　相手の正体に気付いた俺は、その一撃をあえて尻しりに食らった。激しい鈍痛が臀でん部ぶに走り、衝しよう撃げきでつんのめる。


    「ぐわあああー！」


    　悲鳴をあげつつ、ゴロゴロと派手に前転する俺。地面をバウンドし、電柱にぶつかり、そのまま傍かたわらのコンビニにゴロゴロと入り込む。


    　そして数秒後、缶コーヒーを二つ買って普通に店を出てくる。


    「あ、レシートは結構です……何すんだアギト！　無駄な買い物させるんじゃねえ！」


    　どやしつける俺に、阿あ義ぎ斗とは如によ実じつに困惑した表情を浮かべていた。ちゃんと待っていてくれたのは評価するが、不意討ちの回し蹴りは評価できない。


    「またシュールなリアクションを……そこまで強く蹴ってはいないだろう」


    「嘘うそつけ！　肛門が砕け散るかと思ったぞ！　これでテーブルの件はチャラだからな！」


    　改めて債さい務むから逃れようとする俺に、「その話はもういいと言ったろう」と辟へき易えきしたように返してくる阿義斗。


    　よく見ると通学鞄かばんを持っていた。制服は相変わらず、前にいた白はく望ぼう義塾高校のものだ。こんな純白の制服では、カレーうどんを食うこともままならないだろう。


    「小こ林ばやし。何な故ぜかわさなかった？　お前は明らかに、私の気配に気付いていた……いくらでも対処は可能だったはず」


    　確かにそうなのだが、あれが俺のベストな対処法だったのだ。


    　一介の友人キャラが、回避や防御をするなど言ごん語ご道どう断だん。攻撃は食らうしかなかった。かといって怪け我がもしたくなかった。


    　だから最もダメージの少ない、最も信じられる部分で受け止めたのだ。そしてオチまでつけてみせ、笑いに昇華したのだ。


    　これが小林一いち郎ろうという男──覚えておくがいい天てん涼りよう院いん阿義斗。あと少しは笑え。俺が受けてやったんだから、お前も受けろ。クスッとくらいしろ。


    「まだ何か用かよアギト。言っとくけどこっちは、もうお前と絡むつもりはねえぞ。キュウキの器である以上、お前は物語のキーパーソンだからな」


    　缶コーヒーの一本を阿義斗にヒョイと放り、俺はそのまま歩き出す。


    　迷惑にも、彼は横に並んでついてきた。これまでは俺の方がつきまとう側だったのに……立場が逆転してしまった。


    「おい、ついてくんな」


    「今から登校するのだろう？　私もだ。同じ学校、同じクラスなのだから、共に行ってもおかしくはあるまい」


    「俺は友人キャラだぞ？　ラスボスの片割れと仲良く登校できるか。さっきも言ったけど、俺は表舞台に立つ気はねえんだ」


    「心配するな。キュウキは今、私の中で眠っている。ここにいるのは、単なる央おう明めい高校の生徒二人……お前風に述べれば、『物語のバックステージ』というやつだ」


    　多分に苦しい理屈付けの気がするが、まあいいだろう。


    　俺もこいつには訊ききたいことがあったのだ。今がバックステージだと言うなら、こちらも活用させてもらおう。オフレコということで。


    「アギト。お前って……キュウキを『折しやく伏ぶく』してるよな？」


    　まずそこが気になっていた。


    　こいつは雪ゆき宮みやさんと違い、【魔神】を支配下に置けている。


    　基本的に器となった人間は、【魔神】に精神と肉体の主導権を握られてしまう。【魔神】が顕けん現げんするとトランス状態のようになり、その間の記憶もない。


    　しかし先ほどの阿あ義ぎ斗とは、キュウキが出てきているにも拘かかわらず本を読んでいた。会話にも参加してきた。


    （というコトは、そういうコトだ。こいつは俺と同じく、【魔神】を制御できている）


    　おそらくキュウキは、その気になれば姿を現すこともできたに違いない。ウチのトウテツやコントンのように。


    「お前と【魔神】の力関係は逆転してるはずだ。でもキュウキの奴やつは、お前を『忠実なマリオネット』だと言った。お前、何でキュウキの言いなりなんかになってんだ？」


    「見てみたいからだ──人類の終しゆう焉えんを」


    　一度だけ缶コーヒーを呷あおったのち、阿義斗はいつもの無機的な口調でそう言った。


    「その光景を見たとき、私は最高の曲を書ける気がする」


    「きょ、曲だあ？　お前、そんなコトのために人類を滅ぼそうってのか？」


    「芸術を解さぬお前には分かるまい。人類に捧げる鎮ちん魂こん歌かを奏でることこそが、私の究極なる夢……キュウキがそれを為なしてくれるというならば、喜んで彼の道具となろう」


    　こいつ、破滅願望があったのか。


    　敵キャラとしては結構ベタな部類に入るが、個人的にはアリだ。それくらいシンプルな悪役の方が、低年齢層にも分かりやすいだろう。


    「よしアギト、その動機は採用してやる。そういやお前って、クラスでも見事に孤立してるもんな。あれも役作りだったワケか？」


    「私はお前と違い、役作りなどしていない。人類の滅びを望むのは、まさしく私の本心だ。だが今は……少しだけ心境が変化している。火ひ乃の森もり龍りゆう牙がという少女によって」


    「リュ、リューガ？」


    　どうして今さら龍りゆう牙がの名前が出てくる？　確かにこいつは彼女に執着していたが、それは作戦だったんじゃないのか？　主人公の力量を見極めようとしただけじゃないのか？


    「小こ林ばやし。お前は一つ勘違いをしている。私が火ひ乃の森もりを愛しているのは真実だ。わざわざ央おう明めい高校に転入してきたのも、それが理由だ」


    　そこだけはマジだった。


    　やたら龍牙には積極的に絡みたがると思ったら、彼女の性別にこだわると思ったら、本当に惚ほれていたのか。


    （そのために転校までしてくるとは……イケメンなのにストーカー気質な男だぜ……）


    　どう反応したものか困っている俺をよそに、阿あ義ぎ斗とがまたコーヒーを呷あおる。


    　思えば俺たちは、すでにマンションでもコーヒーを飲んでいたんだった。買うのは紅茶か緑茶にすべきだったか。気が利かなくて申し訳ない。


    「央明高校への転校は、キュウキから最後まで反対された。彼は物語において、火乃森の存在を重視していないからな。なるべく私と彼女を関わらせたくなかったのだろう」


    　あの【魔神】、あくまで龍牙を主人公だと認めないつもりか。


    　この物語のメインを、俺と阿義斗のバトルにすげ替えるつもりか。


    （つくづく俺とは相あい容いれない野郎だぜ。くだらねえプロットを考えやがって……）


    　奴やつのシナリオなど、駄作にも程がある。スペクタクルマンを放置して、怪獣同士でバトルするようなものだ。それを喜ぶのはウチのオカッパ幼女くらいだ。


    「私はキュウキが描えがく『物語』に、さして興味はない。しかし、ただ一点──火乃森を戦いの舞台から降ろすことだけには賛成だ」


    「ふざけんな。そこが一番重要なんだろうが」


    　あからさまに不満顔をした俺を、阿義斗は真っ直すぐに見み据すえてくる。


    　とてもクラスメートに向けるものとは思えない、侮ぶ蔑べつすら含んだ眼まな差ざしだった。こいつは龍牙のことになると、その時だけは感情を露あらわにする。人間味を垣かい間ま見せる。


    「小林。お前は何も感じないのか。女である火乃森に、過酷な戦いを強いていることに」


    「え……」


    「お前が何な故ぜ、『友人キャラ』なるものにこだわっているのかは知らない。知りたいとも思わない。が、お前は強大な力を持ちながら、自身のエゴのために火乃森が傷つくことを良しとしている。いたいけな少女を、あえて危険に曝さらしている」


    「そ、そんなことは」


    「私は断言する。そんなお前に──火乃森龍牙の傍かたわらにいる資格はない」


    　……ぐうの音ねも出なかった。


    　確かに阿義斗の言う通りだった。


    　俺はこれまで、あらゆるバトルシーンにおいて活躍を拒否してきた。龍りゆう牙がの到着を待ち、わざわざ彼女に戦わせてきた。


    　時に彼女が負傷することがあっても、心を痛めつつエールを送るだけだった。ほら、龍牙って治ち癒ゆ能力を持ってるし……と自分に言い聞かせながら。


    （リューガだって、好きで戦ってるわけじゃない。あいつはもともと、かなり女の子らしい性格なんだ。火ひ乃の森もり家の宿命なんてモンがなければ、普通に女子高生としての生活を謳おう歌かしていたはず……サラシなんて巻かず、本来のＥカップでいられたはず）


    　でも俺は、龍牙を男でいさせようとしてきた。「セミ彼氏」というポジションにまでなっておきながら、彼女にチンチンが生えてこないものかと神社で願をかけてきた。


    （こんな俺は、本当に……火乃森龍牙の『友人』なのだろうか？）


    　地蔵のように固まってしまった俺に、なおも阿あ義ぎ斗とは言い放つ。


    「私はお前とは違う。火乃森を女性として愛し、『友人キャラ』ではなく『恋人キャラ』になりたいと願っている。一週間の休戦を要望したのも、そのためだ」


    　そういえば休戦は、阿義斗の希望だと言っていたか。


    　すっかりヘコまされてしまったが、その理由も確認しておく必要がある。自己嫌悪に陥おちいっている場合じゃない。それはあとでもできる。


    「休戦の理由には、リューガが関係してるってのか」


    「そうだ。お前も薄々は察しがついているだろう……文化祭があるからだ」


    「察しがつかねえよ！」


    　気付けば俺は突っ込んでいた。そんな心境じゃなかったのだが、それでも突っ込まずにはいられなかった。


    「何で学校行事を優先させてんだ！　人類の滅びを望んでる奴やつが！」


    「聞けば我々の二年Ｂ組は、メイド喫茶をやるそうだな。しかも、火乃森がメイドをする話が出ているという」


    　言われてみれば、そんな話があったような。クラスメートたちが「是非とも火乃森に女装をさせたい」と盛り上がっていたような。


    　それを女装と言うのか分からないけど……まあ無理もない。みんなにとって龍牙は、中性的な美少年なのだから。


    「どうして私が、ここまで文化祭にこだわるのか？　それはお前も薄々は察しがついているだろう……そう、私は、メイド姿の火乃森を堪たん能のうしたいのだ」


    「これまた察しがつかねえよ！」


    　発言とは裏腹に、阿義斗はクールな態度を崩さない。


    　その瞳ひとみが少年のごとくキラキラと輝いていた。こいつは龍牙のことになると、その時だけは感情を露あらわにする。余計な人間味を垣かい間ま見せる。


    「メイド火ひ乃の森もりを見るためなら、私は悪にでもなろう」


    「今は違うみたいに言うな！　とっくに悪だろうが！」


    「カチューシャにフリルエプロン、そしてニーソックスの火乃森……そんな彼女が『お帰りなさいませ、ご主人様』と言うのだ。それを想像しただけで、私は前屈みとなる」


    「そういう発言はやめろ！　キャラがブレるから！」


    「もし猫耳までついていたら……果たして理性を保てるだろうか」


    「おい！　言ってる傍そばから前屈みになるんじゃない！　頼むから突っ込ませないでくれ！　この物語、ただでさえボケ役で溢あふれ返ってるんだ！」


    　涙目になって懇こん願がんしていると、程なく阿あ義ぎ斗とは姿勢を正してくれた。何とか滾たぎりが収まったようだ。……やっぱり絡まず、さっさと駅に向かえばよかった。


    「とにかく、それほど私は火乃森に本気だということだ。彼女のメールアドレスをゲットしてからは、毎日メールで口く説どいている。『お前を愛している。私と共に来い』とな」


    　まだそんなコトしてやがったのか。一度がっつり告白して、がっつりフラれたくせに。


    「小こ林ばやし、気になるか？　私と火乃森が、どういうメールのやり取りをしているのか」


    「べ、別に気にならねえよ」


    「やせ我慢をするな。例えば先日、私はこういう文を送った。『この私が、女としての悦よろこびを教えてやる。お前の胸ならば、半日は揉もんでいられる』と」


    「主人公にセクハラすんな！」


    「よほど嬉うれしかったのだろう、すぐに返事が来たぞ。『ぶん殴るよ！』と」


    「めっちゃ怒ってるじゃねえか！」


    　龍りゆう牙がの返信を聞いて、少しホッとしている自分がいた。彼女がトキメいていたら、どうしようかと思った。


    「昨日などは『もうメールしてこないで』と、思わせ振りな返信が来た」


    「どこが思わせ振りだ！　ド直球だ！」


    「今朝などは、メールを送ったらエラーとなって戻ってきた」


    「着信拒否されちゃった！」


    「きっと照れながら、頬ほおを桜色に染めて拒否設定をしたのだろう。可愛い女だ」


    「チクショウ！　テメェ絶好調か！　あと繰り返すけど、リューガは男だ！」


    　断腸の思いでツッコミを入れ続けながら、俺は阿義斗と一緒に駅へと向かった。


    　こいつがおかしくなってるのって……俺と絡んでるからじゃないよな？
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    　それから約三十分後。


    　電車で地元まで戻り、重い足を引きずって、俺は何とか学校に到着した。


    　タイミングよく三時限前の休み時間だったので、教室のあちこちではクラスメートたちが雑談に興じている。


    　俺を見ても何ら反応がないのは、養護教諭・蛇へび塚づか先生こと呪ジユ理リが、みんなに暗示をかけてくれているからだろう。俺は朝から学校にいたことになっているのだ。


    「一いち郎ろう、遅かったね」


    　自席に鞄かばんを置いたところで、一人の華きや奢しやな少年がこちらへ歩み寄ってきた。


    　整い過ぎるほど整った顔立ちの、後ろ髪を黒紐ひもで束ねた美少年……言うまでもなく、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がだった。


    「ようリューガ。今朝はすまなかったな、一緒に雪ゆき宮みやさんのところへ行けなくて」


    「腹痛なら仕方ないよ。でも顔色はいいみたいで安心した。それはともかく……」


    　と、龍牙がにわかに顔をしかめ、廊下側の最後尾へと視線を転じる。


    　そこには果たして、自席に腰を下ろす天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗との姿があった。まあ、そりゃ気になるよな……あいつと同時に登校してきたら。


    「どうして天涼院なんかと一緒なの？　あんな奴やつと仲良くしないでよ」


    「た、たまたま校門で会っただけだよ。ずっと一緒だったワケじゃないから」


    「あいつ、とんでもないヘンタイなんだからね？　超高校級なんだからね？」


    　らしくもなく、龍りゆう牙がの発言が辛しん辣らつだ。ああ知ってるよ。お前が日々、セクハラメールの被害に遭っていたことは。


    　龍牙の視線に気付いた阿あ義ぎ斗とが、揃そろえた人差し指と中指でピッと宙を切ってくる。


    　そのクールな挨あい拶さつに「べー」と舌を出して返し、俺を窓際まで引っ張っていく龍牙。べーはやめるんだ。凄すごく女子っぽいから。

  


  [image: ]


  
    （やっぱりこいつって、根っこは女の子なんだよなあ……）


    　──お前は何も感じないのか。女である火ひ乃の森もりに、過酷な戦いを強いていることに──


    　阿義斗に言われた言葉を思い出し、俺は改めてヘコんでしまう。龍牙への後ろめたさが、胸中でどんどん肥大していく。


    　そんな俺の罪悪感など知る由よしもなく、龍牙は壁にもたれて腕を組んだ。周囲に聞こえないよう声のボリュームを落とし、真剣な面おも輪わで告げてくる。


    「でね一いち郎ろう、メールでも伝えた汐しお莉りのことなんだけど……どう思う？」


    「そ、それは要するに、【魔神】トウコツのことか？」


    「うん。汐莉は『ひとまず自分に任せて欲しい』なんて言うけど……やっぱりそれは危険過ぎるよ。何たって相手は【魔神】なんだから」


    　彼女の心配はもっともだ。聞けば雪ゆき宮みやさんを案じるあまり、昨夜はほとんど寝ていないらしい。それは蒼あおヶが崎さきさん、黒くろ亀がめさんも同様とのこと。


    　今やメインキャラたちの意識は、キュウキを差し置いて完全にトッコへと向いてしまっている。警戒すべきは【モッサリ魔神】ではなく、あの【ショタ魔神】だというのに。


    （何とかして、戦意の矛ほこ先さきをキュウキに変えられないものか……そういう風にリューガを誘導するのも、やっぱり俺のエゴなんだろうか……）


    　自己嫌悪から立ち直れずにいる俺をよそに、ふと龍牙が嘆かわしげにボヤいた。


    「汐莉が大変だっていうのに、エルってばよく呑のん気きに寝ていられるモンだよ……」


    　龍牙に倣ならってエルミーラさんを見やると、彼女は平常運転のごとく机に突っ伏し爆睡していた。「クカ～、スピ～」という寝息が、ここまで聞こえてくる。


    「三さん姫きのことに関しても、やけに楽観的だし……事態の深刻さを分かってるのかな」


    　気持ちは分かるけど、許してやって欲しい。あのヴァンパイアは裏事情を知ってるんだ。阿義斗が「キュウキの器」であること以外は。


    　エルミーラさんには、三姫に対する龍牙たちの不信感を抑えてもらわねばならない。


    　多分そちらだけで手一杯だろうと思い、ひとまず阿義斗の正体だけは伏せておいたのだ。余計なことは気にせず、どうかミッションに専念して欲しい。


    「保健室にも行ってみたんだけど、呪ジユ理リはいなかったよ。昨夜のことについて問い詰めたかったのに……テッちゃんなら何か知ってないかな？」


    「い、いや。あいつって、あまり部下のコトには興味ないから」


    「そういえば一いち郎ろうは、昨夜どうして墓地にいたの？」


    「きょ、強大な邪じや気きを感知してな。様子を見に行ってみたら、あんなコトになってたんだ」


    「あのチーター型とカブトムシ型の使徒は、やっぱりトウコツの部下なのかな？」


    「えっと、確かキュウキ配下の八はつ傑けつだと言ってたぞ。トッコとは無関係みたいだ」


    「トッコって何？」


    「しまっ……き、気にしないでくれ！　ちょっと呼び方を変えてみただけなんだ！　ほら、トウテツと紛まぎらわしいから！」


    　龍りゆう牙がから立て続けに質問され、俺は内心オタオタしていた。もうやめて。これ以上訊きかんといて。そのうちボロが出そうだから。というか、すでに出たから。


    　幸いにして、龍牙は「トッコなんて可愛過ぎるよ」という異議だけに留とどめてくれた。


    　次いで彼女は閑かん話わ休きゆう題だいとばかりに、改めて俺を見詰めてくる。長い睫まつ毛げに、小さな唇くちびるに、細い顎あご……顔の造りを見れば、つくづく女の子なのだと痛感させられる。


    「とにかく、今の私たちが優先すべき問題は──やっぱり汐しお莉りのことだと思う」


    「…………」


    「【魔神】に憑つかれていると知っていながら、放っておくことなんてできないよ。執事のセバスチャンさんだって、汐莉の体調不良はずっと心配してるだろうし……」


    　俺もそいつを心配している。別の意味でだけど。


    　屡ル贄ニエはトッコの代理人として、キュウキとの同盟に前向きな姿勢を見せているのだ。トッコの説得が不可能だと分かれば、何らかの強行手段に出る恐れもある。


    （雪ゆき宮みやさんの元には、三さん姫きが日替わりで警護にいくことになっている。屡贄でも簡単には手出しできないはずだ。使徒が毎日押しかけて、雪宮家は迷惑かもしれないけど……）


    　そうこうしていると、チャイムが鳴ってしまった。


    　クラスのみんなが自席へと戻り始める中、俺も同じく踵きびすを返す。次の三時限目は、担任の峰みね岸ぎしによる英語だ。


    「それじゃリューガ、またあとでな」


    「うん。実はもう一つ個人的な心配事があるんだけど……それは次の休み時間にするね」


    「個人的な心配事？」


    「あ、そっちは大したコトじゃないから。あまり気にしないで」


    　俺は「分かった」と了承し、ひとまず席に戻った。


    　何の心配かは分からないが、主人公の相談ならば乗らないわけにいかないだろう。


    　俺は龍牙の「友人キャラ」なんだから。大したコトじゃない問題ほど、積極的に関わるべき存在なんだから。


    （まさかオッパイが、今のＥカップでは収まらなくなってきたとか？　もしくは、他にもアギトからセクハラ行為を受けてるとか？）


    　チラリと阿あ義ぎ斗とを窺うかがうと、彼と目が合ってしまった。その瞳ひとみが「私の火ひ乃の森もりと馴なれ馴れしくするな」と告げているような気がした。


    （まあ、どうせ次の休み時間には分かるんだ。推察する必要もないか）


    　が、そんな龍りゆう牙がの心配事は。


    　図らずも三時限目の授業のうちに判明することとなった。


    　俺自身に、阿義斗に、というかクラスの男子に……少なからず累るいを及ぼす形で。


    



    「授業は中止にする。文化祭まで間もないし、この時間は打ち合わせに充あてなさい」


    　始まった三時限目は、峰みね岸ぎしがそんな通達をしてきたことで、思いがけず変則的ホームルームになった。


    　口々に歓喜の声をあげ、さっさと英語の教科書をしまうＢ組一同。ややあって男子と女子が一名ずつ立ち上がり、場を仕切るべく黒板の前までやってくる。


    　樋ひ口ぐちと遠とお山やまさんだった。彼らがこのクラスの文化祭実行委員なのだ。


    「みんな。ウチはまだ『メイド喫茶をやる』ってことが決まってるだけで、具体的な計画がほとんど煮詰まっていない」


    「そろそろ本腰を入れないとヤバいわよ。他のクラスはとっくに動き出してるんだから」


    　そう。我が二年Ｂ組は、正直言ってかなり準備が遅れている。


    　用意するメイド服は何着なのか？　コーヒー豆はどれくらい調達するのか？　女子の誰がメイドさんをするのか？　そういった諸々の案件が、ことごとく白紙状態なのだ。そりゃ担任の峰岸も懸け念ねんするだろう。


    （考えてみりゃ、いくら物語がゴタゴタしてるからって……文化祭というイベントをなおざりにするのはマズかったんじゃ？）


    　このバトルストーリーは、「学園物」でもあるのだ。


    　体育祭、文化祭、修学旅行などは、当然こなすべき定番エピソード……比較的そういう回はウケがいいとも聞いている。需要を無視するわけにはいかない。


    　何より友人キャラとは、本来こういったときこそ頑張るものなのだ。日常パートこそが働くべき表舞台なのだ。


    　俺はストーリー調整ばかりに気を取られ──大事な本職を忘れてはいなかったか？


    （この一週間は、キュウキも動かない。確かにトッコや屡ル贄ニエのことだって気がかりだが、そのために文化祭をスルーしちまったら本末転倒だ）


    　今からでも遅くはない。この学校イベントを盛り上げなくては。


    　主人公がいるクラスの出し物を、グダグダにしてはならない。友人キャラとしての手腕を見せるのだ。そうだろう光みつ彦ひこ！　ナカジマ！　まる子のツレの眼鏡めがねかけた奴やつ！


    「はい！　俺に意見を述べさせてくれ！」


    　……そんなわけで俺は、怒ど涛とうの勢いで発言しまくった。ワンマン社長のごとく。


    「時間を考えても、メイド服の用意は五着が限界だ！　コーヒー豆は手っ取り早くスーパーで買え！　フードメニューなんてクッキーだけで充分だ！　たかが高校生の模擬店だぞ！　客の目当ては、あくまで現役女子高生メイドだと知れ！」


    　俺の提案はことごとく採用され、お陰でサクサクと打ち合わせが進んでいく。……が、最後の最後になって面倒な問題に直面した。


    　それは、「誰がメイドをやるのか？」という話に及んだときのこと。


    「はい！　俺はやっぱり、火ひ乃の森もりにメイドをやらせたいと思います！」


    　元気よく挙手して、佐さ藤とうがそう発言したのだ。


    　すると数人の男子が同調し、「俺も賛成！」「火乃森ならゼッテー似合う！」「胸にパッドも入れて欲しい！」と尻しり馬うまに乗ってくる。


    　さらには女子からも「私も見てみたいかも」「火乃森くんって女顔だもんね」「あんたより似合うんじゃない？」なんて声があがり、流れに拍車をかけていく。


    　もちろん龍りゆう牙がは、これでもかと動揺していた。今や満場一致で可決しつつある「火乃森メイド法案」に、唇くちびるをわななかせていた。


    「どうかな火乃森。みんなもこう言ってるし、メイドやってくれる？」


    　実行委員の樋ひ口ぐちに言われ、血相を変えてガタリと椅い子すから立ち上がる龍牙。


    「ちょ、ちょっと待ってみんなっ。どうして男の俺が、わざわざメイドに……エルとかの方がよっぽど似合うのにっ」


    　そのエルミーラさんは、依い然ぜんとして爆睡中だ。


    　クラスの出し物にも、主人公のピンチにも、まるっきり無関心のご様子。締まりのない寝顔で、ベタながらも「ムニャムニャ」と呟つぶやいていた。


    「もちろんエルミーラさんにもメイドをやってもらうわよ。そこに火乃森くんも加われば、二大看板になると思うの。お願いっ、クラスのために協力してっ」


    　同じく実行委員の遠とお山やまさんにまで懇こん願がんされてしまい、龍牙が頬ほおをヒクヒク引き攣つらせる。直後にその視線が、助けを求めるように俺へと向けられた。


    　……その時点で、俺はすでに察していた。


    　龍牙が言っていた「個人的な心配事」とは、間違いなくこの件だと。


    （ちょっと推察すれば分かることだった。俺ともあろう者が……）


    　つい先ほど、阿あ義ぎ斗とともその話をしたばかりじゃないか。クラスで「そういう計画」が出ていると。休戦はまさしく、それが理由なのだと。


    　心得ているぞ龍牙。お前のフォローもまた、俺の使命だからな。


    　エゴという名の罪悪感を払ふつ拭しよくするためにも、この場は俺に任せてくれ！


    「待つんだみんな。こういうコトは、迂う闊かつにノリで決めるべきじゃ──」


    　そう言って俺が立ち上がったのと、ほぼ同じタイミングで。


    「私も火ひ乃の森もりには、是非ともメイドをやってもらいたいと思う」


    　こちらの機先を制すように、起立して意見してきた奴やつがいた。


    　廊下側の最後尾で、今の今まで我関せずとばかりに読書を決め込んでいた転入生──天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とだった。


    「むしろ火乃森以外の、誰にメイドが務まるというのか。模擬店が成功するか否いなかは、そこにかかっていると言っても過言ではない」


    　いつになく弁舌を振るう阿義斗に、クラスメートたちが呆あつ気けに取られている。


    　そりゃそうだろう。転校してきて約半月、こいつがここまで積極的な態度を見せたのは初めてのことだ。話題が話題なので、なおさらだろう。


    （だが、俺だって引き下がるわけにはいかねえ）


    　実際のところ俺は、龍りゆう牙がにメイド衣装が似合うことを誰よりもよく知っている。それどころかナースやチャイナドレス、バニーガールだって似合うことも。


    　何な故ぜなら龍牙は、コスプレが趣味だから。自宅ではそんな仮装ばかりしているから。余談ではあるが、俺はバニー龍牙のお尻しりが大好きだ。おヘソも大好きだ。


    　対抗してきた阿義斗に負けじと、俺はさらに声を張って力説する。龍牙の「頑張って！」という熱視線を、左斜めの後頭部に感じながら。


    「女子たちに問いたい。男であるリューガにメイドをやらせるなら、お前たちの存在意義は何なのだ？　矜きよう持じはないのか？　せっかくメイド衣装が着れる貴重なイベントを──」


    　が、すぐさま反論してくる純白制服の変態紳士。


    「こういうイベントであるからこそ、できる試みというものもある。男子がメイド……結構ではないか。単なるメイド喫茶より面白かろう」


    　さすがに阿義斗も、龍牙が女であることを公然と口外する気はないらしい。その代わり、何としてもメイド龍牙を見たいらしい。己おのれの欲望に忠実な男だ。


    「いいだろうアギト。だったら俺がメイドをしてやる。胸にパッドも入れてやる」


    「それは勝手にしろ。が、火乃森がメイドをやらない理由にはならない。不公平だと言うならば、いっそメイドは男子のみで務める……というのはどうだ」


    　とんでもないことを言い出した阿義斗に、騒然とする男子一同。


    　その一方で、「それ面白いかも」と食いつく女子一同。


    　……何という執念だ。そこまで龍牙をメイドにして、前屈みになりたいのか！


    「無茶を言うなアギト！　例えば小お倉ぐらはどうする！　体重が百キロあるんだぞ！　しかも天然アフロなんだぞ！」


    「構わん。そういうメイドもまた面白かろう」


    　槍やり玉だまにあげられた小倉が、何故か「へへへ」と照れながら頭を掻かく。


    　そのモジャモジャ頭は、さながら樹海であった。かつて髪の中から、ハエの死し骸がいが出てきたことがある。俺も百円玉を隠してみたことがある。戻ってこなかったが。


    「言い出しっぺのお前はどうする気だ！　この案を採用するなら、お前自身もメイドにならなきゃ筋が通らねえぞ！」


    「構わん。なろう」


    「構えよ！　ちょっとくらい躊ちゆう躇ちよしろよ！」


    「人は誰しも、メイドになる可能性を秘めているものだ。それは私とて例外ではない」


    「何だその悟りは！　これまでのクールなキャラが台無しになってもいいのか！」


    「構わん。魂たましいの中にあるメイドを放棄してはならない……ニーチェの言葉だ」


    「嘘うそをつけ！」


    　……それからしばし、激しい討論が続いたものの。


    　結果からいうと、俺は負けた。男子メイド案が採用されてしまった。


    　敗因は、女子のほとんどが阿あ義ぎ斗とを支持したことだ。「だって火ひ乃の森もりくんだけでなく、天てん涼りよう院いんくんのメイドまで見れるんでしょ？」と。そこに担任の峰みね岸ぎしまでもが「楽しそうでいいじゃないか」と賛同を示し、とどめを刺されたのだ。


    「よし。じゃあウチの二年Ｂ組は、男子メイド喫茶ってことで。男は全員やってもらうけど衣装は五着だから、時間による交代制にしようか」


    「そうね。シフトは体格を基準にして決めた方がいいかな？　同じサイズを取り合うことがないように──」


    　その後、テキパキと細部をまとめていく樋ひ口ぐちと遠とお山やまさん。おのれ樋口。当日の実行委員は忙しいからと、自分はこの羞しゆう恥ちプレイを免まぬがれやがって……！


    　忸じく怩じたる思いで龍りゆう牙がを見ると、果たして頭を抱えていた。


    （すまないリューガ。俺の力が足りなかったばかりに、アギトの姦かん計けいを阻止することができなかった……）


    　ちなみに体重が百キロある小お倉ぐらも、メイドを免除された。一人だけ飛び抜けて大柄過ぎるのと、アフロなのでカチューシャが安定しないことが理由だった。


    　今となっては、どうでもいいが。


    



    　　　　　　　　　　４


    



    「はあ……エラいことになっちゃったなあ」


    　昼休み。俺と一緒に屋上へとやってきた龍牙は、開口一番そんな泣き言を漏らした。


    　相変わらず周囲に生徒の姿はなく、ここは俺たちの貸し切り状態である。どうか好きなだけ愚ぐ痴ちって欲しい。いくらでも付き合うから。


    「まさか学校でコスプレすることになるなんて……私は一いち郎ろうだけのメイドさんなのに」


    「全て俺の責任だ。どうしても嫌なら、当日は休んでくれてもいいぞ。お前のシフトには俺が入るから」


    「ううん。みんなで決めたことなのに、エスケープなんてできないよ。特に私は、お店の目玉だって言われてるし……」


    　フェンスに背中をつけ、膝ひざを抱えて地面に座る龍りゆう牙が。


    　そんな彼女を見下ろしつつ……俺は不誠実にも別のことを考えていた。


    （そういや昼になったら、雪ゆき宮みやさんに連絡を取ることになってたんだっけ）


    　屡ル贄ニエのこともあるし、彼女の状況は逐一確認しておく必要がある。文化祭を疎おろそかにはできないが、もちろん雪宮さんのことも放置してはおけないのだ。


    　雪宮汐しお莉りが、【魔神】トウコツの器だった──それは返す返すも頭の痛い問題だった。


    　ただでさえ彼女は、四し神じんの一柱たる【白びやつ虎こ】の継承者なのだ。龍牙と共に戦ってきた『祝命の巫み女こ』なのだ。


    　今のままでは、雪宮さんは「仲間キャラ」と「敵キャラ」の二役を掛け持ちしなくてはならない。セバスチャンとの確執劇だってある。明らかに設定を盛り過ぎだ。


    （いくら個人エピソードが後回しにされたからって、フォロー過剰じゃねえのか。やはりトッコの器には、別の誰かをキャスティングするべきなんじゃ……）


    　……いっそのこと、龍牙の妹・杏きよう花かちゃんに頼めないものだろうか。


    　あくまで暫ざん定てい的に、もう一度だけ【魔神】の器になってもらえないだろうか。


    　当初の予定通り、まず龍牙たちとトッコに戦ってもらい、【魔神】の力を消しよう耗もうさせる。その状態のトッコを『折しやく伏ぶく』することは、きっと杏花ちゃんなら可能なはず。何たって彼女にはコントンを『折伏』した実績があるのだから。


    （そうすれば雪宮さんは、仲間キャラだけに専念できる。杏花ちゃんにも、物語上の新たな役割を与えることが……ん？　いや、ちょっと待て）


    　そこで俺は、はたと気付いてしまった。


    　そもそも「龍牙とトッコを戦わせる」という案は、致命的な悪手であることを。


    　極度に消耗した【魔神】を、眠りにつかせることなくその身に宿す──それがどういう事態を招くのかを、俺は知っているはずだ。


    　すなわち、【魔神】に生命力をズンドコ奪われ続けるのだ。


    　果ては意識を失うほど衰弱し、命の危険にまで曝さらされるのだ。


    （だからこそ俺は、コントンのオッサンを引き取ることになったんじゃないか。つまり『トッコを消耗させる』というプランは……初めから論外だったんだ）


    　トッコにはこれからも、フルパワー状態のままでいてもらうしかない。たとえ地主が雪宮さんだろうと、杏花ちゃんだろうとだ。


    　が、それではトッコを『折しやく伏ぶく』することは至難。元気モリモリの【魔神】を組み伏せられる者など、おそらく俺と阿あ義ぎ斗とくらい……どちらも人選的には完全にＮＧだ。


    　俺は何て愚か者なのだ。今さらそこに気付くとは。


    （それだけじゃねえ。しかも俺ってヤツは、またしても醜いエゴを……）


    　俺は今しがた、杏きよう花かちゃんに対して何と考えた？　暫ざん定てい的な器にするだと？　彼女に「物語上の新たな役割を」だと？


    　その発想は、俺が杏花ちゃんを『ストーリーの駒』にしか見ていない証しよう拠こだ。


    　これほど失礼な人間がいるだろうか？　どういう育て方をされたら、どういう友人と付き合ったら、こんな人でなしの思考になるのだ？


    （大体、リューガの気持ちも考えろってんだ。せっかく妹が【魔神】から解放されたと思ったのに、また別の【魔神】を押しつけられたら……迷惑どころの話じゃねえぞ）


    　気付けば俺は、龍りゆう牙がの隣に並んで座り、同じように膝ひざを抱えてヘコんでいた。


    　自己嫌悪が止まらない。メイドの件でも龍牙をフォローできなかったし、いよいよ友人キャラ失格だ。来週日曜の夕方、ナカジマに合わせる顔がない。


    「メイド服なんか着て、女の子だとバレないかな……」


    「俺は駄目なヤツだ……笑ってくれナカジマ……」


    「ローアングルで写真撮られたりしないよね……」


    「頭を丸めようかな……むしろイソノになっちまうけど……」


    　二人して交互に愚ぐ痴ちり、交互に溜ため息いきをついていたところ。


    　前方の鉄製扉とびらがガチャリと開き、よく知る三人の女子生徒がやってきた。


    「龍牙、小こ林ばやし。やはりここにいたのか」


    　一人は、腰まで届くポニーテールをした、モデルのごときプロポーションの女剣士。


    　厳格でストイックな性格とは裏腹に、流行に敏感なミーハー少女という一面を隠し持った上級生──『斬ざん舞ぶの剣士』こと蒼あおヶが崎さき怜れい。


    「どうしましたの二人とも。揃そろって体育座りして」


    　一人は、つい先ほどまで爆睡していた、同じクラスの低血圧ヴァンパイア。


    　気き紛まぐれで奔ほん放ぽうな小悪魔キャラでありながら、今ではシズマという孤児使徒の母でもあるＢＬ愛好者──『常とこ闇やみの血族』ことエルミーラ＝マッカートニー。


    「もしかして、汐しおちゃんのコト？　だったら私も一緒にヘコませてっ」


    　一人は、制服スカートの裾すそからスパッツを覗のぞかせた、ショートカットの拳けん法ぽう家。


    　いつもいつも俺のこしらえたプロットをぶち壊してくれる、空気を読まない猪ちよ突とつ猛もう進しんの健康優良児──『星せい壁へきの守もり人びと』こと黒くろ亀がめ里り菜な。


    　それは雪ゆき宮みや汐しお莉りを除く、四し神じんヒロインズの三名だった。火ひ乃の森もり龍牙と共に『奈な落らくの使徒』と戦う、この物語のレギュラーキャラたちだ。


    　きっと雪ゆき宮みやさんのことを相談したくて、俺たちを捜していたのだろう。今回のことは彼女らにとっても一大事なのだ。事情を知ってるエルミーラさん以外。


    「龍りゆう牙が、先ほど汐しお莉りからメールが来たぞ。体調は全く問題ないので、明日から学校に来るそうだ。トウコツの件についても、その時に話すと」


    　蒼あおヶが崎さきさんの言葉に、龍牙が「えっ？」と顔を上げる。


    　……それについては俺も納得ずくだ。昨夜に電話で協議した上での決定であった。


    　龍牙たちを安心させるためには、雪宮さんの壮健な姿を見せるのが一番だろう。トッコが当面は動くつもりがないことも知ってもらえれば、みんなの意識はキュウキに向くはず。


    （学校にはリューガたちもいるし、彼女の自宅より安全のような気がする。その間は三さん姫きも護衛しなくていいしな）


    　そんな俺の判断とは別に、どうも雪宮さんには学校を休みたくない理由があったらしい。


    　詳しくは訊きいていないが、確か「行かないと皆さんに、特に怜れいさんに迷惑がかかってしまいます」と言っていたような……だから『明日から登校する』というメールを、龍牙ではなく蒼ヶ崎さんに送ったんだろうか？


    　それからしばし、屋上に沈黙が訪れる。


    　珍しく黒くろ亀がめさんまでもがショボンと肩を落とし、ことさらに表情を曇らせていた。いつもはお気楽な亀も、さすがに雪宮さんの件にはショックを受けているようだ。


    「はあ、汐ちゃんが心配だなあ……やっぱり今朝、無理やりにでも会うべきだったんじゃないかな……」


    「短慮はおよしなさい。門をぶち破ろうとしたアナタを止めるのに、ワタクシがどれだけ苦労したと思ってますの？」


    　これ見よがしに嘆息し、亀をピシャリとたしなめるエルミーラさん。早速フォローを頑張ってくれていたのか。あとで血を吸わせてやろう。


    「私は放課後、駅前のスーパーに張り込むつもりだ。聞けばあそこに魅ミ怨オンがよく出没するとのこと。あいつを引っ捕らえ、トウコツを庇かばった真意を吐かせる。力ずくでも」


    「おやめなさい。今朝も言ったはずですわよ。三姫のことはワタクシに任せてもらうと」


    　エルミーラさんが、今度は蒼ヶ崎さんをたしなめる。頭が下がる思いだ。


    「エルミーラ。どうしてそこまで三姫の肩を持つ？　二体の【魔神】が同時に蘇よみがえった今、悠長に構えている場合ではないんだぞっ」


    「そうだよエルちゃん！　三姫は悪いヤツなんだよ！　とりあえず殴ろうよ！」


    　……困ったことに、主人公サイドの足並みが乱れてきている。


    　少し見積もりが甘かったか。蒼ヶ崎さんと黒亀さんは、四し神じんきっての武闘派二人だ。そんな彼女らがこうもヒートアップしては、エルミーラさんだけじゃ抑えきれないかもしれない。


    　ここはひとまず、ヴァンパイアに助け船を……と、俺が口を開きかけた矢先。


    「みんな、一いつ旦たん落ち着いてくれ」


    　凛りんとした一声で、たちまち一同を黙らせた者がいた。言うまでもなく龍りゆう牙がだった。


    「まず【魔神】トウコツのことだけど、汐しお莉りが明日学校に来るというなら……それまでは保留にしておこうと思う」


    　意外にも俺に代わって助け船を出した主人公を、一同が驚きの眼まな差ざしで注目する。


    「し、しかし龍牙。それでは後手に回ることに……」


    「そうだよ龍ちゃんっ。何事も先手必勝だよっ。ゴテゴテしちゃ駄目だよっ」


    　蒼あおヶが崎さきさんと黒くろ亀がめさんの反論に、龍牙は地面に座したまま首を横に振った。


    「もちろん俺だって、汐莉が心配だよ。すぐにでも会いにいきたいよ。でも今、頭が冷えてきて思ったんだ……それは彼女を信頼してないことになるんじゃないか？　と」


    「…………」


    「汐莉が『任せて欲しい』と言った以上、俺たちはそうするべきなのかもしれない。もしも本当に助けが欲しいときは、必ず頼ってくれる……そう信じて」


    　言い返すことができずうなだれる武闘派二人に、龍牙が柔らかく微ほほ笑えんでみせる。次いでその瞳ひとみが、紅髪の吸血鬼へと向けられた。


    「同じように、エルのことも信じたい。エルが『三さん姫きのことは任せて欲しい』と言うなら、俺はそうしようと思う。仲間として」


    「龍牙……」


    　エルミーラさんの頬ほおが、ほのかに紅潮していた。明らかにキュンとなっていた。考えてみれば、龍牙が女であることを知らないのは、この場で彼女だけだったりする。


    「怜れいさん、里り菜な。心配なのは分かるけど、仲間を信じよう。俺たちはそうやって今日まで勝ってきたんじゃないか。絆こそが──俺たちの最大の力なんだ」


    　ああ。やっぱり龍牙は、最高の主人公だ。


    　俺の思い描えがくヒーローの理想像だ。


    　こういうセリフを自然に言えて、ここまでビシリと決まる者が、他にいるというならつれてこい。こいつを「主人公の器じゃない」と評したキュウキは、目が腐っている。


    （できることなら、体育座りのまま言うのはやめて欲しかったが……そんなお茶目なところもリューガの魅力なんだろう）


    　やっぱり俺は、火ひ乃の森もり龍牙の「友人キャラ」をやりたい。


    　俺が支えるべき主人公は、こいつしかいない。


    　それがエゴだというなら、喜んでエゴイストになろう。この物語のメインを、小こ林ばやし一いち郎ろうと天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗となどにさせてたまるものか。


    　必ず龍牙に、大団円を迎えさせてやる。人間界に平和を取り戻させてやる。そのあとなら俺は──どんな報いだって受けよう。


    （リューガに代わって、俺なんかが人間界の平和を取り戻したりしたら……それはハッピーエンドじゃねえ。バッドエンドだ。そんな世界は終しゆう焉えんしちまえ！）


    　人類の皆さんだって、そう思っているはず。友人キャラなんぞに救われるくらいなら、いっそ滅んだ方がマシだという意見が支配的のはず。


    　小こ林ばやし一いち郎ろうでは駄目なのだ。


    　火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの手によってこそ、この世界は守られる意義があるのだ。


    　俺の主張を肯こう定ていするように、やがて蒼あおヶが崎さきさんと黒くろ亀がめさんが神妙に頷うなずく。見よ、これが主人公の説得力である。


    「……そうだな。龍牙の言う通りかもしれない。ここで浮き足立っては、それこそ敵の思う壺つぼとなる。平常心を欠いたまま戦って、敵に勝利できるわけもない」


    「分かったよ龍ちゃん！　私も殴るの我慢する！」


    　武闘派二人がクールダウンしてくれたことに、ホッと安あん堵どするエルミーラさん。続けて彼女は龍牙へと歩み寄り、膝ひざを折って目線の高さを合わせた。


    「龍牙。ワタクシを信じてくれて、感謝しますわ」


    「エルはシズマくんを通じて、三さん姫きとは最も接点があるからね。彼女たちとのパイプ役、悪いけど頼めるかい？」


    「お任せなさい。頑張りますわ。……ところで」


    　大きく首しゆ肯こうしつつ、すぐさま二の句を継ぐヴァンパイア。


    「龍牙もどうか、頑張って下さいな」


    「え？　何を？」


    「メイドさんを」


    　直後。龍牙が体育座りのまま、コテンと横に倒れた。


    　お茶目なリアクションだった。
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    　その後。まだ昼休みが終わらないうちに。


    　俺は龍牙たちを残し、一足先に屋上を後にした。雪ゆき宮みやさんの様子を確認するため、電話をかける必要があったからだ。


    （保健室に行ってみるか。今日は呪ジユ理リが来てないらしいから、おそらく無人だろう）


    　養護教諭が私用でサボるのはどうかと思うが、それを問題にする者はいないはずだ。学校のみんなには「蛇へび塚づか先生が不在でも何とも思わない」という暗示がかけられているのだ。


    　ちなみに龍牙らには、「腹が痛いのでトイレにいってくる」と嘘うそをついてきた。


    　昨日からこっち、俺はすっかりウンコづいている。龍牙からも真顔で心配されてしまった。本当は人一倍、胃腸は丈夫なんだが……。


    （そろそろウンコ以外の理由を考えなくては。逆に便秘でどうだろうか？　いや、結局ウンコじゃねえか）


    　自身の貧困な発想力を嘆きつつ、程なく保健室にやってくると。


    　読み通り、そこには誰もいなかった。ガランとした室内は隅々まで清掃されており、ベッドのシーツも皺しわ一つなく整えられている。でも養護教諭は不在……真ま面じ目めなのか不真面目なのか分からない爆乳先生だ。


    　早速ポケットから携帯を出し、雪ゆき宮みやさんの番号をコールする。


    　待つまでもなく、ものの数秒で通話は繋つながった。ところが。


    『もすもす、汐しお莉りちゃんだべっ』


    　出てきた相手が、明らかに汐莉ちゃんじゃなかった。物凄すごくモッサリしていた。


    　それが誰かなど問うまでもない。四凶の一体・【魔神】トウコツ──通称トッコだった。


    「おいトッコ、勝手に電話に出るんじゃない」


    『あ、一いち郎ろうどんだか？　さすがだべ、一瞬でオラだと見抜くなんて』


    「最初の『もす』の時点で分かったよ。そっちは異常ないか？」


    『天下太平だべ。ついさっきまで、汐莉ちゃんと交換日記してたんだども……汐莉ちゃん、疲れたみたいで寝ちまっただ』


    　トッコを『折しやく伏ぶく』できていない雪宮さんは、俺や阿あ義ぎ斗とのように自分に宿った【魔神】と会話することができない。トッコが出てきている間は、その記憶もない。


    　そのためコミュニケーションを取る方法として、交換日記を選んだのだ。


    　聞けば昨日は、かなり遅くまで文通していたという。今もまだ続けていたなら、そりゃ疲れもするだろう。ちょっと仲良くなり過ぎじゃなかろうか。


    『ところで一郎どん。昨夜はすまなかっただ。取り乱しちゃったべ……』


    「いや、反撃しなかっただけお前は偉いよ。あそこでリューガたちに手を出してたら、ますます面倒なコトになってたからな」


    『オラ、博愛精神に溢あふれた【魔神】だもの』


    「それはそれで問題なんだけどな……」


    『だからオラ、屡ル贄ニエにもオカンムリだ。勝手にキュウちゃんと通じるなんて、あんな悪い使徒はもうウチの子じゃねえべ』


    　悪い使徒。それはある種の二重表現じゃないだろうか。『奈な落らくの使徒』とは本来、人類の敵なのだ。悪くて当たり前なのだ。


    　例えれば「女子のブルマー」と同じか。ブルマーにわざわざ「女子の」とつける必要はない。男子のブルマーなど存在しないのだから。というか昨今、ブルマーがほぼ存在しないのだから。


    　そんなどうでもいい俺の思考をよそに、受話口ではトッコが喋しやべり続けている。


    『今は呪ジユ理リちゃんが遊びにきてるだよ。一いち郎ろうどん、知ってるだか？　汐しお莉りちゃんと呪理ちゃんって、あんまり仲がよぐないだ。オラがいなかったら決闘になるとこだったべ』


    「学校に来てないと思ったら、あいつが護衛にいってたのか……いいかトッコ、喧けん嘩かだけは阻止してくれ。雪ゆき宮みやさんが青タン作って学校に来たら、多分お前のせいにされる」


    『ガッテンだっ。トッコにおまかせだべ！　あ、呪理ちゃんがお話ししたいみたいだから、ちょっと代わるだ』


    　と、そこで通話相手がチェンジした。


    　聞こえてきたのは、この保健室で勤務しているべきキングコブラ使徒の声だった。


    『一郎様、お疲れ様でございます。こちらは今のところ、特にトラブルはありません。貧乳娘とキャットファイトになりかけたこと以外は』


    「充分にトラブルだよ。それより呪理、くれぐれも屡ル贄ニエには用心してくれ。あいつはその館の執事なんだし、忍び込むなんて造作もないだろうからな」


    『心得ております。この呪理がいる限り、雪宮汐莉には指一本入れさせません』


    「下ネタはやめろ。真っ昼間だぞ」


    『して一郎様。電話を代わって頂いたのは、外ほかでもありません。是非ともご提案したいことがございまして』


    　呪理の声が、にわかに改まる。一度コホンと咳せき払いが聞こえた。


    『トッコ様とも話したのですが……雪宮汐莉を一時的に、我が家で預かるというのはどうでしょうか？』


    「え？　な、何でっ？」


    『一郎様も仰おつしやられた通り、この館は屡贄のホームといえます。しかも小こ林ばやし家から、車で三十分という遠距離……有事に応援が必要になったとしても、間に合うものではありません』


    「む……」


    『加えてもう一つ。まだトッコ様は、本来のお力を取り戻されていないようです。目覚めたばかりであることと、雪宮を器にして僅わずか半年であることが理由だと思われます』


    「ぐ、む……」


    　昨夜の弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルも、そこを突いてきたのだ。【魔神】は引っ越しすると、新たな器に馴な染じむまで一年近くかかるという。トッコを当てにし過ぎるのは危険かもしれない。


    『小林家ならば、逆に私たちのホームです。雪宮の護衛と、屡贄の捜索……どちらにも臨機応変に人員を割けます。敵襲の際にも、迅速な対応が可能です』


    　確かにそうだ。そうなんだけど……そこには一つ、大きな問題がある。


    　雪宮さんをウチに招くということは、すなわち彼女に「三さん姫きとの同居」がバレることを意味している。


    　それはメリットを遥はるかに上回るデメリットではないのか？


    　大体、ヒロインズとの同居ネタはもうやったぞ？　エルミーラさんで。


    　返答を濁にごしていると、呪ジユ理リがこちらの心中を察したように指摘してきた。


    『おそらく一いち郎ろう様が懸け念ねんされているのは、我ら三さん姫きとの同居が、雪ゆき宮みやに発覚してしまうことだと推察致します』


    「その通りだ。雪宮さんがそれを知ったら、ショックで寝込む恐れがある」


    『しかしその問題は、すでにクリアされております。トッコ様によって』


    「……へ？」


    『先ほど交換日記を、チラリと覗のぞかせて頂いたのですが……トッコ様、思いっきり書いてました。私たちが小こ林ばやし家に住んでいることを。可愛らしいイラスト付きで』


    　危うく携帯を取り落としそうになった。


    　書いちゃった!?　しかも描いちゃった!?　このトップシークレットを!?


    『もう雪宮にはバレておりますので、どうぞご安心を』


    「ご安心できねえよ！」


    『案の定ショックだったようで、今はベッドで臥ふせっております』


    「疲れて寝たんじゃねえのかよ！　これが原因かよ！」


    『目下うなされております。プクク』


    「何でちょっと笑った！」


    　不覚だった。ちゃんとトッコに口止めしておくべきだった。


    　だがこうなった以上、雪宮さんをウチに匿かくまうという策は有効かもしれない。どのみち三姫との同居は、みんなに打ち明けていかねばならなかったのだ。


    　──これで龍りゆう牙がが女の子だと知っているのが、蒼あおヶが崎さきさんと黒くろ亀がめさん。


    　──三姫が小林家にいることを知っているのが、雪宮さんとエルミーラさん。


    　二大シークレットのそれぞれを、四し神じんヒロインズ二名ずつと共有することになる。かえって把握しやすくなったと言えなくもない。


    　俺は腹を決め、呪理の提案を採用することにして電話を切った。トッコの「わーい、お泊まりだべ」という、全く反省していない声を聞きながら。


    （はあ、また新たな同居人が来るのか。俺ん家、違法民泊みたいになってきたな）


    　……憂ゆう鬱うつな気分で教室に戻ると、すでに龍牙とエルミーラさんも戻っていた。


    　ヴァンパイアが性しよう懲こりもなく爆睡している一方、龍牙は数人の女子に囲まれ、とっかえひっかえカチューシャをつけられていた。


    「やだ、似合う！　火ひ乃の森もりくんカワイイ！」


    「これが世にいう、男の娘ってやつ？」


    「線も細いし、本当に女だと思っちゃうお客さんいるんじゃない？」


    　キャッキャと女子たちに囃はやし立てられ、苦笑混じりに頭を掻かいている龍牙。


    　おい、ちょっと嬉うれしそうにするんじゃない。そして阿あ義ぎ斗と、コッソリと写メを撮ろうとするんじゃない。カチューシャ龍りゆう牙がの。


    　まだチャイムまで一分ほどあったので、俺は女子たちの輪へと強引に割り込んだ。こういうときに龍牙をフォローしてやるのは、俺の仕事だ。


    「俺にもカチューシャをつけさせてくれ。俺だってメイドやるんだからな」


    　そう言って、机に置かれてあるカチューシャを一つ取り、装着してみる。すると。


    「やだ、キモ！」


    「地味！」


    「臭！」


    　女子から一斉に、罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んできた。臭いって何だ。嗅きゆう覚かくは関係ねえだろ。


    　……おい龍牙、コッソリと写メを撮ろうとするんじゃない。カチューシャ一いち郎ろうの。
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    　放課後。途中まで龍牙＆エルミーラさんと一緒に帰り、いつもの辺りで別れたのち。


    　俺はそのまま帰宅する気になれず、何となく公園のベンチで黄昏たそがれていた。


    　まだ時刻は四時なので、夕飯までは間がある。小こ林ばやし家の夕ゆう餉げは基本的に七時なのだ。


    　普通はそのあと風呂に入り、以降は茶の間でウダウダするだけなのだが……本日はそういうわけにもいかなかった。お客が来るから。


    （雪ゆき宮みやさんをつれて呪ジユ理リが戻るのは、確か八時くらいだって言ってたか）


    　そう。今日から小林家には、また住人が一名増えることになったのだ。いや、正確には二名か。トッコもいるから。


    　先ほど入った呪理からの連絡によると、すでに雪宮さんも了承済みだとのこと。しばらくはウチから学校へ通うことになるので、色々と支度に追われているという。


    　ちなみに雪宮邸ていの使用人たちには、呪理が暗示をかけておくそうだ。「汐しお莉りお嬢さんがいなくても何とも思わない」という、お馴な染じみの洗脳術だ。便利な能力である。


    （この調子だと、次は蒼あおヶが崎さきさんか黒くろ亀がめさんと同居しちまいそうな勢いだな……友人キャラって一体何だっけ？　どういうヤツなんだっけ？）


    　沈みゆく夕陽を眺め、俺が途方に暮れていると。


    （旦那ぁ、帰らないんですかい？　俺、ゲームの続きやりたいんスけど）


    　ふと脳内に、そんな声が響いた。トウテツだった。


    　今頃になって起床したのか。阿義斗のマンションでは全く起きなかったクセに……。


    「おいテッちゃん。コントンのオッサンはどうした？」


    （まだ寝てやす。こいつのイビキがうるせぇもんで、目が覚めちまいやしたよ）


    　じっと耳を澄ましてみると、確かにイビキが聞こえた。どうせなら晩飯が終わるまで、揃そろって寝ていればいいものを。


    　我が家の決まり事として、七時に食卓に着いていない者は、夕飯にありつけなくても文句を言ってはいけない。みんな一緒に「いただきます」するのが規則なのだ。


    （そういや旦那、キュウキの野郎に会いにいったんでしたっけ。どうでした？）


    「文化祭が終わるまでの一週間、休戦することになった。あと、雪ゆき宮みやさんとトッコをしばらくウチで預かることになった」


    （また同居人が増えるんスか？　エルミーラとシズマがいなくなったばかりなのに？）


    「考えてみたら、【魔神】を三体も住まわせるコトになるんだな……アギトのマンションよりタチが悪いな」


    　何よりタチが悪いのは、そこにまた四し神じんヒロインがいること。敵味方のキャラが、一つ屋根の下で暮らしていることだろう。


    （俺が寝てる間に、色々あったみたいっスね。相変わらず旦那は暗躍が好きだなぁ）


    「暗躍か……なあテッちゃん、お前もやっぱり俺をエゴイストだと思」


    （それより、今日の晩飯って何スか？）


    「切り替え早えな！　ハンバーグだよ！」


    （やったぁ！　ハンバーグ大好き！）


    「それが【魔神】の言うセリフか！　たまには宿主の悩みを聞いてあげようとか、そういう思いやりはねえのか！」


    　俺の中で小躍りしているトウテツに、憤ふん懣まんをぶつけていたとき。


    「──小こ林ばやし。こんな所でどうしたんだ？」


    　横合いより聞き覚えのある声が飛んできて、長身の制服少女がポニーテールを揺らして近付いてきた。


    「あ、蒼あおヶが崎さきさん？」


    　果たしてそれは、【青せい龍りゆう】の継承者たる『斬ざん舞ぶの剣士』だった。


    　今日も今日とて木刀を携帯し、颯さつ爽そうとした足取りで俺の眼前に立つ。スカートから伸びる黒ストッキングに包まれた美脚に、思わず目がいってしまった。


    「君は一人でも騒がしいんだな。まあ、陽気な男性は嫌いではないが……隣いいか？」


    　俺の返事を待つこともなく、横にストンと腰を下ろしてくる蒼ヶ崎さん。


    　……やけに距離が近いのが気になる。かつて龍りゆう牙がとベンチに座ったときもそうだったが、これはホステスと社長の距離だ。そんな店に行ったことはないけど。


    「小林、屋上ではすまなかったな。みっともなく血気に逸はやってしまった。君には見られたくない無ぶ様ざまな姿だった」


    「い、いえ。雪宮さんを心配する気持ちは、よく分かりますから」


    「私もまだまだ修行が足りない。お龍りゆうの冷静さを見習わなくてはな」


    　お龍──蒼あおヶが崎さきさんは、龍りゆう牙がのことを密ひそかにそう呼んでいる。


    　龍牙が女の子であることを知って以降、そして蒼ヶ崎さんのミーハー趣味を知って以降、二人は急速に親密となった。互いの家にお泊まりし、一緒にお風呂さえ入るほどに。


    （そうだ。蒼ヶ崎さんになら、リューガが困ってることを相談してもいいんだっけ）


    　昨日、ボウリング場でもそこに思い至ったはず。阿あ義ぎ斗とが「龍牙を女だと確信し、しつこくアプローチしている」ことだけは隠す必要がないのだと。……だが。


    「ああ。天てん涼りよう院いん阿義斗のことなら、お龍から聞いている」


    　その案件はすでに、蒼ヶ崎さんの耳に入っていた。


    　どうやら龍牙も同じことを考えたようだ。女の子だとバレたのをいいことに、プライベートでも「怜れいちゃん」に頼り出したらしい。


    「お龍を女性だと見抜いた眼力は大したものだが、それをダシにデートを要求するのは感心しないな。そんな不届き者に、お龍を任せるわけにはいかない」


    「やっぱりそう思いますか」


    「ああ。最初に聞いたときは期待したのだがな……お龍に彼氏ができれば、私も心置きなく小こ林ばやしを独占できるんじゃないか？　と。非常に残念だ」


    　貴女あなたの思考も、非常に残念です。


    「実は天涼院については、もう一つ気になることがある。今日、白はく望ぼう義塾高校に知り合いがいる級友から、たまたま聞いたことなのだが」


    　蒼ヶ崎さんが腕を組みつつ、自身の顎あごを軽く摘つまむ。彼女はよくこのポーズをする。癖なんだろうけど、決まっていてカッコいいと思う。


    「気になることって、何ですか？」


    「うむ。二か月前のことらしいが……白望義塾高校で、十名ほどの生徒がまとめて病院へ搬送されるという事件があったそうだ」


    「病院へ、搬送？」


    「彼らは極度に疲ひ弊へいし、目覚めてからも著しい錯さく乱らん状態にあったとのこと。今でも全員が休学中……そして全員が、『オカルト研究会』なる怪しげな部のメンバーだったという」


    　確かにキナ臭い事件だ。新聞に載らなかったのは、名門進学校である白望義塾が醜しゆう聞ぶんの流る布ふを恐れたからかもしれない。


    「もしかして、その事件にアギトが何かしら関係しているとか？」


    「ご名答だ。その『オカルト研究会』に──天涼院阿義斗も所属していたそうなのだ」


    「…………」


    　ということは、キュウキも絡んでいるのだろうか？


    　あの【ショタ魔神】が阿義斗を使って、事件を引き起こしたとは考えられないか？


    　真偽は不明だが、同じことをウチの央おう明めい高校でもやろうとするなら阻止せねばならない。今のところは龍りゆう牙がに対してくらいしか、いかがわしい動きは見せていないが……。


    （屡ル贄ニエもそうだけど、アギトの正体だっていつまでも秘密にはできないよな。それらを公表する前にトッコの件が何とかなればいいけど……）


    　スケジュール調整に難儀している俺の横で、蒼あおヶが崎さきさんも思案を続けている。


    　ちなみに耳を澄ますと、イビキが二つに増えていた。トウテツの奴やつ、また寝ることにしたらしい。ハンバーグを食いそびれてしまえ。


    「単なる杞き憂ゆうならいいのだが、このタイミングで転入してきたのはいかにも胡う乱ろんだ。天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とという男、何か秘密があるのかもしれない」


    「ど、同感です」


    「とはいえ、あくまで憶おく測そくに過ぎない。みんなも今は、汐しお莉りのことで頭がいっぱいだろう。ひとまずこの件、伝えるのは小こ林ばやしだけに留とどめておく。お龍たちの耳に入れるのは、汐莉の状態を確認してからでも遅くはないだろう」


    　俺が「分かりました」と返すと、そこで蒼ヶ崎さんの表情が和らいだ。何な故ぜか彼女は、しばらく俺の顔を見詰め続けたのち、やにわに不自然な咳せき払いをする。


    「と、ところで小林。実はもう一つ、気になっていることがあってな」


    「何でしょうか」


    「これは天涼院ではなく……里り菜なのことなんだが」


    「黒くろ亀がめさん？」


    　あの亀がどうした？　まさか、やっぱり三さん姫きを殴りたいと言い出したとか？


    「里菜は君のことを、『イッくん』と呼ぶだろう？　私やお龍ですら、君をニックネームで呼んでいないのに……それが以前から引っかかっていたんだ」


    「いや、別に他意はないと思いますよ？　黒亀さんって人懐なつっこい性格だから……初めてまともに話した時点で、俺はもう『イッくん』でしたし」


    「もちろん理解している。そんなコトで目くじらを立てるつもりはないんだ。ただ、ちょっとだけ、羨うらやましいなあ……と」


    「え？」


    「私も二人きりのときは、小林のことを特別な名前で呼びたいな、と……」


    　さっきまでキリリとしていた『斬ざん舞ぶの剣士』が、異様なほどモジモジしていた。


    　マズい。いかがわしい動きを見せている者が、ここにもいた。


    　聞けば蒼ヶ崎さんは、最近お料理の勉強に励んでいるという。単なる趣味ではなく「花嫁修業」だとのこと。


    　一体どこに嫁ぐ気なのか……考えるだに恐ろしい。


    「例えば『ワンちゃん』でどうだろうか。一いち郎ろうだけに」


    　やめて下さい。犬みたいだから。


    「もしくは『チロりん』でどうだろうか。一いち郎ろうだけに」


    　やめて下さい。チンチロリンみたいだから。


    「あ、あの、今まで通り小こ林ばやしでいいんじゃ……」


    「それでは紛まぎらわしいだろう？　いつか私も小林になるかもしれないのに」


    　やっぱ俺に嫁ぐ気だ！　今日から雪ゆき宮みやさんと同どう棲せいしようとしてる浮気者に！


    「ちょ、ちょっと待って下さい蒼あおヶが崎さきさん！　結婚の話をするのは、バトルストーリーにおいて死亡フラグ──」


    　蒼ヶ崎さんを自じ重ちようさせようと躍起になっていたところ。


    　俺の中から、野太いオッサンの声が上がった。コントンの胴どう間ま声ごえが。


    「おう坊主、いつまでもグダグダと会話してるんじゃねえ。さっさと押し倒して、乳を揉もんじまえ。相手もそれを待ってんだろうが」


    　当然そのセリフは蒼ヶ崎さんにも聞こえてしまい、彼女の顔が一気に赤くなる。自身のＧカップを隠すように両腕で抱き、俺からササッと距離を取る。


    「なっ、なっ……まさかその声は、【魔神】コントンか!?　中学生の杏きよう花かちゃんに懸け想そうしているという、あの【ロリコン魔神】か！」


    「誰がロリコンだ。ずいぶんな挨あい拶さつじゃねえかよ【青せい龍りゆう】」


    　そういえばこの二人、絡むのは初めてだったか。まさかこんな形になるとは……。


    「出てくるがいいコントン！　その下げ衆すな性根、私が叩き直してやる！」


    「テメェの相手は、俺様じゃなくて坊主だろうが。ほれ、そこの茂みで済ませろや。ちゃんと避妊はしとけよ？」


    「ふ、ふざけるな！　初めてが野外など、蒼ヶ崎流の名折れだ！」


    　そういう問題じゃないのだが、突っ込む余地はない。蒼ヶ崎さんは完全に逆上している。血気に逸はやってしまっている。


    「たとえ相手が小林といえど、私が容易たやすく一線を越えるとでも思っているのか！」


    「剣士ってのは、常在戦場の精神でいるモンだろうが。野試合なんざ珍しくねえだろ」


    「おのれ、妙に説得力のあることを……！」


    　今や立ち上がって、俺に対して木刀を構えている蒼ヶ崎さん。
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    　何とか場を収めるべく、俺はとりあえずコントンを叱しつ責せきした。


    「おいオッサン！　いいから引っ込め！　夜まで寝てろ！」


    「テッちゃんのイビキがうるせえもんで、目が覚めちまったよ。それより坊主、今日の晩飯は何だ？」


    「そのくだり、もうやったから！　ハンバーグだから！」


    「ハンバーグか。俺様の大好物だ」


    「お前もかよ！　とにかくこれ以上、蒼あおヶが崎さきさんにセクハラするな！　お前の恋愛観念は、小学生レベルだったはずだろ！」


    「それは杏きよう花かたんだけに適用される観念だ。高三のババアは、その限りじゃねえ」


    　次の瞬間、俺の脳天に木刀が降ってきた。


    「誰がババアだああー！」


    　間一髪で斬ざん撃げきをかわし、俺はアワアワと公園内を逃げ回る。木刀の切っ先が、何度もビュンビュンと後頭部をかすめる。


    「落ち着いて下さい蒼ヶ崎さん！　俺ごと攻撃しないで！」


    「茂みに来い！　そこに骸むくろを埋めてやる！」


    　昼休みの屋上では龍りゆう牙ががいたが、今は『斬ざん舞ぶの剣士』をクールダウンさせてくれる者がいない。おまけに周りに人もいなかった。


    　その結果、俺は自力で蒼ヶ崎さんをなだめねばならず。


    　頭に三つもタンコブをこさえる羽目になった。


    　……暴力ヒロインって、嫌いな人も多いんだぞ。
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    　辛からくも蒼あおヶが崎さきさんの凶剣から逃れて、ほうほうの体ていで自宅へ帰還したのち。


    　夕食やら宿題やらを済ませ、そろそろ午後八時になろうかという頃に──家のチャイムがピンポーンと鳴った。


    「……来たか」


    　茶の間で漫画雑誌を読んでいた俺は、それを閉じて立ち上がる。


    　お茶をすすっていた魅ミ怨オンも、おもむろに湯飲みをテーブルに置いた。寝転がってテレビを観ていた忌キ綺キも、ムクリと体を起こした。


    　……その来客が雪ゆき宮みやさんであることは、言うまでもない。もちろんこの二人にも、すでに同居の件は伝えてある。


    　シラサギ使徒が先ほどまで廊下を雑巾がけしていたのも、エゾオオカミ使徒が珍しく怪獣ソフビを散らかしていないのも、そのためなのだから。


    「本当のところ、あまり気が進まないのよね……また四し神じんと一緒に暮らすなんて」


    「仕方ないでしゅ。キキは雪宮に、骨折を治してもらった借りがあるでしゅ」


    　ボヤき合っている二人を引き連れ、足早に玄関へと向かう。


    （どっちかというと、気が進んでないのは雪宮さんの方だろうな。血縁でもない男が三人もいる家で寝起きするんだから……しかもそのうち二人は【魔神】なんだから……）


    　雪宮さんを尻しり込みさせないため、ひとまず【魔神】どもには引っ込んでおいてもらった。到着時くらい少しでも彼女の緊張を和らげようという気遣いだった。しかし。


    「こんばんは一いち郎ろうどん！　しばらぐお世話になるだ！」


    　ピョコンと玄関に入ってきたのは、トッコだった。口調以前に、唐から草くさ模様の風ふ呂ろ敷しきを首にかけていることから一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


    　それを見た魅怨と忌綺が、俺の背後でそそくさと片膝ひざをつく。


    「いらっしゃいませトッコ様。どうぞお上がり下さい」


    「狭くて汚い家でしゅが」


    　そんな彼女らに、トッコが「どうぞお構いなぐ」と会釈していたところ。


    　続いて呪ジユ理リが玄関に入ってきた。大きなキャリーバッグをゴロゴロ転がしながら。


    　おそらく雪宮さんの荷物を持ってあげたのだろう。顔がやや不服げなのは、それがトッコじゃなく『祝命の巫み女こ』の私物だからだと思われる。


    「一郎様、ただ今戻りました。タクシー代は雪宮が出してくれましたので……あと、当面の生活費も預かっております」


    　何と、生活費だなんて……雪ゆき宮みやさんは雪宮さんで、こちらに気を遣ってくれたようだ。『常とこ闇やみの血族』にも見習って頂きたい。


    　それからトッコを伴って茶の間へと戻り、まずは雑談でもしようと思った矢先。


    「んだば、オラは引っ込むべ。あとは汐しお莉りちゃんとお話ししてけろ」


    　そう言ったトッコに、三さん姫きが「え？」と仲良くハモった。


    「雪宮に代わられるのですか？　まだトッコ様に、ろくなおもてなしを……」


    「そうです。この呪ジユ理リ、できれば貧乳娘とは絡みたくないのですが……」


    「この家では、ずっとトッコ伯爵でいて欲しいでしゅ」


    　三姫の言葉に、しかしトッコは首をフルフルと振る。


    　……俺はここのところ、顔を見ただけで雪宮さんなのかトッコなのかが判別できるようになってきた。トッコが出てきているときは、何となく表情が「おぼこい」のだ。頬ほっぺに渦巻きがあるような気がするのだ。


    「オラはあぐまで、最初のご挨あい拶さつをしたかっただけだ。あんまり出ずっぱりだと、汐莉ちゃんに迷惑がかかっちゃうべ」


    「…………」


    「引っ込んでても、みんなの話は聞こえてるだ。じゃあそういうコトで！」


    　トッコがシュタッと片手を上げた直後、いきなり雪宮さんの顔がポカンと呆ほうけた。


    　俺、魅ミ怨オン、呪理、忌キ綺キと順番に見回していき、やがてピシリと背筋を正す。どういう状況なのかを把握したようだ。


    「そ、そういうわけで、しばらくの間よろしくお願いします……」


    　畳に三つ指をつき、深々と頭を下げてくる雪宮さん。お行儀がいいのは結構だが、何だか嫁入りしてきたみたいだ。どうか小こ林ばやし姓だけは名乗らないで欲しい。


    「雪宮さん、そんなに緊張しなくても大丈夫だよ。自分の家のウサギ小屋だと思って、リラックスしてくれていいから」


    「は、はい。えっと……昨夜のことは、トッコが日記で教えてくれました。駆けつけた火ひ乃の森もりくんたちに攻撃されてしまい、それを三姫に助けてもらい、その後セバスチャンに家まで送り届けられたと……イラスト付きで分かりやすく」


    　またイラスト付きか。説明の手間が省はぶけるのはありがたいが、三姫との同居もバラされてしまったのが悔やまれる。


    　やっぱりまずは、その件に対する釈明からするべきか……と考えていると。


    　次いで雪宮さんが、改めて三姫たちへ声をかけた。


    「魅怨、呪理、忌綺。墓地ではありがとうございました。お礼はいつか必ず……」


    「気にしないで。あんたじゃなく、トッコ様をお守りしただけだから」


    　相変わらず模範的なツンデレ返答をするサイドテール少女。


    　そんな魅ミ怨オンにもう一度だけ会釈すると、何な故ぜか雪ゆき宮みやさんが一転してソワソワし始めた。


    　どうも何かを訊ききたいようだが、躊躇ためらっている感じだ。トイレなら廊下に出たすぐ先なんだけど、教えた方がいいんだろうか。


    「あの、それでですね……ここへ来たらまず確認しておきたかったコトがあるのですが、尋ねてもよろしいでしょうか？」


    「何よ」


    「三さん姫きが住居に困り、やむを得ずここで暮らしているのは聞きました。ただ──もちろんお部屋は、小こ林ばやしさんと別なんですよね？　一緒の部屋でなんて寝ていませんよね？」


    　その質問に答えたのは、魅怨ではなくブロンド美女だった。


    「安心なさい。私たちの部屋は、それぞれ別にあるわ。二階には一いち郎ろう様の私室以外にも三つ部屋があって、そこを使わせて頂いているの」


    　そういうとリッチな家に思われそうだが、二階の部屋なんてどれも狭い。物置よりはマシという程度の面積だ。一番大きい俺の部屋でやっと六畳である。


    　雪宮さんの表情に安あん堵どの色が浮かぶ。何だ、そんなことを気にしてたのか。


    「そうですか、安心しま──」


    「ただし夜よ這ばいはしてるけど。毎日のように一郎様のベッドに潜り込んでいるわ。まあ、貴女あなたには関係ない話かしら」


    「よ、夜這い!?」


    　目を見開いた『祝命の巫み女こ』に、妖しく微ほほ笑えんでみせるキングコブラ使徒。そのまま俺の横にスススと寄ってきて、ピタリと密着してくる。悪い顔だった。


    「一郎様は、我が主あるじ・トウテツ様の器。その性欲を処理するのも私たちの務めなの。特にＩカップを誇る、私の務めなの」


    「な、なっ……！」


    「ベッドでの一郎様って、凄すごく猛たけ々だけしいんだから。貴女、見たことあるかしら？」


    「く、くっ……！」


    「特に腰遣いが、凶悪なまでに激しいんだから。貴女、試乗したことあるかしら？」


    「試乗!?」


    「それはもう、ロデオマシンのごとく上下左右にグイングインと……ちょっとした絶叫アトラクションね。私はあの動きを、グイングインサーガと名付け──」


    「ふ、ふ、不潔です小林さん！　破は廉れん恥ちです！」


    　真っ赤になった雪宮さんが、激げき昂こうして立ち上がる。


    　それと同時に──ふと庭で物音がした。


    　すわ敵襲かと、急ぎカーテンを開いてみる。すると……庭の木々や雑草が、一斉にザワザワと蠢うごめいていた。風もないのに。盛大に。


    （これはもしや、雪ゆき宮みやさんの異能力か!?）


    　彼女は治ち癒ゆ能力に加え、草木を操あやつる『樹じゆ縛ばく殺さつ』という必殺技を有している。だがトッコが目覚めた影響で、一時的にそれらの能力が発動できない状態にあるのだ。


    　この草木の鳴動は、雪宮さんの仕し業わざと見て間違いない。


    　ということは……力が戻ったのか!?


    「雪宮さん！　庭を見てくれ！　あれは君の──」


    「小こ林ばやしさん！　説明して下さい！」


    　俺が叫んだのと同時に、雪宮さんも叫んできた。見ると彼女は、肩をワナワナ震わせて俺を睨にらんでいた。


    「三さん姫きとの同どう棲せいだけでも納得しかねるのに、貴方あなたという人は……呪ジユ理リと不適切な行為にまで及んでいたのですか！」


    「いや雪宮さん、異能力が！」


    「やっぱり貴方も、大きい胸が好きなんですか！　メジャー派に属してるんですか！」


    「あの、草木がね、ほら！」


    「まさか夜な夜な養護教諭とまぐわっていたなんて！　マグワイアもビックリです！」


    　マーク・マグワイア。かつてＭＬＢで活躍した強打者だ。メジャーに属していたものの、彼が巨乳好きかどうかは分からない。調べる気もない。


    「不純異性交遊なんて許せません！　そんなサーガ、見たくもありません！」


    「いや聞いてくれ！　揺れてるんだって！　君が揺らしてるんだって！」


    「私、揺れるほど大きくありません！　悪かったですね！」


    「オッパイの話じゃねえよ！　異能力が戻ったって言っ……ブゲ！」


    　言い終わる前に、雪宮さんの右ストレートが飛んできた。視界に火花が散り、鼻血がほとばしる。普通はビンタじゃないのか？　暴力ヒロインは嫌いな人も多いんだってば！


    「ほら呪理、もう悪ノリはやめなさい。血を見ちゃったじゃない」


    「執事の屡ル贄ニエとも仲が悪いし、呪理は雪宮グループの天敵でしゅ」


    　……その後。何とか誤解を晴らすことに成功し、雪宮さんはクールダウンしてくれた。


    「す、すみませんでした小林さん。冗談と知らず、ヘビ女の狡こう猾かつな策略にまんまと嵌はまってしまい……鼻血、大丈夫ですか？」


    　恥じ入るように謝罪を述べ、俺の鼻にそっと掌てのひらをかざしてくる『祝命の巫み女こ』。


    　復活した治癒能力が、早速ながら役に立った。こんな形で。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    　それから仕切り直すように、全員で一いつ旦たんテーブルを囲んで座ることにした。


    　雪ゆき宮みやさんに断りを入れ、トウテツとコントンにも出てきてもらうことにする。俺の背後に上半身だけを顕けん現げんさせた【魔神】二人に、雪宮さんが戸惑いつつも挨あい拶さつをした。


    「こんばんはトウテツさん。お元気そうで何よりです」


    「オッス雪宮。お前も色々と大変だなぁ」


    「いえ……それからコントンさん、一応は初めましてでしょうか」


    「おう。テメェとは河か川せん敷じきで一度バトっただけだからな。これが俺様の普段の姿だ。テッちゃんと違って、自由に動き回ることはできねえがな」


    　そういやコントンは、雪宮さんとも初絡みだったか。くれぐれも蒼あおヶが崎さきさんのときみたいな粗相は働かないで欲しい。しばらく一緒に暮らすんだから。


    　……俺が【魔神】たちを呼び出したのには理由がある。


    　昼休みに気付いてしまった「トッコを『折しやく伏ぶく』するため、力を消しよう耗もうさせよう計画」が破は綻たんしたことを、みんなに告げる必要があったからだ。


    　もはや龍りゆう牙がたちとトッコを戦わせることはできない……その残念なお知らせを、沈痛な面おも持もちで一同に語ったところ。


    「何だ坊主。お前、トッコを封印する気じゃなかったのかよ」


    　この計画の瑕か疵しを、すでに理解していた奴やつが一人いた。コントンだった。


    「き、気付いてたのか？　コントンのオッサン」


    「そりゃそうだろ。力を消耗した【魔神】は、器から生命力を根こそぎ奪っちまう。それを防ぐためにゃ、眠りにつくしかねえ。馬鹿でも分かる話だ」


    「くっ、反論の余地もねえ……」


    「だから火ひ乃の森もりたちと戦わせるって計画は、てっきりトッコの封印が前提だと思ってたんだがな。お前って肝心なところでヌケてやがんな」


    　これまた言い返す術すべもない。思えばコントンは、自分のせいで愛する杏きよう花かちゃんの命を危険に曝さらしてしまったのだ。この件に関して敏感なのは当然と言える。


    「いいじゃねえか坊主。もうトッコとは和解したようなモンだろ？　眠りにつかせても、特に問題なんざ──」


    「だ、駄目です。トッコは封印させません」


    　そこで雪宮さんが、慌あわてて口を挟んでくる。


    　来たときは制服姿だったが、今の彼女はルームウェアに着替えていた。薄手のチュニックにレギンスという、意外とカジュアルな格好だ。


    「彼女が人間との和解を望んでいる以上、その必要はないはずです。私はトッコに、もっと人間界のことを知ってもらいたいんです。人間を好きになってもらいたいんです」


    　真しん摯しに訴えかける『祝命の巫み女こ』に、コントンが頭をボリボリと掻かく。いつ見ても山賊のような風体だ。


    「おう【白びやつ虎こ】。何もそこまでトッコに肩入れするコトはねえだろ？　お前らが面識を持ったのは、つい昨日のメッセージビデオだろうが」


    「時間は関係ありません。私はもう何十回と、トッコと筆談をしています。そのやり取りの中で思ったんです。彼女を【魔神】だと認識するのは──間違いではないか、と」


    「【魔神】じゃなかったら何だってんだ」


    　当の【魔神】から問い詰められ、雪ゆき宮みやさんが「それは……」と口ごもる。自身の気持ちを整理するように黙考したのち、やがて彼女は訥とつ々とつと語った。


    「トッコに対する今の心情を、率直に言うと……妹ができたような感覚、でしょうか」


    　その発言に、コントンが口をアングリと開けた。


    　横でトウテツもアングリしていた。さらには魅ミ怨オン、呪ジユ理リ、忌キ綺キもアングリしていた。


    「私は一人っ子ですので、ずっと兄弟・姉妹という存在に憧れていました。トッコは素直で可愛くて、何だか自分がお姉さんになったような……」


    「か、勝手に【魔神】様を妹にしないでよねっ」


    「全く、どこまで図々しいのっ？」


    「とんだ上から目線でしゅっ。これだからブルジョアは嫌いでしゅっ」


    　雪宮さんの問題発言に、たちまち三さん姫きが抗議する。無理もない。自分たちの王を、よりによって妹扱いされたのだから。長年の宿敵から。


    「でも、それが正直な気持ちなんです。そして、だからこそ私は──トッコを『折しやく伏ぶく』したいと思っています。筆談に頼らず、面と向かって彼女とお話ができるように」


    「…………」


    「いずれは両親にお願いして、トッコを雪宮家の養女にしてもらうことも考えています」


    「か、勝手に【魔神】様を養女にしないでよね！」


    「母親だったり姉だったり、いい加減にしなさい四し神じん！」


    「代わりにトウテツ男爵を持ってくでしゅ！」


    「何で俺なんだ！　いらない子扱いすんな！」


    　再びブーブーと抗議する三姫を「まあまあ」となだめ、ついでにトウテツを「その件、一応考えておいてくれ」となだめ、俺は雪宮さんに向き直った。


    　いずれにせよトッコは現状、雪宮さんに任せるしかない。杏きよう花かちゃんに押しつけるなんて暴挙はもっての外ほかだし、コントンがそれを容認するはずもない。


    「雪宮さん。君の気持ちは分かったけど……フルパワー状態のトッコを『折伏』するというのは、並大抵のことじゃない。それでもやる気なのか？」


    「はい、任せて下さい。だから小こ林ばやしさん、それが叶ったときは──火ひ乃の森もりくんたちにトッコを紹介することを許してもらえませんか。私自身の口から」


    「それまでは保留にしていいと？　トッコの立ち位置を」


    「はい。私は姉としての責任をもって、自分でトッコを紹介したいんです。『折しやく伏ぶく』はそのための、何よりの証明になるはずですから」


    　……彼女がそこまでトッコに愛着を持ちつつあるなら、その気持ちを尊重しよう。


    　きっと雪ゆき宮みやさんは、トッコを『折伏』してくれると信じよう。


    　器が【魔神】を組み伏せるために必要なのは、強きよう靭じんな精神力……すなわち意志の強さに外ほかならない。雪宮さんがこれまで以上にトッコと心を通わせれば、ひょっとしたらひょっとする可能性もあるのでは？　多分に希望的観測だが。


    （となると当面の敵は、やはりキュウキとアギトか……文化祭イベントを消化したあとに、そのまま第三部へ突入って形になりそうだな）


    　俺がそんな算段をしていると。


    　不意に雪宮さんが、またピシリと居住まいを正した。これまでにも増して真剣な表情で。


    「ところで、あの……もう一つお願いがあるのですが、聞いて頂けますか」


    　一同が注目する中、トウテツだけが黙って下を向いている。


    　養子に出されかけたことを拗すねているのかと思ったら、さっき俺が読んでいた漫画雑誌に目を落としていた。早くもこの会議に飽きたようだ。


    「もしまた私たちの前に、セバスチャンが現れたら……どうか戦闘を避けて欲しいんです。もう一度だけ、彼と対話をさせて欲しいんです」


    「残念だけど、それは承諾しかねるわね」


    　雪宮さんの懇こん願がんを、しかし即座に一蹴した者がいた。雪宮グループの天敵である、キングコブラ使徒だった。


    「今回のあいつの行動に関しては、トッコ様もお怒りになられているわ。ならば私たち三さん姫きにとって、屡ル贄ニエは粛しゆく清せい対象……対話なんて無用よ」


    　多分に私怨が入っているような気もするのだが、確かにトッコは屡贄の独断専行にオカンムリだ。キュウキとの同盟など、彼女は望んでいないのだから。


    「大体、貴女あなただって屡贄から言われたんでしょう？　『自分はもうセバスチャンではいられない』と。『主あるじのためなら貴女を利用し、排除することも厭いとわない』と。そろそろ理解しなさい雪宮。貴女は裏切られたのよ」


    　手厳しい呪ジユ理リの言葉に、雪宮さんが「でもっ」とテーブルから身を乗り出す。


    「私とセバスチャンは、十七年も一緒にいたんです！　家族同然の存在なんです！　簡単に敵だと割りきることなんて……」


    　美び貌ぼうを悲痛に歪ゆがめ、唇くちびるをグッと噛かみ締める雪宮さん。


    　一時は俺も、屡贄は「セバスチャン」を捨てていないのでは？　と考えたことがあった。


    　が、今はよく分からない。あいつは今でも雪宮さんを大切に思っている……そう断言できる自信は、正直ない。


    「彼と過ごした時間は、両親よりも長いんです。寂しいとき、心細いとき、いつも側そばにいてくれたのは彼でした。私にとって戮りく将しよう・屡ル贄ニエは……やっぱりセバスチャンなんです」


    　涙を浮かべる雪ゆき宮みやさんに、三さん姫きが困ったように顔を見合わせる。


    　間もなく深い溜ため息いきをつき、口を開いたのは魅ミ怨オンだった。こういうときに三姫を代表して意見するのは、決まってこのシラサギ少女だ。


    「言いたくないけどね雪宮。きっと屡贄には、あんたの言葉は届かないわ。あいつはトッコ様以外の存在を、虫ケラ程度にしか思っていない奴やつだから」


    「…………」


    「それは人間だけじゃなく、同胞に対しても同じよ。もしかしたら他の【魔神】様すら含まれているかもしれない。あいつは誰よりも誇りを重んじる使徒であり、その誇りは全て──トッコ様への忠誠心で成り立っているの」


    「だから八はつ傑けつの中でも浮いてたでしゅ。まともに交流してたのは、災サイ蒜ヒルくらいでしゅ」


    　あのカブトムシ僧そう侶りよ、意外と付き合い上じよう手ずらしい。ガサツな弑シイ麻マともコンビを組めているみたいだし、防御力だけでなくコミュ力も高いようだ。


    　重苦しい空気が、しばし茶の間を支配する中。


    「いいじゃねぇか。雪宮が対話したいって言うんなら、そうさせてやったら」


    　沈黙を破って発言したのは、漫画雑誌をパタンと閉じたトウテツだった。


    「話して駄目なら、雪宮も納得すんだろ。少しくらいのワガママは大目に見てやれ。この家で暮らす以上、こいつも仲間だということを忘れるな」


    「トウテツさん……」


    　意外にも自分を庇かばってくれたトウテツに、雪宮さんが目を一層ウルウルとさせる。


    　そういやトウテツって、かつて雪宮さんの暗黒料理を完食したことがあったっけ。ここにきてまた好感度を上げやがるとは……マジで養子にいく気だろうか。


    「ありがとうございますっ。やっぱりトウテツさんは、素敵な【魔神】さんですっ」


    「いいってコトよ。ところで雪宮」


    「はいっ」


    「俺、欲しいゲームソフトがあるんだ。でもお小遣いが足りなくて困ってるんだ。この窮状をどう思う？」


    　雪宮さんへ思いっきりタカり出したトウテツに、すかさずコントンが「早えぞ。下心出すのが」と突っ込む。まあ、そんなオチだろうと思っていた。


    　とはいえ、直属の主人であるトウテツの意向ならば、三姫も従うしかない。


    　屡贄が武力行使に出てこない限り、こちら側もなるべく穏おん便びんな対処を心がける……という方向で、ひとまず会議はまとまった。


    「そういうわけで雪宮さん、これからよろしく。この茶の間が寝室になるけどいいかな」


    「はい、大丈夫です」


    「できるだけ早く屡ル贄ニエを捜し出して、一度この家に招こうと思う。こちらのホームであいつの真意を確認し、雪ゆき宮みやさんとの対話の席もセッティングする……それまで辛抱してくれ」


    「何から何まで、ご厄やつ介かいをおかけします」


    　恐縮する雪宮さんに、忌キ綺キが間かん髪はついれずピシャリと言い放った。


    「いいでしゅか雪宮。この家ではキキたちが先輩だということを忘れちゃダメでしゅ。新入りらしく、ちゃんと敬うでしゅ」


    　早くも先輩風を吹かしつつ、テレビの前にチョコンと座るエゾオオカミ使徒。そのままリモコンを弄いじり、録画した番組を再生させる。


    　言わずもがな、『スペクタクルマン』である。巨大ヒーローが怪獣と戦う特撮番組で、忌綺はそこに出てくる怪獣をこよなく愛しているのだ。


    　今や彼女の怪獣ソフビのコレクションは、十体の大台に乗っている。ちなみにスペクタクルマン本人のソフビは持っていない。忌綺にとって、彼は敵なのだ。


    「あ、スペクタクルマン……」


    　程なく銀色の巨人が画面に映し出されると。それを見た雪宮さんが、ポツリと呟つぶやいた。


    「知ってるんでしゅかっ？」


    　忌綺が驚いたように振り向き、雪宮さんに尋ねる。


    　俺も少なからず驚いていた。まさか世界的企業のご令嬢が、スペクタクルマンなんぞを知っているとは。


    「この番組、ウチの系列会社がメインスポンサーになっているんです」


    「メ、メインスポンシャー……！」


    　忌綺が目を剥むき、大きく息を呑のむ。番組にとって、スポンサーは神も同然──それはオカッパ幼女も理解しているようだ。


    　それにしても知らなかった。スペクタクルマンって、雪宮グループの提供でお送りされていたのか……。


    「そういえば先日、非売品のソフビ人形を頂きました。確か電光怪獣ピカルボルと……」


    「ひ、非売品の、ピカルボル……！」


    　もはやテレビそっちのけで、雪宮さんを瞠どう目もくしている暴ぼう将しよう。ピカルボルは出番が一瞬で、商品化されていないはずの怪獣だ。忌綺はそれを常々嘆いていたものだ。
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    「そ、そのピカルボルを……見せて頂くわけにはいきませんでしゅか……」


    「よければ差し上げますよ。昨夜のお礼に」


    「雪宮先輩！　肩をお揉もみしましゅ！」


    　瞬時に態度を変えた忌綺に、またコントンが「早えぞ。下心出すのが」と突っ込む。現金な奴やつらばっかりでお恥ずかしい。


    「魅ミ怨オン！　雪ゆき宮みや先輩にお茶を淹いれるでしゅ！　お煎せん餅べいも出すでしゅ！」


    「あのねえ……将軍が簡単に買収されないでくれる？　悪いけど雪宮、あんたもここに住む以上、何か役割を請け負ってもらうわよ。ウチは働かざる者、食うべからずなの」


    「役割、ですか？」


    「そうよ。何か得意な家事とかある？」


    「はい。では、お料理を担当させて──ムグッ」


    「駄目！　それだけは駄目！」


    　次の瞬間、俺は電光石火で雪宮さんの口を塞ふさいだ。この忙しいときに、一家揃そろって食中毒になるわけにはいかない。


    　ふと気付けば、俺と同じく呪ジユ理リもまた、『祝命の巫み女こ』の口を塞いでいた。


    　……そういや、こいつも雪宮さんの玉子焼きを食べたことがあるんだったか。


    　で、ぶっ倒れたんだったか。


    



    　　　　　　　　　　３


    



    　翌日。異様に長かった月曜が終わり、週はまだ始まったばかりの火曜日。


    　俺と雪宮さんは少し早めに家を出て、念のため別々に登校した。


    　別々といっても、二十メートルほど先を歩く雪ゆき宮みやさんについていくという形である。彼女から目を離すわけにはいかない。通学途中の護衛は、俺の役目なのだ。


    （屡ル贄ニエの言葉を信じるなら、今のあいつには部下がいないはず。だったら自分自身で現れるしかないってコトだ。さあ出てこい。接触してこいオールバックの初老執事よ！）


    　が、特に何事もなく、雪宮さんは学校に辿たどり着いてしまった。


    　残念だ。屡贄がのんびりしていると、その分だけ雪宮さんとの同居が長くなるのに。


    （セバスチャンの正体を、いつまでもリューガたちに伏せておくのもマズいんだ。速すみやかにオニグモ使徒の腹を探り、倒すべきか否いなかをハッキリさせないと……）


    　そんな思案に耽ふけりつつ、雪宮さんに少し遅れて校舎に入る。そのまま教室ではなく、俺は保健室へと直行した。


    　本日も蛇へび塚づか先生は絶賛欠勤中である。三さん姫きには屡贄の捜索を頼んでいるのだ。


    （このままじゃ呪ジユ理リの奴やつ、給料泥棒になっちまうな……と、今はそのことは後回しだ）


    　保健室のドアを開けると。そこにはすでに雪宮さんが待っていた。


    　そして彼女を取り囲むように、火ひ乃の森もり龍りゆう牙が、蒼あおヶが崎さき怜れい、エルミーラ＝マッカートニー、黒くろ亀がめ里り菜なの姿もあった。


    　主人公とヒロインズ……この物語のメインキャラ勢揃ぞろいだ。まあ、召集したのは雪宮さんなんだけど。そうするよう指示したのは俺なんだけど。


    「あ、一いち郎ろうっ。ほら、汐しお莉りが学校に来たよ！」


    　龍牙が喜びに瞳ひとみを輝かせて告げてくる。「知ってる。家からついてきたから」なんて言えるはずもなく、とりあえず俺も「おお、雪宮さん！」と瞳を輝かせておいた。


    　蒼ヶ崎さん、エルミーラさん、黒亀さんも、元気そうな雪宮さんを見て一安心している。エルミーラさんだけは事情を知っているものの、こうして実際にピンピンした姿を確認するまでは懸け念ねんもあっただろう。よし、ここまでは想定通り。


    「汐莉。思ったより顔色が良くて安心したが、体調は大丈夫か？」


    「はい怜さん。つい昨夜、異能力も復活しました。もう戦闘にも参加できます」


    「無理をするのはおよしなさいな。顔が見れただけでも、ワタクシたちは充分ですわ」


    「フフっ。エルミーラさんにそんなコトを言われると、何だかくすぐったいですね」


    「それより汐ちゃん！　【魔神】トウコツはどうしてるのっ？　早くボコボコに殴って、汐ちゃんから追い出さないと！」


    「お、落ち着いて下さい里菜さん。こうして皆さんに集まって頂いたのは、そのトウコツについてお話をするためですから」


    　……そう。龍牙たちに集合してもらったのは、それが目的なのだ。


    　しばしトッコのことを棚上げにしてもらい、差し当たっては【魔神】キュウキに目を向けてもらう。ついでに文化祭にも目を向けてもらう……そのためのミーティングなのだ。


    　昨夜、遅くまで話し合った末──俺と雪ゆき宮みやさんは、トッコを一いつ旦たん「敵か味方か分からない中立の【魔神】」とすることにした。


    　もはや第三部のラスボスをキュウキにすることは、ほぼ決定事項だ。ならば龍りゆう牙がらにも、その心構えをしておいて欲しい。雪宮さんの戦列復帰も認めてもらう必要がある。


    　大事なのは、「まず討つべきはキュウキだ」という指針。それを今から示すのだ。


    「皆さん、これを見て下さい」


    　雪宮さんが思わせ振りに、ポケットから一枚の手紙を取り出してみせる。


    「汐しお莉り、それは？」


    「トウコツからのメッセージです。どうやら私の意識を乗っ取っている間に、書き残していたようなのです」


    　手紙を渡された龍牙が、戸惑いながらも文面に目を落とす。


    　ヒロインズと俺も、顔を寄せてそれを覗のぞき込んだ。……何が書かれてあるのかは、もちろん知っている。だってこの文章、草案は俺だから。


    『火ひ乃の森もり龍牙と四し神じんらに告ぐ。我はトウコツ──四凶最強の【魔神】なり』


    　手紙は、そんな不ふ遜そんな挨あい拶さつから始まっていた。


    　書いたときにトウテツとコントンから「四凶最強は自分だ！」とクレームが来たが、却きやつ下かした。ハッタリは大切だ。


    『貴様たちが我が同胞・コントンとトウテツを倒したことは、すでに知っている。まぐれとはいえ、敵ながら天晴あつぱれと誉ほめておこう』


    　龍牙が「ずいぶん舐なめてくれるね……」と呟つぶやいた。文字が綺き麗れいなだけに、なおさら腹立たしいことだろう。ちなみに代書してくれたのは雪宮さんだ。


    『いずれ貴様たちは、我にも挑んでくる心算であろう。その相手をすること、やぶさかではないが……しかしながらその前に、貴様たちに伝えておきたいことがある。此こ度たびこうして筆をとったのは、それが理由だ』


    　龍牙たちが一斉に眉まゆをひそめたのが分かった。いいぞ、食いついてるぞ。


    『よく聞くがいい。我は──人間界を侵略するつもりは──今のところ──ない』


    　しまった。ちょっと「──」を使い過ぎたか。


    　ラノベとかでは重要な部分で、よくこの棒線が使われるのだが……多用すると逆に読みにくくなると今になって気付いた。


    『我は太古より、幾度となく人間界を脅おびやかし、貴様たちの先祖と戦ってきた。そして、そのたびに敗れてきた。【黄こう龍りゆう】と四神の力……敵ながら天晴れと言わざるを得まい』


    　しまった。「敵ながら天晴れ」を二度も使っていた。


    　ただでさえ作文は苦手なのに、小難しい言い回しを意識したのがマズかった。自分のボキャブラリーのなさが恨めしい。


    『長らく繰り返してきた戦いを経て、我は人間という存在を認めつつある。貴様たちに奇妙な親愛の情すら抱きつつあるのだ。それはもう、敵ながら天晴あつぱれであると』


    　まさかの「天晴れ」三連発だった。ウソ、こんなに使ってたっけ？


    （ちゃんと推すい敲こうをするべきだった……雪ゆき宮みやさんも指摘してくれたらいいのに……）


    　さすがに龍りゆう牙がも気になったのか、「ずいぶん天晴れと誉ほめてくれるね……」と呟つぶやいた。文字が綺き麗れいなだけに、なおさら馬鹿っぽく見えることだろう。


    『だがキュウキは、我のように寛容な【魔神】ではない。その性格は残虐にして卑ひ劣れつ……今度こそ人間界に君臨し、人類を滅ぼし、鎮ちん魂こん歌かを奏でようと目もく論ろんでいるはず。この我が人間を認めつつあるというのに……甚はなはだけしからぬ』


    　よし。ここら辺は上う手まく書けている。我ながら天晴れだ。


    『火ひ乃の森もり龍牙よ──その仲間たる四し神じんたちよ──見事キュウキを討ち果たし、人間の強さを改めて我に示してみせよ。我はその戦いに──決して干渉せぬことを約束する。そして──貴様たちが勝利した暁あかつきには──和解交渉の席に着くことも──併あわせて約束しよう──』


    　龍牙たちが息を呑のんだのが分かった。


    　この終盤にきての棒線ラッシュも、もはや気にしていない様子だった。文章なんてものは伝わればいいのだ。現国なんて大嫌いだ。


    『それまでは雪宮汐しお莉りを返しておく。我が器、壊すでないぞ。フシュルシュル……』


    　手紙はそこで終わった。みんな何とか挫折せず、最後まで読みきってくれたようだ。


    　保健室内に、長い沈黙が訪れる。


    　一同がそれぞれに手紙を再読する中、蒼あおヶが崎さきさんがポツリと龍牙へ問いかけた。


    「龍牙、どう見る？　【魔神】トウコツの言葉、信じるに値すると思うか？」


    「どうだろうね……でも、もしこの手紙に偽いつわりがないとしたら、トウコツとは和解できる可能性があるということか」


    　その瞬間、雪宮さんとエルミーラさんがアイコンタクトを交わし、小さく頷うなずき合った。ヴァンパイアがグルであることは、当然ながら雪宮さんも知っている。


    　一方で黒くろ亀がめさんが小首を傾かしげつつ、最後の一文を指差す。


    「このフシュルシュルって何だろ？」


    「おそらく笑い声だな。不気味な【魔神】だぜ……」


    　俺はすかさずそんな注釈を入れる。現状では味方じゃない【魔神】である手前、おどろおどろしい雰囲気を残しておきたかったのだ。


    「手紙で笑うなんて面白いね。どんな顔してフシュルシュルって書いたんだろ」


    　だが、その演出は裏目に出たらしく、亀がプッと吹き出してしまった。


    　少し奇をてらい過ぎたか。トッコから「オラ、こんな笑い方しねえだ！　捏ねつ造ぞうだべ！」とクレームが来たが、それを押しきってのフシュルシュルだったのに。


    　……依い然ぜんとして静まり返る室内。いつしか外では、生徒たちの話し声や足音などの喧けん騒そうが聞こえていた。従来の登校時間が迫っているようだ。


    「皆さん。器である私が言うのもおかしいですが……いえ、だからこそ言えるのかもしれませんが……きっとこの手紙は、トウコツの偽いつわりない本心だと思います」


    　雪ゆき宮みやさんの言葉に、黙って耳を傾ける龍りゆう牙がたち。


    「トウコツには、人間界から手を引く意思がある──もしかしたら、三さん姫きはそれを知っていたのではないでしょうか？　だから先日の墓地において、トウコツを庇かばったとは考えられないでしょうか？」


    「…………」


    「キュウキもまた、トウコツの翻意に気付いていたとすれば……何としても和解交渉を阻止したいはずです。あえて火ひ乃の森もりくんたちを墓地に呼び出したのは、事情を知らないうちにトウコツと戦わせ、問答無用の敵対関係にさせるためだったのでは？」


    　さすが雪宮さんだ。俺が頼んだセリフを、カンペもなくスラスラと口述している。棒読みではなく、ちゃんと自分の言葉として。


    「改めて皆さんにお願いします。トウコツのこと、私に任せては頂けませんか？　私は『祝命の巫み女こ』の名にかけて、必ずトウコツを『折しやく伏ぶく』してみせます。どのみち私がトウコツを制御下に置くことができれば……彼女は人類の脅威ではなくなるはずですから」


    　その言い終わりを狙ねらい澄まし、俺は自分の中に向けて「よし今だ！　行け！」と叫ぶ。


    　たちまち俺の背後にトウテツとコントンが上半身を顕けん現げんさせ、昨夜のうちに練習させておいたセリフで雪宮さんを援護した。


    「お、俺もトウコツは嘘うそついてないと思うぜっ」


    「あいつは昔から、四凶の中でも割と温厚なヤツだったからな。人間と争うのも、いい加減ウンザリしてんじゃねえか？」


    「お、俺もそう思うぜっ」


    「どっちにしても、先にキュウキをぶっ叩いた方がいいって考えにゃ賛成だ。今現在、人類に明確な害意を持ってやがる【魔神】は、外ほかでもねえアイツだからな」


    「お、俺もそう思うぜっ」


    「まあ、俺様たちから言えるのは、そんなトコだ。邪魔したな」


    　滞とどこおりなくノルマをこなし、すぐさま引っ込む【魔神】二名。


    　トウテツの大根役者っぷりが酷ひどかった。セリフのほとんどをコントンに割り振ったのは、やはり正解だったか。


    （お前、ガチガチに緊張してたな。情けねえ野郎だぜ）


    （ほっとけ！　クソっ、せっかく龍牙たんがいるのに、雪宮とエルミーラの前だから女の子扱いできねぇし……）


    　脳内に響く二人の会話を捨て置き、今度は俺自身が強く訴えかける。


    「聞いてくれみんな。俺もトウコツのことは信じていいと思う。墓地でのバトルで、あいつはリューガたちに手を出さなかった。それは事を構える気がなかったからだとは考えられないか？　下へ手たに突っかかって、交渉のチャンスを逸するのは得策じゃない」


    　龍りゆう牙がが「確かに……」と独りごち、腕を組んだまま思案に耽ふける。


    「トウコツが反撃してこなかったこと、三さん姫きが奴やつを庇かばったこと……この二つの疑問は、そう考えれば辻つじ褄つまが合うね」


    「そ、そうですわ。三姫が今さらワタクシたちと敵対するとは、どうしても思えません。それは人類との共存を願っている、シズマを悲しませることにもなりますから」


    　最後にエルミーラさんのセリフをもって、「劇団・小こ林ばやし家」の脚本は全て終了した。


    「シズマくんって、エルちゃんが匿かくまってた子だっけ？　ビックリだよね、ヴァンパイアと使徒の混血なんて」


    「私は小林が、養父になっていたことの方がビックリだ」


    　そんなヒソヒソ話を交わす黒くろ亀がめさんと蒼あおヶが崎さきさんをよそに、やがて龍牙が顔を上げた。


    　あとは主人公の判断次第。どういう決定が下ろうと、俺はそれを受け入れる所存だ。


    「トウコツの言葉、信じてみよう。俺たちはまず、キュウキの打倒を優先しようと思う」


    　思わず俺は、密ひそかに拳こぶしをグッと握り締める。さすが龍牙！


    　見ると雪ゆき宮みやさんとエルミーラさんも、同じポーズをしていた。


    「みんな、それでいいかな」


    　もちろん異存なしとばかりに首しゆ肯こうする、蒼ヶ崎さんと亀。きっと彼女たちはトウコツというより、龍牙を信頼しているのだ。火ひ乃の森もり龍牙の剣として。盾たてとして。


    　──ここに「第三部・キュウキ編」は、晴れて本決まりとなった。


    　色々とバタバタしたが、もう変更はできない。文化祭が終わり次第、あの【ショタ魔神】を成せい敗ばいする。否いな、龍牙たちに成敗してもらう。


    　大トリの第四部・トッコ編に、多大な不安は残っているが……それはその時に考えよう。問題の先送りは、俺の特技だ。物語には勢いも大切なのだ。


    　気付けば龍牙を中心に、ヒロインズが輪になっていた。


    　雪宮さんへの危き惧ぐと、三姫への不審……それらがひとまず解消され、明確な指針も定まったことにより、五人の顔には気力がみなぎっていた。


    「いよいよ終わりが見えてきたね。【魔神】キュウキを退けることができれば……」


    「そして私が、【魔神】トウコツを『折しやく伏ぶく』することができれば……」


    「我々はこの世界に、平和を取り戻せるということか」


    「それも四凶たちとの和解という、前人未到の偉業ですわ」


    「要するにキュウキを殴ればいいんだね！　分かった！」


    　……いよいよ終わりが見えてきた、か。


    　確かにそうだ。キュウキとの和解は困難だろうが、完かん膚ぷなきまでに叩きのめしてやれば可能性はある。龍りゆう牙がの主人公力があれば、希望はある。


    （そうすりゃ『奈な落らくの使徒』との戦いは完全決着だ。リューガの物語は……フィナーレだ）


    　一いち抹まつの寂せき寥りよう感かんをふと覚えたが、しんみりしても仕方がない。「物語」とは、いつか終わるものなのだから。未完で打ち切りになるよりは、よっぽどマシなのだから。


    （その後の学校生活、俺はどうしよう……新たな主人公を求めて、全国を放浪するのも悪くねえかな……それともどっかの山に籠こもって、友人キャラとしての修行を積むか）


    　まあ、その前に落とし前をつけなきゃいけないことが山積みだが。メインキャラたちとのフラグを精算する必要があるし、異界で頑張っているシズマも助けてやりたい。


    　いっそのこと、そのまま異界に君臨するか……などと進路を検討していたところ。


    　雪ゆき宮みやさんがパンと手を叩き、蒼あおヶが崎さきさんに笑顔を向けた。


    「ところで怜れいさん。いよいよ今日からですよね？　私たちの全体練習」


    「む？　確かにその予定だったが……汐しお莉りがこんな状況である以上、そちらの件は考え直すべきではないか？」


    「私なら平気です。見ての通り、体調は良好ですから。怜さんにとって、これは最後の文化祭なんですよ？」


    　蒼ヶ崎さんが困ったように、他のみんなへ視線で意見を求める。


    　……そういえば雪宮さんには、学校を休みたくない理由がある感じだった。「行かないと皆さんに、特に怜さんに迷惑がかかってしまいます」と。


    　その確認をすっかり失念していた。あれはどういう意味だったのだろうか。


    「練習って何だ？　文化祭と関係あること？」


    　尋ねてみると、龍牙が頭を掻かきつつ苦笑した。


    「まあね。一いち郎ろうには言ってなかったけど、前からみんなで計画してたんだよ。全員が央おう明めい高校にいるうちに、何か思い出に残るコトをしようって」


    「…………」


    「週末の文化祭まであと五日……そろそろ個人練習から、全体練習に入る予定だったんだ。そうだ一郎、よかったら見学しない？　第三者の感想を聞いておきたいから」
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    　その日の放課後。


    　龍牙＆ヒロインズにつれられて俺がやってきたのは……繁華街の一角にある音楽スタジオだった。


    　バンドが練習するときに借りる場所で、マイクやアンプ、ドラムセットなどの機材が揃そろった施設である。予約すれば誰でも利用でき、一時間当たり二千円とのこと。


    　……そう。龍りゆう牙がたちの「練習」とは、バンド演奏のことだったのだ。


    　何と彼女らは、文化祭のステージに有志として参加する申請をしているそうなのだ。


    「みんな、私の願いを聞いてくれて感謝している。しかし本当にいいのか？　それぞれクラスでの準備に追われている上に、キュウキとの戦いも迫って……」


    　遠慮がちに言った蒼あおヶが崎さきさんに、龍牙が爽さわやかに笑ってみせる。


    「気にしないでよ怜れいさん。俺たち全員でやろうと決めたことなんだから」


    　一度みんなでバンドをやってみたい……事の発端は、蒼ヶ崎さんのそんな何気ない一言だったそうだ。


    　一見すると古風な大和やまと撫なで子しこである『斬ざん舞ぶの剣士』は、実は洋楽を愛聴している。それもハードロック系の、そこそこ激しめのやつを。


    　それが高じて自分でもギターを弾くようになり、いつしか仲間と一緒に演奏してみたくなったのだという。すると意外にも、全員が快く了承した──そういう経緯のようだ。


    （まさかリューガたちが、水面下でこんな計画を立てていたなんて……）


    　この話を聞いたとき、俺は軽く感動してしまった。メインキャラによるバンドなんて最高じゃないか。むしろ俺は何な故ぜ、それを提案しなかったんだ。


    　主人公たちのライブ。それは文化祭エピソードにおいて「あるある」だ。


    　アニメではこういうときの作画は、ある意味バトルシーンより気合いを入れると聞く。挿入歌としてリリースされると、結構売れたりするとも聞く。いつもとは違った魅力を見せることで、ご新規のファンだって開拓できるだろう。


    　何より、こういう企画を自発的に立案してくれたのが嬉うれしいじゃないか。


    　彼女たちも分かってきたようだ。ニーズへの応え方というものを。


    （これは間違いなく、文化祭エピソードにおける最大の見所となるはずだ。盛り上げ役は任せてくれ！　賑にぎやかしにおいて、この小こ林ばやし一いち郎ろうの右に出る者はいねえ！）


    　……だが。彼女たちは一つだけ、大きなミスを犯した。


    　絶対にやってはいけない、致命的な失策を。


    　間もなく準備を終え、それぞれにスタンバイする五人。その中で、あろうことか──龍牙がベースギターを肩から提げていたのだ。


    「お、おいリューガ！　お前がボーカルじゃないの!?」


    「うん、俺はベースだよ。あとコーラス」


    　何たる愚行だ。主人公をリズム隊に割り当てるとは。


    　仮にバンドがハンバーガーだとすれば、ベースはピクルスだ。かつて阿あ義ぎ斗とがベースをしていると知ったときも、俺は苦々しく思ったものだ。


    （お前たちは華があるクセして、何でそう端っこに寄ろうとするんだ！　お肉になろうとしないんだ！）


    　歯は噛がみする俺をよそに、マイクを手にした雪ゆき宮みやさんがはにかむ。どうやら彼女がボーカルを務めるようだ。


    「あの、本当に私でいいのでしょうか……バイオリンなら習っていたのですが、あまり歌には自信がなくて……」


    　ばつが悪そうな雪宮さんを、みんなが「大丈夫大丈夫」と励ましている。


    　確かに雪宮さんは、バイオリンのコンクールでいくつも賞を貰もらっていると聞く。が、今回の演奏曲はハードロックである。バイオリンはそぐわないだろう。


    （今からでもボーカルを『ＳＨＩＯＲＩ』から『ＲＹＵ─ＧＡ』に変更してもらいたいが、もう本番まで時間がねえ……この布陣でいくしかないか）


    　考えてみたら、今は雪宮さんのエピソードが進行中なんだった。


    　ならばここは妥協して、彼女にセンターを任せよう。龍りゆう牙がならコーラスだけでも、充分に存在感を発揮できると信じよう。


    「僭せん越えつながら、ギターは私が務める」


    　チューニングを済ませた蒼あおヶが崎さきさんが、ギターを軽くギュイーンと鳴らしてみせる。なかなか様になっていた。


    「キーボードはワタクシですわ。パイプオルガンは、ヴァンパイアとしての嗜たしなみ……昔から鍵盤は得意ですの」


    　エルミーラさんが楽譜をセッティングし、ポロロ～ンと流れるように試奏してみせる。こちらも問題なさそうだ。


    「私はドラム！」


    　黒くろ亀がめさんがスティックを振り回し、ドンドコドンとタムを叩いてみせる。そうだな。お前はどう考えても打楽器だ。存在そのものが。


    「よかったら一いち郎ろうも参加する？　タンバリンとかどう？」


    「い、いや、遠慮しとくよリューガ。この時期に新メンバーなんて加入したら、アンサンブルにくるいが生じるからな」


    「タンバリンだよ？」


    「それでもダメだ。音楽性の違いとか、ソロ活動への意欲とか、色々あるんだ」


    「タンバリンだよ？」


    　龍牙からのお誘いを、俺は断固として辞謝する。


    　この主人公バンドに、友人キャラなど不要。タンバリンの『ＣＨＩＲＯ─ＲＩＮ』などを混ぜたら、一気に値打ちが下がってしまう。


    「入りたくなったら、当日でもいいから言ってよ。じゃあみんな、とりあえず一度、最初から通してやってみようか」


    　龍りゆう牙がの声に頷うなずき、早速ながら全体練習が始まる。


    　……さすがというべきか、思った以上にクオリティーが高かった。しかも繰り返すたびに、完成度がどんどん上がっていく。


    （戦場でのチームワークが、バンドでも見事に活いかされている。あの亀かめでさえ何だかカッコよく見えるぜ）


    　蒼あおヶが崎さきさんのギターは正確かつ力強く、しかもエッジが効いている。


    　エルミーラさんのキーボードは優雅かつ繊細で、ハードな曲調に彩りを添えている。


    　黒くろ亀がめさんのドラムは先走りがちだが、手数が多くダイナミックだ。


    　龍牙のベースは淡々としていながら抑よく揚ようがあり、曲の土台をしっかり支えている。


    （とても趣味の範はん疇ちゆうとは思えねえ。文化祭だけで終わらせるのが惜しいくらいだ）


    　一つ注文をつけるとすれば、みんな演奏に精一杯でパフォーマンスまでする余裕がないということか。そしてボーカルの雪ゆき宮みやさんが、時おり音程を外すことか。


    　歌声は澄んでいて綺き麗れいなのだが、メロディーラインを上う手まく拾えないようだ。そもそもお嬢様の雪宮さんにとって、ハードロックは親しみがないのだろう。


    （とはいえ、学園のアイドルが唄うってだけで、男子どもは狂喜乱舞するはずだ。このステージ、是非とも映像特典でフルバージョンをつけてもらいたい）


    　当日のために、ペンライトを用意しなければ。あと、掛け声も考えておかねば……そんな算段をしている間に、すでに五回目の演奏が終わっていた。


    「ふう……そろそろ時間だし、今日はここまでにしようか。初回にしては結構よかったんじゃないかな？」


    「うむ。正直驚いたぞ。まさかみんなが、ここまでのレベルだとは」


    「それにしても、何でこんな激しい曲ですの？　これは怜れいさんの趣味ですの？」


    「これって確か、『アロエ・ヌリス』ってバンドの曲だよね？　怜ちゃんのコトだから、てっきり演歌をチョイスすると思ってたよ！」


    　蒼ヶ崎さんが慌あわてて「ぶ、文化祭なので、ノリのいい曲をと考えてだな」とごまかす。


    　俺と龍牙はさりげなく視線を合わせ、同時に小さく肩をすくめた。『斬ざん舞ぶの剣士』が意外と異国被かぶれであることは、未いまだ俺たちしか知らない秘密なのだ。


    　一同が手応えを感じている中、雪宮さんだけが大きな溜ため息いきをついている。


    「一番の課題は、私の歌唱力ですね……当日までにもっと練習しないと」


    　トッコを『折しやく伏ぶく』する件、屡ル贄ニエの件、小こ林ばやし家で暮らす件、そして新たにボーカルの件。


    　雪宮汐しお莉りの心労は、留とどまることを知らない。


    



    　その夜。夕食を終えて、みんなが茶の間でくつろいでいると。


    「ららら～。ららら～」


    　部屋の片隅で、雪ゆき宮みやさんがひたすら歌の復習を続けていた。


    　スタジオでミスしてしまった部分を、いじらしくも何度も何度も口ずさんでいる。及第点ではあると思うから、そこまで気にする必要もないんだけど……。


    「ららら～。らららら～」


    「雪宮、そこ半音ズレてるわよ」


    　と、何となくその歌声に聞き入っていた魅ミ怨オンが、お茶をすすりながら指摘した。


    「そ、そうでしたか？　あの、魅怨はこの曲を知ってるんですか？」


    「まあね。映画の主題歌にもなった有名な曲だから。そこは、ららら～よ」


    「ら、ららら～」


    「違うわ、ららら～よ。ちょっと最初から唄ってみなさい」


    　……何だかよく分からないうちに、魅怨によるレクチャーが始まる。自慢じゃないがウチのシラサギ次女は、すこぶる面倒見がいいのだ。


    　その様子を見て、キングコブラ長女とエゾオオカミ三女も寄ってくる。こちらは指導目的ではなく、単なる興味本位だろう。


    「せっかくだから本番を想定して、立って唄ったら？」


    「張り切っていくでしゅ。目指すは紅白でしゅ」


    　俺＆三さん姫きというオーディエンスを前に、「ではせっかくですので、レッスンにお付き合い下さい」とアカペラで唄ってみせる『祝命の巫み女こ』。


    　いささか声が緊張していたが、本番はこの何十倍もの聴衆がいるのだ。今から慣れておくのも悪くないだろう。


    「ららら～、らららら～」


    「そこ、もっと力強くっ」


    「ららら～、らららら～」


    「そこ、ブレスを素早くっ」


    　魅怨から逐一ダメ出しを受け、そのたびに修正を繰り返していると。


    　驚いたことに、雪宮さんの歌唱は飛躍的に上達していった。もちろん完かん璧ぺきというわけじゃないが、それでもスタジオのときとは雲泥の差だった。


    「うん、だいぶ良くなったじゃない。あまりオリジナルのボーカルを真ま似ねる必要はないわ。自分なりの個性を出すことね」


    「はいっ」


    「飲み物はなるべくお茶にしなさい。カテキンは喉のどにいいのよ」


    「はいっ。今後ともご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いしますっ」


    　まさかこんな形で、雪宮さんとの同居が功を奏するとは思わなかった。


    　そういえば三さん姫きって、異界でコンサートを開いたことがあるんだっけ……彼女たちの歌声はカラオケで聴いたことがあるが、確かに上う手まかった。ステージに立った経験者がこんな身近にいたのは僥ぎよう倖こうだ。


    　キリもいいので、本日のレッスンはこれにて終了かと思いきや。


    　今さらながらに忌キ綺キと呪ジユ理リが、雪ゆき宮みやさんにアドバイスを与えた。


    「雪宮先輩。ずっと気になってたんでしゅが、棒立ちはダメでしゅ。歌とは声だけでなく、体でも表現するものでしゅ。ちょっと即興でやってみるでしゅ」


    「はあ。こ、こうでしょうか」


    　雪宮さんがハミングしつつ、簡単なフリをつけてみせる。


    　クルリと回ったり、爪先で床をトントンしたり……ロックな曲調には似合わないが、とても可愛らしかった。本当にアイドルみたいだ。


    「それじゃダメよ雪宮。もっと腰をエロく振りなさい。貴女あなたは胸がないんだから、お尻しりで挑発するの」


    「大きなお世話です！」


    　呪理の助言に、雪宮さんが声を荒らげた瞬間。


    　彼女の顔が、突然あどけなくなった。頬ほっぺに渦巻きが現れたような気がした。


    「オラも踊らせて欲しいだ！　お祭り大好きだべ！」


    　そう言って、いきなり盆踊りを始める『祝命の巫み女こ』。否いな、それはトッコだった。現状では味方じゃない設定の、中立の【魔神】だった。


    「おいトッコ！　勝手に出てきて勝手に踊るな！」


    「まあ見るだ一いち郎ろうどん！　オラの安やす来ぎ節ぶしは、異界一だべ！」


    　雪宮さんのビジュアルで、今度はドジョウすくいを披露してみせるトッコ。やめろ！　ガニ股になるな！　鼻と口に割り箸ばしを差すな！


    　王道の清純派ヒロインにあるまじき痴態を、俺が必死に止めていたところ。


    「お？　何か楽しそうなコトやってんじゃねえか」


    「負けるか！　【魔神】のトップダンサーは俺だ！」


    　出てこなくていいのに、コントンとトウテツまでもが顕けん現げんし、上半身だけで踊り始めた。決して見せてはならない、ラスボスたちの宴であった。


    「お前ら、すっかり【魔神】としての自覚を失ってねえか!?　おい魅ミ怨オン、呪理、忌綺！　この三バカを一緒に止めてくれ！」


    　俺一人では手に負えず、三姫に助すけ太だ刀ちを頼むべく振り返ると。


    　魅怨は洗い物をするため台所へと去っていた。呪理は雑誌を読んでいた。忌綺はスペクタクルマンの録画を観ていた。


    「お前ら、すっかり【魔神】を崇拝する気持ちを失ってねえか!?」


    　孤立無援となった俺は、もはやどうすることもできず。


    　諦あきらめて一緒に踊るしかなかった。
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    　雪ゆき宮みやさんがウチにやってきて、すでに四日。文化祭まであと三日となった木曜日。


    　まことに遺い憾かんながら、屡ル贄ニエは依い然ぜんとして姿を現さないままだった。お陰で文化祭の準備だけが着々と進んでいった。


    　龍りゆう牙がたちもキュウキを警戒しつつ、学校ではクラスの出し物の用意、放課後はスタジオ通いと、文化祭中心の忙しい日々を過ごしている。


    　俺は俺でペンライトやハッピなど、ステージの応援グッズを調達する一方、暇ひまを見ては屡贄の捜索を続ける毎日だった。もちろんクラスへの協力も惜しまない。


    （屡贄の奴やつ、いい加減に出てこいってんだ……どこで油を売ってやがるんだ）


    　トッコと三さん姫きの件がひとまず不問となった今、第三部・キュウキ編を前にして残る問題はあいつだけなのだ。


    　キュウキにつくのか、つかないのか、そろそろはっきりして欲しい。雪宮さんのためにも。物語のためにも。


    （文化祭が終わったら、キュウキ編がスタートしちまうんだ。それまでに屡ル贄ニエと会って、どういうポジションでいきたいのかを確認しないと……）


    　焦しよう燥そうに駆られつつ昼休みを過ごし、午後の授業となって間もなく。


    　俺はクラスからの指令を受け、学校を抜けてスーパーへと行くことになった。コーヒー豆や砂糖などの食材、ナプキンや紙皿などの備品を買ってくるよう頼まれたのだ。


    　文化祭が目前に迫っているので、本日から昼以降はその準備に充あてられることになった。我が二年Ｂ組だけでなく、全クラスがそうである。


    「ちょうど手が空いたから、俺も一緒にいくよ。荷物が多いだろうし」


    　ちゃっかり同行を申し出てきた龍りゆう牙がを伴い、スーパーへの道をブラブラと歩いていく。彼女も息抜きを兼ねて、束つかの間だけでも女の子に戻りたかったのだろう。


    「リューガ、メイド服の試着は済んだか？」


    「うん、ついさっきね。今は天てん涼りよう院いんが試着してるよ。思った通り、キモチ悪かった」


    「俺も試着してみたけど、我ながらキモチ悪かったな……やっぱ普通に女子がメイドすればよかったんじゃ……」


    「え～、一いち郎ろうは可愛かったよ？　きっとバニーガール衣装とかも似合うんじゃないかな。今度ウチに来たとき着てみる？　バニーボーイになっちゃうけど」


    「遠慮する。モッコリのあるバニーなんて、悪夢以外の何物でもねえ」


    　……俺と阿あ義ぎ斗とはあれからというものの、ろくに会話をしていない。「お前のマンションに屡贄はいるのか？」と訊きいてみた程度だ。


    　答えはノーだった。


    　二度ほどキュウキに会いにきたそうだが、あくまでオニグモ使徒は「トッコの腹心」であることにこだわっているらしい。まあ、阿義斗の情報を鵜う呑のみにするのも何だが。


    （そういえばアギトは、リューガたちがバンド演奏するのを知らないんだったか）


    　もし彼の耳に入ったら、飛び入り参加しようと企たくらむ可能性がある。龍牙とのツインベースをやりたがる恐れがある。


    　それを阻止するのも俺の役目だ。メインキャラたちによるライブに、余計なメンバーは必要ない。友人キャラも敵キャラもお呼びじゃないのだ。


    　俺の心中など知らず、龍牙はこちらに笑顔を向けている。


    　出会った頃より、少し顔立ちが大人びたような気がする。というか、女性らしくなったような……果たして卒業まで、女の子を隠しきれるだろうか。


    「汐しお莉りも毎日登校してるし、体調はすっかり元通りみたいだね。このまま文化祭まで何事もなければいいけど」


    「雪ゆき宮みやさんのクラスって、何をやるんだっけ？」


    「汐莉のＣ組は、お見合いゲームだよ」


    　聞くところによると、男女がそれぞれ六名ずつくらいに分かれて「お見合いごっこ」をするんだそうだ。最後に気に入った相手を指名し、それが合致していれば、晴れてカップル成立というわけだ。あくまで遊びだが。


    「里り菜なの二年Ｅ組は、確かお化け屋敷だったかな？　怜れいちゃんの三年Ａ組は、何とヒーローショーをやるそうだよ。校庭の一部にステージまで作ったんだって」


    「へえ。さすが三年はやることが違うな」


    「しかも怜ちゃん、主役のヒーローをするそうだよ。これは観にいかないとね」


    　お見合いゲームに、お化け屋敷に、ヒーローショーか。バンド演奏も含め、みんな精力的に文化祭に取り組んでいるみたいで何よりだ。


    　そうこうしているうちにスーパーに到着したので、俺たちは効率よく手分けして店内を回ることにした。


    　龍りゆう牙がには備品を任せ、俺は食料関係のコーナーへと足を向ける。まずはコーヒー豆の売り場にいき、しばし値段と容量を比較していたところ──


    「……小こ林ばやし様、お元気そうで何よりです」


    　それどころではなくなってしまった。


    　背後から低音ボイスで挨あい拶さつをされたのだ。ここ最近ずっと行方ゆくえを捜していた、その当人たる初老執事から。


    「ル、屡ル贄ニエっ？」


    　慌あわてて振り返ると、果たしてそこには燕えん尾び服ふく姿のセバスチャンが立っていた。


    　いつものように慇いん懃ぎんな物腰で、折り目正しくこちらへ一礼してくる。相変わらずポマードで髪型をきっちり固め、口髭ひげも丹念に整えられていた。


    「お前、今までどこにいやがった!?　何で雪ゆき宮みやさんに正体をバラした!?　何で勝手にキュウキと接触した!?　何で休暇中でも正装なんだ!?」


    「どうか落ち着いて下さいませ。ここで立ち話というわけにもいきませんので、ひとまず外へご同行願えませんか？」


    　とにかく、出会えたのは幸運だ。ここで立ち位置を明確にしてもらう。雪宮さんと対話する約束も取りつけてやる。


    　屡贄の要請に「分かった」と応じ、共に出口へと向かいかけたとき。


    「──待ちなさい二人とも」


    　横合いからそんな声が飛んできて、一人の少女が歩み寄ってきた。龍牙かと思ってギクリとしたが、それはサイドテールの、セーラー服を着た、なんちゃって女子高生だった。


    「ミ、魅ミ怨オン？　お前、どうしてここに……」


    「晩ご飯のお買い物に決まってるでしょ？　さっき向こうで火ひ乃の森もり龍牙の姿を見かけて、こっちに逃げてきたの。今あいつに見つかると色々と面倒だし……誰かさんのせいでね」


    　刺とげ々とげしい物言いで、オニグモ使徒をジロリと睨にらむシラサギ使徒。キングコブラ使徒ほどじゃないにせよ、明らかに非友好的な態度だ。


    「魅ミ怨オンか……まあいい。では小こ林ばやし様、参りましょう」


    　数百年振りの再会だろう同胞を捨て置き、屡ル贄ニエがクルリと身を返す。


    　急ぎ追つい随ずいしようとした俺の袖そでを、すかさず魅怨がギュッと引き留めてきた。


    「待って一いち郎ろうくん」


    「な、何でだよ。この機を逃したら、次はいつ屡贄と会えるか分からねえぞっ」


    「そうじゃなくて、コーヒー豆を置いていきなさい。レジを通してないでしょ？」


    　……危うく万引き犯になるところだった。


    



    　それから一分後。スーパーの裏手にある駐輪場にて。


    　俺と魅怨は、一足先に待っていた屡贄と改めて向かい合った。


    　あまり時間に猶ゆう予よはない。五分もすれば、龍りゆう牙がの備品調達は終わってしまうだろう。


    　この場で確認するのは、重要ポイントだけでいい。すなわち「屡贄の真意はどこにあり、どちら側につくのか？」という点のみで充分。それ以上のことは、家に招いたときに訊きけばいいのだ。雪ゆき宮みやさんを交えて。


    「小林様。まずは先日の墓地での一件、まことに失礼致しました」


    　こちらが口を開く前に、屡贄が深々と頭を下げてくる。


    「弁解の余地なく、あれは私めが仕組んだことでございます。キュウキ様からご信用して頂くため、ああいった策を献上した次第……本日はその謝罪に参りました」


    「お前、本当にキュウキと組むつもりなのかよ」


    「弱小勢力には、弱小勢力なりの立ち振る舞い方があるのです。以前にも申し上げましたが、トウコツ様の配下は現在、私しかおりません。今キュウキ様を敵に回すことは、賢明な判断とは言えないでしょう」


    「だったら俺たちと組めばいいだろ？　そっちの方がよっぽどトッコは安全だし、あいつの希望にも添って──」


    「人類に与くみする、そちらと組めと？　『奈な落らくの使徒』の誇りを捨てよ、と？」


    　その瞬間。屡贄の双そう眸ぼうが、不穏な光を帯びた。


    「確かにひとまず小林様と結び、キュウキ様を倒すという方策は合理的でありましょう。何せそちらには、コントン様とトウテツ様……二柱の【魔神】様がおられるのですから」


    　間を置くことなく、オニグモ使徒が「しかし」と二の句を継ぐ。


    「キュウキ様を倒した、その後はどうでしょうか？　もし我が主あるじが、【魔神】としてのご宿意を思い出されたとき……必ずや後悔なさるはずです。同盟相手を見誤ったことを」


    「…………」


    「ならば今、我が主あるじは──どちらと結ぶべきなのでしょうか？　人類の味方である、小こ林ばやし一いち郎ろう様でしょうか？　それとも人類の敵である、天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗と様でしょうか？」


    　つまり屡ル贄ニエは結局のところ……「人類との共存」に承服できなかったのか。


    　トッコの怒りを買ってまでも、『奈な落らくの使徒』としての本ほん懐かいを選んだということか。


    　かつて彼と交わした会話が、ふと脳裏に蘇よみがえる。「屡贄は、人間との共存に反対なのか？」と尋ねた俺に、オニグモ執事はこう答えたのだ。


    　──私も人間界に来て、ずいぶんと経ちます。使徒と人間が共存することが不可能ではないことは、自身の経験から理解しております。ただ……漠ばく然ぜんとではありますが、『それで本当にいいのか』という思いがございまして──


    　その言葉は、思ったより根深く屡贄の心にわだかまっていたのだろう。


    　そして彼は、使徒の誇りを取ったのだ。トッコの腹心であり続けながらも、敵キャラに殉じようと決めたのだ。


    「ってコトは、ここであんたを粛しゆく清せいしても構わないってコトよね」


    　そこで今まで無言を貫いていた魅ミ怨オンが、やにわに一歩進み出た。声に殺気を込めて。


    「トウテツ様とコントン様への敵対行為。並びにトッコ様への背信行為……倒す理由としては充分だわ。一郎くん、始末しちゃっていいわよねえ？」


    　いいわけない。こんな所でバトルを始めたら、龍りゆう牙がが店から飛び出てくるだろう。


    　たとえ屡贄が敵に回るとしても、雪ゆき宮みやさんとの対話だけは実現させねばならない。


    　それをせずに彼を退場させては、雪宮さんエピソードが非常に中途半端なことになってしまう。「ごめん、屡贄は敵だったから倒しといた」なんて報告するのは言ごん語ご道どう断だんだ。


    「よせ魅怨っ。ここで屡贄と決着をつける気はねえっ」


    「大丈夫よ。私、負けないから。華麗に勝って、一郎くんに惚ほれ直してもらうから」


    「過信は禁物だ！　バトルだけじゃなく、俺のこともだ！」


    　俺の制止に不服げな顔をするサイドテール少女。そんな彼女に、オールバック執事がニヤリと口角を歪ゆがめる。


    「やめておけ魅怨よ。処女である貴様に、私を殺せる道理はない」


    　……聞き間違いだろうか。今、屡贄がとんでもないセリフをのたまった気がする。彼らしくない、セクハラチックな悪口を。


    　しかし魅怨は赤面することなく、ツリ目をさらに吊つり上げて屡贄を睨にらみつけた。そしてこちらも、とんでもないセリフをのたまった。


    「処女じゃないわよ。こっちに来て、もう何人も経験してるから」


    「相手は全て使徒であろう？　数には入らぬ」


    「だったら試してみなさいよ。あんたがどこまで持ちこたえられるか、見ものだわ」


    　確認させて欲しい。バトルの話だよな？　援助交際の話じゃないよな？


    「貴様と私では、踏んできた場数が違う。相手が人間だろうと、使徒だろうとな」


    「偉そうに……何人くらい経験があるってのよ」


    「もはや覚えておらぬ」


    「あっそ。で、やるの？　やらないの？」


    「どうしてもと言うなら仕方ない。私の絶技……その身に教えてやろう」


    　ちょっと待て！　勝手にウチの次女に手をつけないで！　絶技を教えないで！


    　堪たまらずツッコミを入れようとした寸前、屡ル贄ニエが肩をすくめて苦笑した。


    「失礼致しました小こ林ばやし様。我ら『奈な落らくの使徒』は、殺しの経験がない者を童貞・処女と呼ぶのです。いささか誤解を招く会話でした」


    「つまりこいつは極悪人ってコトよ。歯向かってくる相手しか殺さないなんてポリシー掲げてるらしいけど、経験人数からして完全にプロよ。ベテラン男優よ」


    　そういう意味だったのか。つまり屡贄は、無抵抗の人間には害を加えないということだ。本業の人しか相手にしないということだ。そこだけは誇りの高さが幸いした。


    　今や首筋から簑みの毛げを出し、すっかり臨戦態勢の魅ミ怨オン。


    　それに応じるように、胸元のタイを軽く緩ゆるめる屡贄。


    　……その右手の人差し指に、カラフルな指輪が填はめられているのに気付く。大企業の執事らしくない、ビーズでできた玩具の指輪だった。と、今はそれを気にしてる場合じゃない。


    「下がれって魅怨！　お前が経験済みなのは分かったから！」


    「大声で言わないの！　言っとくけど、エッチな意味では処女よ！　そこ大事よ！」


    「とにかく、バトルは許可しねえ！　それと屡贄、お前が敵になるのは構わねえけど、一つだけ頼まれてくれ！」


    「何でしょうか」


    「雪ゆき宮みやさんとの対話だ！　袂たもとを分かつなら、せめて最後に筋を通していけ！」


    「その必要はございません。小林様のお宅にいるということは、汐しお莉りお嬢様には【白びやつ虎こ】の継承者を放棄するおつもりがないということ。残念ながら彼女は──我が主あるじの器として相応ふさわしくなかったようです」


    「あれだけトッコに理解のある器が、雪宮さん以外にいるか！　お前だって雪宮さんとは、十七年間も一緒に過ごして──」


    「全ては我が主君のため。トウコツ様を、四凶の覇は者しやとするためでございます」


    　トッコのことばかり考えやがって……お前にとって、雪宮汐莉とは何だったんだ？


    「おい屡贄、覚えてるか。前に一度、俺に礼を言ったことがあったよな」


    「礼？」


    　セバスチャンだった頃、彼は言った。


    　──いつもお嬢様と懇こん意いにして頂き、まことにありがとうございます──


    　──央おう明めい高校に入られてから、お嬢様は実に活いき活きとなさっております──


    　──これも小こ林ばやし様や、火ひ乃の森もり様たちのお陰でございましょう──と。


    「ああ……世間話というやつです」


    「雪ゆき宮みやさんとトッコは、少しずつ仲を深めつつあるぞ。行く行くはトッコを養女に迎えようって話まで出てるんだぞ？　それでもお前は、使徒の誇りの方が大事だってのか？」


    「それが私の存在理由です。たとえ主あるじに見限られようとも、私はトウコツ様のために戦い、最後の勝者へと導くまで」


    「諦あきらめろ。この戦いの勝者は【魔神】の誰でもねえ──火乃森龍りゆう牙がだ」


    「すなわち小林一いち郎ろう……貴方あなたというわけですか？」


    　いきなりの告発めいた尋問に、俺は著しく動揺した。


    「お、俺はただの友人キャラだ！」


    「最後に火乃森龍牙の寝首を掻かき、勝利者となる──それが貴方の思惑なのでは？」


    「掻かねえよ！　掻いてたまるか！」


    「恐ろしいお方だ」


    「勝手に俺を裏切りキャラにするな！　テメェぶん殴っぞ！」


    　思わず臨戦態勢に入ろうとした俺を、今度は魅ミ怨オンが取り押さえる。「人のコトを止めておいてズルくないっ？」と叱しかられた。


    「何より小林様が恐ろしいのは、トウテツ様とコントン様を完全に支配なされていること。もちろんどちらの【魔神】様も脅威ですが、やはり警戒すべきはトウテツ様です」


    　まあそうだろう。まだ力が三、四割しか回復していないコントンに比べ、トウテツはフルパワー状態なのだから。元気過ぎて困ってるくらいだ。


    「しかもトウテツ様は、汐しお莉りお嬢様の手料理を完食されたことがあるとか……それを聞いたときは、さすがに私も震しん撼かんしました」


    「胃腸が丈夫なだけだ！」


    「日々コンビニで買い食いをし、夜遅くまでテレビゲームに熱中されているとか……それを聞いたときは、さすがに私も安あん堵どしました。あのお方が主君でなくてよかったと」


    「ヨソん家の【魔神】をディスるな！　お前はそういうキャラじゃねえだろ！」


    「先日は公園にて、子供たちとカードゲームをされているトウテツ様を目撃しました。それを見たときは、さすがに私も泣きたくなりました」


    「こっちが泣きてえよ！　それ絶対に俺だと思われてるから！」


    　そこで屡ル贄ニエが「おっと」と我に返り、潮時とばかりにこちらへ背を向けた。


    「貴方と話していると、どうも調子がくるう……では、失礼致します」


    　去っていく屡贄を見送りつつ、俺は軽く脱力する。


    　まだ話したいことはあったが、もう時間切れだ。龍牙が俺を捜しているかもしれない。


    （屡ル贄ニエとの貴重な会話だったのに、テッちゃんなんかの話題で浪費してしまうとは……）


    　阿あ義ぎ斗とといい、屡贄といい……敵キャラがボケてしまうのって、やっぱり俺のせいなんだろうか？


    　俺は真ま面じ目めなキャラにコメディーを感染させる、小こ林ばやし菌でも持っているのだろうか？
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    『皆さん、お変わりないでしょうか。僕は変わりなく、元気でやっています』


    　その夜。小型のビデオカメラをテレビに繋つなぎ、動画を再生させると。


    　愛いとしい我が息子の姿が画面に映し出され、こちらにペコリとお辞儀をしてきた。


    「きゃああー！　シズマああー！」


    「しっかりご挨あい拶さつできて、シジュマはいつも偉いでしゅ！」


    　直後、テレビにかじりついていたヴァンパイア少女とエゾオオカミ幼女が、手を取り合って黄色い歓声をあげる。アイドルの熱狂的ファンみたいだった。


    　──本日は毎週恒こう例れいの、異界にいるシズマとの連絡日。頑張ってあちらの秩序回復に当たっている愛息の、安否と現状を確認する夜である。


    　前回から手紙に加えて、こうしてビデオメッセージによるやり取りも行うことにした。


    　この映像は先ほど、異界へ転移してもらったコントンに撮ってこさせたものだ。【魔神】は十分ほどだけなら、故郷にテレポーテーションすることができるのだ。


    「シズマって、何だか顔つきが凛り々りしくなってきたわね。それに見た感じ、一週間前より背も伸びてない？」


    「まだ成体になりきっていないのかもね。このままカッコいい青年になったら、ツマミ食いしちゃおうかしら」


    　俺の横では魅ミ怨オンと呪ジユ理リが、お茶をすすりつつそんな言葉を交わしている。


    「クソっ。シズマに会いにいくのは俺の仕事なのに！」


    「テメェの撮った映像、前回ブレブレだったろうが。カメラの腕は俺様の方が上なんだよ」


    　俺の背後ではトウテツとコントンが、上半身のみでそんな言葉を交わしている。


    　そんな中、一人だけ取り残されたように、遠目から控えめに画面を見ている者がいた。もちろん雪ゆき宮みやさんだった。


    　……仕方ないこととはいえ、エルミーラさんにはすでに雪宮さんとの同居がバレている。同様に、先月までエルミーラさんがウチにいたことも、すでに雪宮さんにバレている。


    　それを知った『常とこ闇やみの血族』と『祝命の巫み女こ』は見事に不機嫌顔となったが、土下座も視野に入れた俺の釈明で何とか納得してくれた。三さん姫きを居い候そうろうさせているのがバレた時点で、今さらの話だろうし。


    『異界には未いまだ、僕の存在に反発する勢力が多いですが、仲間たちのお陰で順調に鎮ちん圧あつ活動は進んでいます。とても頼もしい部隊長たちです』


    　そこでカメラが振られ、シズマの背後で片膝ひざをついている三名の使徒を映した。異い形ぎようの姿ではなく、いずれも人間体だった。


    　彼らのことは、もう知っている。


    　前回のビデオにも出演していたから。その時に挨あい拶さつをしてもらったから。


    『お誉ほめにあずかり光栄の至り。これからも身命を賭とし、若様をお守りする所存』


    　やたら仰ぎよう々ぎようしい態度でそう言ったのは、八はつ傑けつの災サイ蒜ヒルにも負けない筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの巨きよ躯くを誇る、顔にいくつも傷が走った隻せき眼がんの中年男性。


    　呪ジユ理リ配下の部隊長だった、キリン型の使徒・呀ガ威イ冱ゴ。


    『こちらはお任せ下さい～。シズ君に逆らう輩は、お尻しりペンペンしちゃいます～』


    　続いてバチンとウィンクしてきたのは、とてもイケメンなのにとてもクネクネしている、えらくアイシャドーやチークが濃い優男。


    　忌キ綺キ配下の部隊長だった、スズメバチ型の使徒・矢ヤ愚グ邪ジヤ。


    『まあ、坊っちゃんのことは心配しないで下さい。俺らがついてますんで』


    　最後に気けだるそうな感じで、煙管キセルを吹かしつつ言ったのは、バンダナを目深に巻いたツンツンヘアーの大学生っぽい兄ちゃん。


    　魅ミ怨オン配下の部隊長だった、ハヤブサ型の使徒・是ゼ流ル刃バ。


    　……奇くしくもそれぞれが各軍のナンバー２だったという、三さん姫きの懐ふところ刀がたなたちだ。将軍クラスに迫る戦闘力を有する、頼もしい怪物三人組であった。


    「頑張るのよ呀威冱。いつかご褒ほう美びに、ハイヒールで踏んであげるから」


    「矢愚邪、しっかりシジュマのお世話をするでしゅっ。オカマの意地を見せるでしゅっ」


    「もう是流刃のヤツ、また煙草タバコ吸って！　やめなさいって言ってるのに！」


    　三姫が自身の部隊長へ向けて、口々にそんな言葉を発している。


    　俺からも伏してお願いする。どうか軍の垣根を越えて、一致団結してシズマを守ってやって欲しい。十二月にはお歳暮を送るから。


    　画面では再びシズマが、背筋をしゃんと伸ばして報告を続けている。


    　その服装はいつの間にか、黒い軍服にマントにブーツという将校のような出いで立ちになっていた。こんな格好が似合う二歳児は、世界中でこの子だけだろう。


    『先日、魂こん眠みん殿でんという祠ほこらに行ってみましたが、母・麗レ斐イ墮ダの魂たましいは見つかりませんでした。まだ全ての魂を確認したわけではありませんが……残念です』


    　シズマの本当の母親は、麗斐墮という女性使徒である。


    　彼女はエルミーラさんの親類であるヴァンパイアと恋に落ち、人間として生きていこうとしたために、キュウキ配下の同胞たちから粛しゆく清せいされてしまったのだ。


    『魂こん眠みん殿でんには現在、三千ほどの使徒が眠っているようです。その中に母の魂たましいがなかったら……やはりキュウキ様に回収されている可能性が高いと思われます』


    　人間界で倒された使徒は、魂が異界へ送還され、約二百年の歳月をかけて復活する。


    　眠っている三千の魂とは、つまり人間界で倒された使徒……龍りゆう牙が＆四し神じんヒロインズや、そのご先祖様に葬ほうむられてきた使徒たちなんだろう。


    　そして【魔神】キュウキは、そんな魂を「二百年のペナルティーなしで、一度だけ復活させる」という能力を持っている。それが奴やつの最大の強みだ。


    『確かに母のことは気がかりですが、そのために使命を疎おろそかにするわけにはいきません。母の魂を探すのは、異界の統制が一段落してからにしようと思います』


    「ああ、シズマ……そんなに無理をしなくてもよろしいのに……」


    　気丈な二歳児の言葉に、エルミーラさんが涙ぐんでいる。


    　画面の向こうで、部隊長トリオも神妙な顔をしていた。思ったより人情味のある奴らみたいで安心した。使徒に人情味を求めるのも何だが。


    『若様のご心痛、お察ししますぞ。この上は一刻も早く、異界を平定しましょうぞ』


    『アチシもブルーです～。麗レ斐イ墮ダちゃんは、アチシの部隊にいた兵卒ですから～』


    『俺らは俺らで、自軍の他の部隊長を説得しときますわ。死シ弩ド羅ラと鬼キ裏リ耶ヤは、ソッチでくたばったんでしたっけ？』


    『フン、無断出撃か。魅ミ怨オン様の軍は、ずいぶん規律が緩ゆるいと見える』


    『あら、ヨソのコト言えなくない～？　お忌キ綺キ様と呪ジユ理リ様の軍からも、かなりの数が人間界に無断出撃しちゃってるけど～』


    『つまりお互い様ってこった。調子こくんじゃねーぞ、ドＭ野郎にカマ野郎』


    『誰がドＭであるか！』


    『キイー悔くやしい！　この鳥ゴボウ！』


    『うっせーよ雑ざ魚こども。お、何だ？　勝負すんのか？』


    　画面の向こうで、取っ組み合いを始める部隊長トリオ。一転して不安になってきた。


    『みんな、やめなさいっ。コントン様の御前ですよ！　それにこの映像は、トウテツおじさんや三さん姫き様も観るんですよ！』


    　小さな手で必死に部下を止めつつ、シズマが申し訳なさそうにこちらへ頭を下げてくる。こんな苦労人の二歳児は、世界中でこの子だけだろう。


    『すみません父上。僕にはまだ、父上ほどの人望がなくて……あっコントン様、間もなく時間の十分になりますよね。それでは皆様、ここらで失礼致します。呀ガ威イ冱ゴっ、矢ヤ愚グ邪ジヤっ、是ゼ流ル刃バっ、いい加減にしなさ──』


    　そこで映像は終わってしまった。最後の一瞬、部隊長トリオが戦闘バージョンに変身したのが見えた。今頃どうなってるんだろ……。


    「アナタたちの部下、本当に大丈夫ですの？　ウチの子を預けてもいいんですの？」


    　親目線でクレームを入れた『常とこ闇やみの血族』に、三さん姫きが揃そろって視線を逸そらす。


    　そもそも当の三姫たち自身が、異界をほっぽり出してこちらに来ているのだ。シズマが苦労している原因は、かなりの割合でこいつらにあるのだ。


    「だ、大丈夫よ。呀ガ威イ冱ゴは怪力だけでなく、とても打たれ強いの。鞭むちで叩いてあげると、かえって元気になるくらいよ。ハアハア、もっとご褒ほう美びを……って」


    「本当に大丈夫ですの!?」


    「大丈夫でしゅ。矢ヤ愚グ邪ジヤはスズメバチ型だけど、夜になると蝶になるでしゅ。異界二丁目のパピヨンと呼ばれてるでしゅ」


    「本当に大丈夫ですの!?」


    「是ゼ流ル刃バだけは大丈夫よ。あいつの寝煙草タバコで、宿舎が全焼したことがあるけど。私、危うく焼き鳥になりかけたけど」


    「本当の本当に大丈夫ですの!?」


    　憤然と詰め寄るエルミーラさんを、まあまあとなだめている三姫。


    　その光景を眺めながら、ふと雪ゆき宮みやさんが俺に微ほほ笑えみかけてきた。


    「エルミーラさんと三姫は、すっかり打ち解けているみたいですね。本当は……ここにセバスチャンもいたらよかったのですけど」


    　……今日、スーパーにて屡ル贄ニエと遭遇したことは、当然ながら雪宮さんに報告してある。


    　オニグモ使徒が「人間との共存」に否定的なこと、そのためにキュウキ陣営と組もうとしていることも、心を鬼にして伝えた。隠したところでどうしようもない。


    「ごめん雪宮さん。せめて君との対話だけでも了承させたかったんだけど……」


    「いえ。それは私のワガママですから。間接的にでも、彼の真意が知れて幸いでした」


    　俺たちの会話に気付いて、いつしかエルミーラさんと三姫が騒ぐのをやめていた。トウテツとコントンは気を利かせたのか、すでに俺の中へと引っ込んでいた。


    「汐しお莉りさん、諦あきらめることはありませんわ。ワタクシたちが【魔神】キュウキを討てば、その屡贄とやらも考えを改めるかもしれません」


    「話してダメなら、拳こぶしで語るでしゅ」


    「それでもグズるようなら、二百年ほど反省させてやるわ。この蛇へび塚づか先生に任せなさい」


    　一同の励ましに、小さく会釈を返す雪宮さん。そんな彼女に、お茶を淹いれ直してやるサイドテール処女。


    「ところで雪宮、どうするの？　屡贄が敵だとハッキリした以上、あんたの滞在期間はかなり伸びちゃうことになりそうだけど」


    　確かにそうだ。屡贄があちらとの同盟を考えているなら、いずれトッコとキュウキを引き合わせようと画策するだろう。そのために強硬手段を取る可能性があるのだ。


    　例えば、雪ゆき宮みやさんの拉ら致ちとか……セバスチャンを捨てた今の彼なら、器を傷つけるくらい平気かもしれない。あいつは雪宮さんを、「器として相応ふさわしくない」と断じたのだから。


    　やはりもうしばらく、この家に留とどまってもらうべきだ──そんな俺の見解とは裏腹に、しかしながら『祝命の巫み女こ』は逆の表明をした。


    「私、ひとまず自宅へ戻ろうと思います。いくらなんでもキュウキを倒すまでご厄やつ介かいになるわけにはいきませんし、トッコとビャトランがいれば何とかなりますから」


    　ビャトランとは、雪宮さんの守護神である【白びやつ虎こ】のことだ。そういえば彼女は、本来の異能力が復活したんだっけ。


    「たとえ屡ル贄ニエが武力行使に出ようと、今の私なら負けません。実は少し前からそう思っていたんですが、ここでの生活がちょっと気に入ってしまいまして……」


    　そうだったのか。確かに雪宮さんだって、歴戦の戦士だ。簡単に敵の手に落ちるほど弱い存在ではない。というか【白虎】＋【魔神】で、今やヒロインズ最強と言える。


    　それにしても、この家ってそんなに居い心ごご地ちがいいんだろうか。ここで暮らしたヒロインズ二名が、どちらも「龍りゆう牙がが女の子だと知らない」というのも皮肉な話だが。


    「小こ林ばやしさん。短い間でしたけど、お世話になりました。実家へ帰らせて頂きます」


    　姿勢を正し、畳に三つ指をつく雪宮さん。離縁する奥さんみたいだった。


    　俺が言葉を返すより早く、魅ミ怨オンが「待ちなさい雪宮」と口を開く。


    「あんた、歌のレッスンはどうするの？　まだ途中でしょ？　どうせ文化祭まであと少しなんだから、家に戻るのはそれからにしたら？」


    　え？　と目をパチクリさせた雪宮さんに、プイとそっぽを向くなんちゃって女子高生。


    「か、勘違いしないでよねっ。今のままじゃ、本番で失敗しないか心配だからっ。そうなったら指導者である、私の責任だからっ。ただそれだけよっ」


    　……今、物凄すごいツンデレを見た。


    　つくづく面倒見のいいシラサギ次女だ。これも「お母さん属性」のなせる業わざか。


    　雪宮さんがお伺うかがいを立てるように俺を見てきたので、大きく首しゆ肯こうしてやる。すると彼女は嬉うれしそうに笑って、「ではお言葉に甘えまして、もう少しだけ」と言った。


    　ここが気に入ってるなら、どうぞ好きなだけいてくれて構わない。


    　セバスチャンのいない自宅は、今の雪宮さんにとって──とても寂しい場所だろうから。


    「遠慮は無用ですわ汐しお莉りさん。自分の家だと思って、ゆっくりしていきなさいな」


    「何でエルミーラが言うんでしゅか。それはキキのセリフでしゅ」


    　ヴァンパイア少女に、すぐさまツッコミを入れるオカッパ幼女。


    　いや、お前も居い候そうろうなんだけどな……。
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    　それからあっという間に週末となり、いよいよ文化祭当日となった。


    　警戒していた屡ル贄ニエの襲撃もなく、雪ゆき宮みやさんは小こ林ばやし家に滞在したまま。とにかく今はやれることをと、魅ミ怨オン先生による歌のレッスンに励んできた。


    　もちろん放課後は、龍りゆう牙がたちと一緒にスタジオでの練習も続けてきた。日に日に向上する雪宮さんの歌唱力に、メンバーは舌を巻いていたものだ。


    　龍牙バンドの出演予定時刻は、午後三時半。努力の成果が発揮できることを願う。


    （文化祭が終わったら、すぐにでもリューガたちにセバスチャンの正体を打ち明けよう。第三部の前半は、雪宮さんエピソードと並行して進めていくってコトで）


    　トッコの登場からと考えれば、えらく長なが丁ちよう場ばなエピソードになってしまった。まあ四し神じんヒロインズ最後のメイン回だし、これくらいボリュームがあってもいいだろう。


    （悪いけど、黒くろ亀がめさんのメインエピソードはカットさせてもらう。別にクレームは来ないはずだ。どこにも需要はねえはずだ）


    　と、そんな俺の胸中はさておき。


    「コバ！　このコーヒー三つ、一番テーブルに！」


    「あと五番テーブルの注文を取ってきて！　ちゃんと『お帰りなさいませ、ご主人様』って言うの忘れないで！」


    　我が二年Ｂ組は現在、大わらわだった。予想に反して「男子メイド喫茶」が、しこたま繁盛していたのだ。


    　廊下には長い行列ができており、二十分以上の待ち時間となっている。言うまでもなく、この盛況振りの主要因は──


    「おい、あの子じゃねえかっ？　噂うわさになってたの！」


    「うお！　マジで女の子にしか見えねえ！」


    「あれが男子だってのかっ？　俺、普通に付き合えるんだけど！」


    　そう。ウチの看板メイドたる、火ひ乃の森もり龍牙だった。


    　お客のほとんどは男性であり、そのほとんどが龍牙を目当てに来ているのであった。


    「えっと、コーヒーとクッキーをお二つずつですね。少々お待ち下さいませ、ご主人様」


    　ヒラヒラのスカートを翻ひるがえし、いそいそと厨ちゆう房ぼうにオーダーを伝えにいく女装男子……と見せかけた普段は男装女子。自分でも何を言ってるのか分からない。


    　彼女のメイド姿なら何度も見たことがあるのだが、やっぱり抜群に似合っていた。しかもすでに開き直っているのか、営業スマイルもバッチリ。当然だがスネはツルツル。


    （そりゃ噂うわさにもなるだろう。男だと聞かされていても、電話番号を渡したくなるだろう）


    　ちなみにエルミーラさんは、午後からの厨ちゆう房ぼう班に配属されている。だから午前中の今は、校内を回って文化祭を満喫している。


    　昼前には当番が変わるので、のちほど俺たちもブラついてみる予定だ。そういう意味では龍りゆう牙がと同じシフトだったのはラッキーと言える。


    （そういやアギトの奴やつは、エルミーラさんと同じシフトだったか。ということは、あいつも今は自由時間……）


    　そう思った瞬間。その阿あ義ぎ斗とが教室に入ってきた。店員ではなく、客として。


    （チッ、やっぱ来やがったか）


    　考えてみれば当然だ。彼が文化祭に協力的だったのは、ひとえにメイド龍牙を見るためなのだから。そのためにわざわざ休戦協定まで結んだのだから。


    　空席に座った阿義斗に対応したのは、バッドタイミングにも当の龍牙だった。メイドは五人もいるのに、何て強運な男だ……やはり奴には主人公の素質があるのか？


    「何でお客として来るんだよ……俺のメイド姿なら、朝も見ただろ？」


    　龍牙が注文すら聞かず、阿義斗の前にコーヒーを粗雑に置く。ことさら不機嫌な顔で。


    　その塩対応を全く気にせず、龍牙を頭から爪先まで食い入るように眺めている変態紳士。希望通り猫耳カチューシャをつけている龍牙に、超ご満悦だった。
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    「火ひ乃の森もり。お前のその姿、夢にまで見たぞ。もはや私は死んでも構わん」


    　やめろ。お前が死んだら第三部どうするんだ。


    「廊下でお客さんがたくさん待ってるんだから、さっさとそれ飲んで、さっさと出ていくようにっ。できればそのまま転校するようにっ」


    「まずは『お帰りなさいませ、ご主人様』だろう。ちゃんと職務を全うしろ」


    　反論できず、龍牙が「ぐぬぬ」と唸うなっている。悔くやしげに阿義斗を睨にらみつける様は、そういうサービスかのようだった。


    「お、お帰りなさいませ、ご主人様……」


    「よし。次に『コーヒーのお砂糖は、いくつお入れしますか？』だ」


    「コーヒーのお砂糖は、いくつお入れしますか」


    「よし。次は『よろしければ、私がスプーンでかき混ぜますニャン』だ」


    「よろしければ、俺がスプーンでかき混ぜます……ニャン」


    　断腸の思いで指示に従う龍牙。「私」ではなく「俺」と言ったのは、せめてもの抵抗か。


    「よし。次は『代わりにご主人様は、私の中をかき混ぜて下さい。貴方あなたの濃厚なミルクを注いで下さい。んっほぉぉぉーっ』だ」


    「コーヒーぶっかけるよ！」


    　マズい。俺たちの主人公が、予想通りのセクハラ被害に遭っている。


    　何とか助けてやりたかったが、俺は俺でメイドとしての職務を全うする必要があった。また新規のお客がやってきたので、注文を取りにいかねばならない。


    （リューガ、もう少し耐えてくれ。この注文を聞いたら、接客を入れ替わろう。アギトの相手は俺がする）


    　そう思いつつ、ご新規の二人客に水を出した刹せつ那な──俺は固まってしまった。


    　その二人組が、俺の知っている奴やつらだったからだ。ガラの悪そうな銀髪の黒ギャルと、でかい図体のムキムキ僧そう侶りよだったからだ。


    「お、お前ら……！」


    　それは『奈な落らくの八はつ傑けつ』である蛮将・弑シイ麻マ、そして戒将・災サイ蒜ヒルであった。


    　キュウキの配下である、チーター使徒とカブトムシ使徒であった。


    「よおコバイチ、なかなか似合ってんじゃん。コーヒー二つ頼むわ。マンションではアタイが淹いれてやったから、そのお返しってコトで」


    「小こ林ばやし一いち郎ろうよ。そのスネ毛、戒いましめよ」


    　急ぎ振り返って阿あ義ぎ斗とを見ると、依い然ぜんとして龍りゆう牙がをしつこく引き留めていた。こちらのことなど全く眼中にない様子だった。


    「おいお前ら、文化祭中は休戦のはずだぞっ？　何でここに来やがったっ？　これはアギトの指示かっ？」


    「確かに入場券はあいつから貰もらったけど、無関係だし。アタイら遊びにきただけだし」


    「休戦の約やく定じようは、キュウキ様による厳命。拙せつ僧そうらが破ることはない」


    　敵キャラのクセに、遊びにきたって……まさか俺と絡んだことで、こいつらもコメディーに感染しているのか？　小こ林ばやし菌が、生きて腸まで届いているのか？


    「いいか、問題は起こすなよ？　あとリューガには絡むな。お前らの正体がバレたら、文化祭どころじゃなくなっちまう」


    「はっはん。バレるようなヘマはしねえよ。火ひ乃の森もり龍りゆう牙がはもちろん、この学校じゃ阿あ義ぎ斗とにも絡むなって言われてるし」


    「それから、ここへ来るなら午後にしろ。メイドのアギトに会えるから」


    「んなモン見たくねえよ。ここだけの話、あいつってイケ好かねえんだよ。アタイのギター演奏に、いちいちケチつけやがるんだぜ？」


    「よせ弑シイ麻マ。阿義斗殿は、キュウキ様の器であらせられる。その暴言、戒いましめよ」


    　そのキュウキ様の器に、再び視線を向けてみると──龍牙に思いっきりお盆でどつかれていた。靴くつの先に取りつけた手鏡で、スカートの中を覗のぞこうとしたのがバレたようだ。


    「何をする火乃森。そこは怒るのではなく、むしろ喜ぶところだろう」


    「喜ぶわけないだろ！　いいから早く飲め！　熱くても我慢して飲め！」


    「ご主人様として命じる。口移しで飲ませてくれ」


    「だ、誰がそんなこと！　ハッキリ言うけど、俺はお前なんて大っ嫌いだ！」


    「またそのように煮えきらない返事を……では帰る代わりに、一つだけ私の願いを聞いてくれないだろうか。先ほどのような冗談ではなく、切実かつ火急の頼みだ」


    「な、何だよそれ」


    「パンツをくれ」


    「この中にお巡りさんはいらっしゃいませんか!?」


    　そんなやり取りを俺が嘆かわしげに見詰める一方、黒ギャルは面白そうにゲラゲラと笑っていた。いつの間にやら椅い子すを立ち、馴なれ馴れしく俺の肩に手を回して。


    「この店って、セクハラがアリなのか？　だったらアタイもやっちゃおうかな～」


    「よせ弑麻。そのお触り、戒めよ」


    「それとも、逆にコバイチがセクハラする？　アタイのパンツの色を当てられたら、ここで脱いでプレゼントするぜ？」


    「よせ弑麻。そのパンツ当てゲーム、戒めよ。黒に一票なり」


    　……それから約十分後。


    　散々っぱら俺と龍牙を手こずらせた末に、ようやく第三部の敵キャラどもは退店していってくれた。不幸中の幸いか、龍牙は使徒二名の存在には気付かなかったようだ。


    （全く、一気にどっと疲れちまったぜ……まだ午前中だってのに）


    　とはいえ、シフトの終了時間まではまだ三十分もある。お客は途絶える気配がないし、一息入れている余裕はない。


    　龍りゆう牙がも気を取り直して、次なるお客さんへの対応に向かっている。


    　今度は一名様の、若い男だった。何な故ぜか帽子を深く被かぶり、サングラスをかけ、妙にソワソワしていた。明らかに不審な客だ。


    「お帰りなさいませ、ご主人様。ご注文はお決まりですかニャン？」


    　営業スマイルを取り戻し、にこやかに笑いかけるメイド龍牙。


    　そんな彼女をしげしげと観察し、コホンと咳せき払いする不審な男。あれってまさか……。


    「え、えっと、コーヒーを一つ……あ、ラブを十回くらい注入して下さい」


    「かしこまりました。お砂糖はいくつお入れしますか？」


    「ラブだけでいいです。それと、さっき聞こえたんスけど……龍牙たんのパンツ、テイクアウトできるんスか？」


    「そういうサービスはしてません！　というか君、トウテツでしょ！」


    「な、何で分かったの!?」


    「分かるよ！　その変装、怜れいさんのデートを尾つけたときの一いち郎ろうと全く同じだから！」


    　やっぱりトウテツだった。いつの間に出てきやがったんだ……。


    　おいコラ、靴くつの爪先に手鏡をつけるな。お盆でどつかれるぞ。
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    　様々なトラブルに見舞われつつも、何とかシフトが終了し。


    　メイド業務から解放された俺と龍牙は、予定通り一緒に校内を巡ることにした。


    　ちなみにトウテツは、すでに回収してある。猫耳メイド龍牙を見られた時点で、もう文化祭に用はないとのこと。やっぱり手鏡がバレて、お盆でどつかれていたが。


    「どうするリューガ。まずどこから回る？」


    「とりあえず、お隣のＣ組を覗のぞいてみようか。……あ、そうだ一郎」


    　従来の男子制服に着替え直し、二人してＢ組の教室を出るなり。ふと龍牙が眉まゆをひそめて訊きいてきた。


    「確認しておきたいんだけど、さっきお客さんでシーマさんが来てたよね？　この前ボウリング場で会った、天てん涼りよう院いんの友達の」


    「あ、ああ。遊びにきたんだってさ」


    「しかも彼女と一緒にいたのって、いつだったか声をかけてきた托たく鉢はつのお坊さんだよね？」


    　黙っておこうと思ったのに、気付いてたのか……まあ、あんな目立つコンビじゃ無理もないか。正体までバレていないだけ良しとしよう。


    「あの二人、どういう間柄なの？　関係性が全然分からないんだけど……」


    「な、何か同じマンションに住んでるらしいぞ。もしかしたら付き合ってるのかもな」


    「お坊さんがマンションに住んでるの？　女子高生と付き合ってるの？　それってマズくないのかな。戒律的にも、倫理的にも」


    「きっと僧そう侶りよのコスプレをしてるだけなんだろう。本当のお仕事は他にあるんだろう」


    　適当な言葉でごまかし、そのままＣ組の教室へお邪魔する。ここは雪ゆき宮みやさんのクラスで、確か「お見合いゲーム」を催していると聞いた。


    　……が、どうも訪れたタイミングが悪かったようだ。雪宮さんは午後からのシフトということで不在。しかもゲームは、定員が揃そろうまでの待機中だった。


    　参加希望者は現在、男性が三人。しかし女性の方は一人もいないという状態だ。これではいつ始まるか分からない。


    「なあリューガ。雪宮さんもいないし、次んトコ行こうぜ」


    「そうだね。もともと見学するだけのつもりだったしね。私たち、とっくにカップル成立してるもんね」


    　サラリと言った龍りゆう牙がに引き攣つった笑みを返し、Ｃ組を去ろうとしたところ。


    　ちょうどそこへ、参加希望らしき男が新たに一人やってきた。茶髪に星形ピアスという、いかにもチャラそうな央おう明めい高校の男子生徒が。


    「さ、佐さ々さ木きさん!?」


    　その人物を見た瞬間。俺は思わず叫んでしまった。


    　それは三年生の佐々木洋よう介すけさんだった。生徒会で書記を務めている、剣術道場・月げつ翔しよう館かんに籍を置く、かつて魅ミ怨オンをしつこくナンパしていた、あの佐々木さんだったのだ。


    「お？　小こ林ばやしじゃねえか。何だよ、お前もお見合いゲームしにきたのか？」


    　こちらに気付いた佐々木さんが、フンと鼻でせせら笑ってくる。


    　龍牙は少しムッとしたようだが、俺はホッとしていた。よかった、以前と同じリアクションだ。今でも俺のことを、取るに足らない雑ざ魚こだと認識してくれているようだ。


    「せめてゲームだけでもカップルになりてえってか？　諦あきらめろや。お前のそのツラじゃ、どう考えてもモテるワケ──」


    「佐々木さあああーん！　お久し振りですうううー！」


    　小馬鹿にされたのが嬉うれしくて、俺は辛抱堪たまらず佐々木さんに抱き着いてしまった。


    「うお！　何すんだ！　キメェんだよ！」


    「あんただけやあー！　俺を侮あなどり、蔑さげすみ、貶おとしめてくれる理解者は、あんさんだけやあー！」


    「何で関西弁なんだコラ！　離れろボケ！」


    「はっ……そ、そうですよね。俺としたことが、不覚にも素で反応してしまいました。では改めて……誰がモテないんだ！　バカにするのも大概にしろチクショウ！」


    「俺、何かお前のコト怖くなってきたよ……」


    　久きゆう闊かつを叙じよする俺たちを邪魔するように。


    　Ｃ組の女子生徒たちが進み出て、こちらへ声をかけてきた。


    「えっと、ちょうど男性陣が六名になったみたいなので、ゲームを始めようと思います。申し訳ありませんが、女性陣として私たちＣ組スタッフが参加させて頂きますね」


    　六名？　それはつまり、先に来ていた男性三人と、佐さ々さ木きさんと……俺と龍りゆう牙がまで入れられてるってコトか？　しかも女子は全て、サクラというコトか？


    「おいおい、そりゃねえよ～。完全に出来レースじゃんか……Ｃ組ならせめて、あの子はいねえの？　雪ゆき宮みやさんっていう超可愛い子──」


    　佐々木さんが落胆の声をあげた、その時だった。


    「お待ちなさいなっ。そのゲーム、ワタクシも参加させてもらいますわ！」


    「同じく、私も参加するわっ」


    　いきなり待ったがかけられ、二人の女子が颯さつ爽そうと教室へ乗り込んできた。


    　それは深しん紅くのウェーブヘアーの、学園において雪宮さんに劣らぬ人気を持つ、シフト外なので校内を回っていたと思われるヴァンパイア少女と。


    　サイドテールに髪を結った、この辺では見かけないセーラー服を着た、気の強そうなツリ目がチャームポイントのシラサギ少女だった。


    （エルミーラさんはともかく、何で魅ミ怨オンまで来てるんだ！）


    　仰ぎよう天てんする俺の横で、龍牙もまた仰天していた。


    　そりゃそうだ。三さん姫きがこうして龍牙の前に現れるのは、墓地でのバトル以来なんだから。実はスーパーでニアミスしてるけど。


    「ミ、魅怨！　どうして君がここに!?　君たちには色々と訊ききたいことが──」


    　当然ながら詰め寄ろうとした龍牙を、片手で制する三姫の次女。


    「その話はあとよ火ひ乃の森もり龍牙。さあ、早くゲームを始めようじゃない。私が『奈な落らくの三姫』において、決して城じよう島しまポジションじゃないこと……この場で証明してあげるわ！」


    「あら、ワタクシに勝てると思ってますの？　ちゃんちゃらおかしいですわね魅怨。せいぜい赤っ恥をかかないよう頑張りなさいな」


    　突とつ如じよとして現れた二人の美少女に、息を吹き返したように「うおおお！」とテンションを上げる、佐々木さんたち男性陣。


    「マジかよ！　前にナンパし損ねた魅怨ちゃんじゃん！　それにエルミーラさんまで！　ヤベえ、どっちを選べばいいんだ！」


    「参加してよかった！　こんな可愛い子が二人も来てくれるなんて！」


    「セーラー服最高！　俺、絶対あの子にする！」


    「異人さんじゃ！　赤毛の異人さんじゃ！」


    　もはや辞退できるような状況でなくなり、なし崩し的に「お見合いゲーム」が開始されてしまう。龍りゆう牙がもやむなく了承したようだ。


    　並べた机を挟んで、向かい合って着席する十二名の参加者たち。


    　男性陣の中には、一人だけお爺ちゃんがいた。この学校に孫でもいるんだろうか。


    「絶対に魅ミ怨オンちゃんかエルミーラさんとカップルになってやる……和かず彦ひこのヤツ、彼女と一緒に来てやがったからな……見せつけられてばっかじゃたまんねえぜ」


    　佐さ々さ木きさんが燃えている。ちなみに和彦とは、確か蒼あおヶが崎さきさんの幼おさな馴な染じみだったはず。今は月げつ翔しよう館かんに在籍しているが、大学受験を終えたらまた蒼ヶ崎道場に戻ってくるそうだ。


    「それではスタート！　男性陣の方々、積極的に質問をして下さいね！」


    　司会も兼ねている女性側の一人の声を合図に、男性陣が怒ど涛とうの勢いで話しかける。


    「魅怨ちゃん！　このあと隣のメイド喫茶でお茶しないっ？　俺のクラスの焼きソバ屋でもいいぜ！　もちろん奢おごるよ！　女の子にお金なんか出させねえ！」


    「エルミーラさんっていったかなっ？　初めて会ったけど、ずっと前から好きでした！」


    「魅怨さん！　たとえ君が人間じゃなくても、僕は君を選ぶだろう！」


    「赤毛の異人さん！　ワシはあんたを、エルミーちゃんと呼ぶことにするぞい！」


    　やはりというべきか、エルミーラさんと魅怨に人気が集中している。ゲームが盛り上がっていることで、Ｃ組のサクラたちも喜んでいた。


    「ホホホ、困りましたわね。ワタクシ、すでに子持ちでしてよ？」


    　困ってなどないクセに、カマトトぶっている吸血鬼。子持ちって言うんじゃない。


    「ん～、どうしよっかなあ。私、こう見えて主婦なのよね～」


    　シラサギのクセに、猫を被かぶっている将軍。弑シイ麻マらといい、使徒ってお祭り好きなのか？


    　すっかり取り残された俺と龍牙をよそに、お見合いという名のナンパ合戦はひたすら続いていく。


    　たかがゲームなれど、男性陣は必死だ。何でもこの「お見合いゲーム」は央おう明めい高校の伝統的な出し物であり、本当にカップルとなった者たちも結構いるそうな。


    　……と、横にいる龍牙が、ボソリと俺に耳打ちしてきた。


    「一いち郎ろう。エルと魅怨を選んじゃ嫌だよ。指名するのは、Ｃ組のサクラの子にして」


    「へ？」


    「ゲームだとしても、何か面白くないから」


    　釘くぎをさされるまでもない。俺が指名する相手は、すでに決めてある。


    「──それでは、お待ちかねのご指名タイム！　それぞれお手元の画用紙に、意中のお方の名前を書いて下さい！　両想いだったらカップル成立です！」


    　十五分ほどのトークが終わり、司会者がそう宣告する。いよいよ発表だ。


    （ヤベえ、ちょっとドキドキしてきた……割とマジで選んじまったからな……）


    　司会者の指示に従い、一斉に画用紙を掲げる十二人。


    　その結果──何と一組だけカップルが成立していた。


    　まずＣ組のサクラ女子四人は、全員が龍りゆう牙がと書いていた。エルミーラさんと魅ミ怨オンは、俺の名前を書いていた。


    　対する佐さ々さ木きさんら男性陣四人は、エルミーラさんに二票と、魅怨に二票。俺は佐々木さんの名前を書いたところ、「趣旨が違う」と無効にされた。


    　最後に龍牙なのだが、彼女は無難にサクラの一人である豪ごう徳とく寺じさんの名前を書いていた。すなわち──ここで互いの指名が合致してしまったのだ。


    「やりました！　カップル誕生です！　火ひ乃の森もりくんと豪徳寺さんに拍手を！」


    　一同が乾いた拍手を送る中、龍牙が痛恨の表情をしている。一方の豪徳寺さんは会心の表情で拳こぶしを突き上げ、「よっしゃー！」と勝かち鬨どきをあげていた。


    　豪徳寺武たけ子こ。身長百七十センチ、体重八十キロ。ソフトボール部では捕手を務めており、一年時から不動の四番打者。通算本塁打は三十本である。


    「何な故ぜだ魅怨ちゃん！　どうして俺じゃないんだ！　ざけんじゃねえぞ小こ林ばやし！　何でお前がモテてんだああー！」


    「小林一いち郎ろう！　ワタクシを指名しないとは、どういう了見ですの!?　シズマに何て申し開きするつもりですの!?」


    「一郎くん！　私、信じてたのよ!?　何だかんだいって、正妻ポジションは私だって……どうして佐々木にその座を奪われなきゃいけないのよ！」


    「というか一郎！　何で男子を指名してるんだよ！　それなら火乃森龍牙って書いてくれればいいだろ！　この浮気者！」


    　関係者各位から、何故か俺に非難の声が浴びせられる。ペンまで飛んでくる。


    　こんな殺さつ伐ばつとしたゲームだとは思わなかった。俺はただ、佐々木さんとお近付きになりたかっただけなのに……隣で笑ってたかっただけなのに……。


    　理り不ふ尽じんにも謝罪する雰囲気になりかける中、司会者がパンと手を叩いた。


    「あっ、次の参加希望者さんたちが揃そろってますね！　ではこのゲームはここまで！　火乃森くんに豪徳寺さん、おめでとうございました！」


    　……それから間もなく。佐々木さんは半泣きで教室を走り去った。


    　エルミーラさんと魅怨は、「ヤケ食いしてやる」と言い残してどこかへ消えた。


    　さらには龍牙もまた──豪徳寺さんによって、いずこかへ拉ら致ちされてしまった。
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    　Ｃ組の教室を出て途方に暮れていると、ややあって龍牙からメールが入った。


    　少しだけ豪ごう徳とく寺じさんと校内を回るそうだ。指名した手前、誘いを断ることができなかったのだろう。相変わらず押しに弱い主人公である。


    （参ったな。まさか豪徳寺さんにリューガを強奪されるとは……だが、そのプチデートを邪魔するワケにもいかねえ。豪徳寺さんの北ほく斗と剛ごう掌しよう波はを食らう恐れがある）


    　しばし思案したのち、俺はとりあえず黒くろ亀がめさんがいる二年Ｅ組に行ってみることにした。確か彼女のクラスは「お化け屋敷」をやっているはずだ。


    　オバケが苦手な龍りゆう牙がと入ると、女の子リアクションが出てしまうかもしれない。だったら今のうちに一人でクリアしておこう……そういう判断だった。


    （そういや、弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルはどこ行ったんだ？　あいつらと魅ミ怨オンが出くわしたら、面倒なことになるかもしれねえ。捜した方がいいかな）


    　人波で賑にぎわう廊下を進み、程なく二年Ｅ組が見えてくると。


    「あ、小こ林ばやしさん」


    　偶然にもそこに、雪ゆき宮みやさんがいた。どうやら彼女も黒亀さんに会いにきたようだ。


    「やあ雪宮さん。今は自由時間なんだっけ？」


    「はい。小林さんは、火ひ乃の森もりくんと一緒じゃなかったんですか？」


    「残念ながらリューガは、キャッチャーにブロックされてしまった」


    　意味が分からず小首を傾かしげた雪宮さんに、「お見合いゲーム」の顛てん末まつを説明する。


    　すると魅怨の名前を聞いたところで、彼女はとても申し訳なさそうな顔をした。


    「ごめんなさい小林さん。魅怨に入場券をあげたのは、私なんです」


    「そ、そうなの？」


    「はい。どうしても欲しいとせがまれまして……二枚の入場券を、魅怨と忌キ綺キに」


    「じゃあ、あのオカッパ幼女も来てるってコトか……」


    　央おう明めい高校の文化祭は、誰でも来場できるわけじゃない。入場券を持っている者しか校内に入れないのだ。


    　生徒たちには二枚ずつ入場券が配られ、それを誰に譲渡するかは自由だ。災蒜と弑麻は、阿あ義ぎ斗とからゲットしたのだろう。で、魅怨と忌綺は、雪宮さんからゲットしたわけだ。


    　ちなみに呪ジユ理リには、入場券は必要ない。だってあいつ、ウチの養護教諭だから。


    「ところで雪宮さん。トッコはおとなしくしてる？」


    「はい。先ほど、チョコバナナを二つも食べさせてあげました。あとで焼きソバも食べさせてあげる約束です」


    　少し甘やかし過ぎじゃないだろうか。それ全部、雪宮さんの胃袋に入るんだけど……。


    　そんなことを思っていると。ふと雪宮さんが、物憂げに視線を落とした。


    「セバスチャンは……やっぱりキュウキのところにいるのでしょうか。思えば今日で、ちょうど彼の休暇期間は終わりなのですけど」


    　下を向いたまま、そうポツリと呟つぶやく雪ゆき宮みやさん。


    　……そういえば屡ル贄ニエは、セバスチャンとして一週間の休暇申請をしてから去っていったんだったか。この状況だと、そのまま退職という形になりそうだ。


    　そして一週間という期限は、キュウキとの休戦協定の終了も意味している。あの【ショタ魔神】が動くなら、屡贄だって動くかもしれない。第三部は明日からが本番なのだ。


    「小こ林ばやしさんや火ひ乃の森もりくんも同じだとは思いますが……私の両親は仕事に忙しく、滅多に家へ帰ってこないんです」


    　述懐を続ける雪宮さんに、通り過ぎる大半の男性たちが目を奪われている。


    　が、声をかけようとする者はいなかった。ナンパに応じそうな雰囲気ではないことを、彼女の表情から察しているのだろう。


    「それを寂しいと思わなかったのは、ひとえにセバスチャンのお陰です。一方で彼は、私の両親に『お嬢様のため、多少無理をしてでも屋敷へお戻り下さい』と、いつも頼んでくれていました。あれもやっぱり……演技だったのでしょうか」


    　返す言葉もない俺を、雪宮さんの澄んだ瞳ひとみが見上げてくる。


    「覚えていますか小林さん。前に一度、小林さんに船上パーティーに同行して頂いたことがありましたよね？　新米の執事という名目で」


    「ああ。もちろん覚えてるよ」


    「自分の後継を、早めに育てておきたい……セバスチャンがそう言ったのは、実は本当なんです。あの頃、彼はすでに──私の元から去ることを考えていたのかもしれません」


    「なあ雪宮さん。そういえば一つ、確認しておきたいことがあったんだ」


    　唇くちびるを噛かみ締める雪宮さんを見詰めながら、俺は返事の代わりに質問をした。


    　それは本来、もっと早く訊きいておくべきことだった。スーパーで屡贄と出会ったことを伝えた、その夜のうちにでも。


    「確認、ですか？　何でしょうか」


    「今さらながらに気付いたんだけど、屡贄って右手の人差し指に、ビーズでできた指輪をしてるんだ。もしかしてアレって……」


    「はい。私が贈った指輪です。まだ小学生の低学年だった頃でしょうか……外していいと何度も言ったのに、『これは大切な物ですので』と」


    　やっぱりそうか。


    　大企業の執事らしくない、どう見ても手作りだと思われる玩具の指輪。あれは雪宮さんからのプレゼントであり、屡贄は今でもそれをしているということだ。


    （こうなると、いよいよ分からなくなってくるな……屡贄は本当に、雪宮さんを単なるトッコの器だと割りきっているのか？　本当にセバスチャンを返上したのか？）


    　あのオニグモ使徒は、キュウキに取り入ろうとしている……それは間違いないだろう。


    　でも俺は結局のところ、屡ル贄ニエの真意を見極められていないのかも。そこをうやむやにしたまま、彼を敵キャラとして倒すのは軽率な気がする。


    　俺はできれば、屡贄に戻ってきてもらう形で「雪ゆき宮みや汐しお莉りのサブストーリー」を締めたいと考えている。そこはご都合主義でいいじゃないかと思っている。


    　このエピソードを、雪宮さんが泣いて終わるような結末にはしたくない──それが俺の正直な気持ちなのだ。


    「雪宮さん。やっぱりもう一度、屡贄と対話してみよう。君の思いを、ちゃんと奴やつにぶつけるべきだ」


    「え？　で、でも……」


    「エルミーラさんも言ってたけど、諦あきらめることはない。諦めたらそこでエピソード終了だ。大丈夫、俺が何とかするから」


    「私の個人的なワガママで、そこまで小こ林ばやしさんにご迷惑をかけるわけには……」


    「ゲーセンで言ったろ？　雪宮さんの問題は、俺が必ず解決するって。それはトッコのことだけじゃなく、今では屡贄のことも含まれているんだ。万一の事故やトラブルにも、幅広く対応する……それが俺のモットーだ」


    　眉まゆを下げて「はあ」と困惑している雪宮さんに、俺は保険のセールスマンのごとく弁舌を振るう。安心の小林サポートをお勧めする。


    「絶対に屡贄を、雪宮さんの前につれてくるから。たとえ引きずってでも」


    「ですけど……」


    「たとえ殴ってでも、騙だましてでも、そこらを歩いてる外国人を替え玉にしてでも、必ずつれてくるから。信頼と実績の小林サポートに任せてくれ！」


    「インチキ臭いです！　小林サポート！」


    　堪たまらず突っ込んできたのち、しかし雪宮さんはクスリと笑った。


    　不覚にも見とれてしまうほどの可か憐れんな笑顔だった。もし彼女が「お見合いゲーム」に参加していたら、ヴァンパイアとシラサギ使徒は敗北していたかもしれない。


    「でも、そうですね。私もあの時、ゲームセンターで言いました。小林さんに従うことにしますと……小林さんは、私の『専属アドバイザー』ですから」


    「ああ。ついでに言うけど、料理に関するアドバイスも聞き入れてくれ」


    「料理のことは大丈夫です。今や私の腕前は、三つ星レベルだと自負しています」


    「それ三つとも死し兆ちよう星せいだから！」


    「ひ、ひどいです！　私の料理は、トウテツさんのお墨付きなんですよ！」


    　元気を取り戻した雪宮さんが、ポカポカと俺を叩いてきたとき。


    　眼前のＥ組の教室から、見知ったショートカット少女がヒョコリと顔を出してきた。


    「あっ、イッくんに汐ちゃん！　ウチのお化け屋敷に来てくれたのっ？」


    　果たしてそれは、黒くろ亀がめさんだった。どうやら受付を担当しているらしく、オバケの扮ふん装そうはしていなかった。


    　英断だと思う。こんな陽気で騒がしい人に、オバケ役は務まらないだろう。


    「今なら五分待ちで入れるよ！　そりゃもう、バンタム級の怖さだよ！」


    「それは怖いのか」


    　顔をしかめた俺の横で、雪ゆき宮みやさんが「ではせっかくですので、入らせて頂きましょうか」と俺の手を引いて列の最後尾に並んだ。


    　といっても、待っているお客は二人だけ。もうすぐ昼時なので、ちょうど客足が減ったタイミングなのが幸いしたようだ。


    （もともと俺もそのつもりで来たんだし、ここは雪宮さんと一緒に楽しむとしようか。豪ごう徳とく寺じさんに取っ捕まってるリューガには悪いけど……）


    　が、生あい憎にくとそういうわけにはいかなかった。


    　このお化け屋敷、一人ずつ順番に入る決まりになっているようなのだ。カップルでキャッキャウフフと楽しむことができない、シビアな仕様だったのだ。


    「残念ですね、小こ林ばやしさんにエスコートして頂きたかったのですが……じゃあ、私からお先に失礼します」


    　ペコリと一礼して、薄暗い室内へと足を踏み入れる雪宮さん。


    　中に向けて「一名様、ご案内～」と告げた黒亀さんの声は、明らかにお化け屋敷には似つかわしくなかった。ファミレスみたいだった。


    　僅わずかな待ち時間を利用して、俺は引き続きオニグモ使徒への対策に思案を巡らせる。


    （人類と共存してもらうよう説得するのは、ひとまず後回しでいいだろう。それよりも重要なことは、あいつにキュウキとの同盟を踏み留とどまらせるコトだ）


    　屡ル贄ニエがキュウキと組もうとしているのは、トッコ陣営の戦力が不充分だからだ。


    　彼の配下たちは異界におり、こちらに呼び寄せる手立てがないのだ。


    　だったら交渉材料として、コントンに「異界の扉とびら」を開かせ、配下を召集させてやるのはどうだろうか？　僅かなりともキュウキに対抗できる戦力を得られれば、屡贄もプランを見直さないだろうか？


    （異界あつちの使徒が減れば、それだけシズマの仕事も楽になるだろうしな。キュウキにバレちまう前に、早いとこ異界を掌しよう握あくしないと……）


    　そこまで考えたとき。俺の思考は中断された。


    　いきなりＥ組の教室から、大きな悲鳴があがったのだ。とても聞き馴な染じみのある、【モッサリ魔神】の喚わめき声が。


    「どっひゃあああー！　出ただあああー！」


    　トッコだった。それはもうトッコだった。あの馬鹿、また勝手に出てきやがって！


    　続いてドタンバタンと、物が倒れたり引っくり返ったりする音が届いてくる。そして間を置かず、オバケの扮ふん装そうをした数人の生徒らが次々と廊下へ転げ出てきた。


    「で、出たああー！」


    「オバケが出たああー！」


    「貞さだ子こみたいな、でっかい女の幽霊がああー！」


    　パニックに陥おちいっているＥ組のスタッフたちに、黒くろ亀がめさんが目を白黒させている。


    「み、みんなどうしたの!?　そりゃ出るよ！　お化け屋敷だもん！」


    「違うの里り菜な！　ホントに出たの！　足がなかったから本物よ！」


    「ちゃんとお祓はらいに行かなかったからか!?」


    「こんな文化祭の出し物で、何も祟たたるコトねえじゃん！」


    　震え上がっているオバケたちを黒亀さんに任せ、俺はすぐさま教室に突入する。


    　厚地のカーテンで閉めきられた薄闇の中を、転がっている机や椅い子すに注意しながら進んでいくと……そこに雪ゆき宮みやさんがいた。


    　魂たましいが抜かれたように、うなだれて佇たたずんでいる学園のアイドル。その背後には──


    　異様に長い黒髪の、華きや奢しやな体たい躯くに薄手の黒ドレスをまとった、二十歳前後っぽい「巨大な女幽霊」が顕けん現げんしていた。


    「おいトッコ！　出てきちゃダメだろ！　早く引っ込め！」


    「い、一いち郎ろうどん……怖えだ……怖えだよおおおー！」


    「お前が怖えよ！」


    　こちらを向いたトッコ（戦闘バージョン）は、長い前髪に隠れているため顔がよく見えなかった。が、その隙すき間まから覗のぞく両眼が、不気味に爛らん々らんと輝いていた。


    　ビジュアルの恐ろしさだけは、【魔神】随一と言えよう。喋しやべると台無しだが。


    「オラ、異い形ぎようは平気だども、オバケはダメなんだべ……」


    「大差ねえよ！」


    「足がすくんで動けないだ……」


    「足まで出てねえだろ！」


    「それに何だか、胸焼けもするだ……」


    「チョコバナナを二本も食うからだ！」


    「そうだべっ。こういうときは、踊ることで恐怖をまぎらわせるだ。一郎どん、ちょっとオラのソーラン節、そこで見といてけろ」


    「シュール過ぎるだろ！　貞子のソーラン節とか！」


    　……それから程なく。どうにかトッコをなだめ、雪宮さんの中に引っ込んでもらった。


    　そのまま気絶してしまった雪宮さんを抱え、保健室へと向かうことにする。黒亀さんたちには、「貞子も伽か椰や子こも花はな子こもいなかった」と伝えておいた。


    （そういえば、テッちゃんもオバケが苦手だったか。前にホラー映画を観たとき、しばらく一人で夜のトイレに行けなかったもんな）


    　しっかりしてくれ、【魔神】たちよ。


    　まあ、我らが主人公もオバケは苦手なんだけど。
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    「いやあ、大変だったよお。豪ごう徳とく寺じさん、なかなか解放してくれなくて……」


    　ちょうどお昼となった頃。


    　俺はようやく龍りゆう牙がと再合流を果たし、校庭に行くため二人で廊下を歩いていた。


    　ちなみに保健室へつれていった雪ゆき宮みやさんは、十分ほどで目を覚ました。トッコが出てきてしまったことは理解しており、体調には何ら問題ないようだった。


    　昼からは「お見合いゲーム」のスタッフをすることになっているので、彼女は早々にＣ組へと戻っていった。その直後、折よく龍牙から連絡が入ったのだ。


    「そういえば、魅ミ怨オンはどこ行っちゃったんだろ？　結局話ができなかったけど……」


    「お、俺も捜したんだけど、見つからなかったよ。まあ、エルミーラさんと一緒みたいだし大丈夫じゃないかな？　テッちゃんにも捜させておくから」


    「うん。それより一いち郎ろう、早く行こっ。怜れいちゃんのヒーローショー、始まっちゃうよっ」


    　俺たちが校庭に向かっているのは、蒼あおヶが崎さきさんのステージを観るためだ。


    　彼女の三年Ａ組は「着ぐるみヒーローショー」を出し物としており、その公演が間もなく始まるのだ。一回二十分ほどの舞台であり、一時間ごとに行われているとのこと。


    （しかも蒼ヶ崎さん、主役のヒーローをやるんだよな。バンドの練習もあったし、ここ数日は大変だったろう）


    　三年生の蒼ヶ崎さんにとって、今回は最後の文化祭となる。きっと悔いが残らないよう、完全燃焼する気なのだろう。


    （もし演技力が申し分ないなら、女優という道もアリかも……何せルックスは完かん璧ぺきだから）


    　勝手に『斬ざん舞ぶの剣士』の進路を検討しつつ、校庭の特設ステージにやってくると。


    　すでに客席には、大勢の観衆が集まっていた。二百ほどのパイプ椅い子すが、ほとんど埋まってしまっていた。


    　俺たちが何とか二人分の座席を確保したあとも、どんどん人がやってくる。リピーターもいるようだった。


    （よっぽど好評ってコトだな……男性客が多いのは、やっぱ蒼ヶ崎さんのせいか？）


    　ついには立ち見客まで現れる一方、最前列では小さな子供たちがステージにかぶりつき、今か今かと開演を待っている。


    「怜れいちゃんが言うには、かなり本格的らしいよ。クラスメートにイベント会社とのツテがある人がいて、怪獣の着ぐるみを借りてきたんだって」


    「へえ……さすが三年だな」


    　と、そこで華々しい音楽が流れ、ステージが開始された。


    　早速ながら四体の怪獣が現れ、町のミニチュアを蹴け倒して暴れ回る。学祭のレベルを超えた着ぐるみのクオリティーに、子供たちは大興奮だった。


    　ストーリーはないに等しいが、そこまで求めるのは酷というものだろう。四体もちゃんとした怪獣を調達できた時点で、この企画はほぼ成功と言える。


    （あとはヒーローのアクションシーンに懸かかっている。どこまでいっても重要なのは、主役のカッコ良さだからな）


    　そろそろ登場する頃合いか……と俺が前のめりになった矢先。


    「そこまでだ怪獣ども！　これ以上の狼ろう藉ぜきは、私が許さない！」


    　凛り々りしい叫びと共に、ステージ上にスモークが盛大に噴霧された。


    　観客が「おおっ」と驚きにどよめく。俺と龍りゆう牙がも「おおっ」と言ってしまった。


    　やがて煙が晴れたとき──そこにスラリと長身の、ヒーローの勇姿があった。


    　加工したフルフェイスのヘルメットに、肩と手足に装甲があしらわれたボディスーツ。紺こん碧ぺきのマントを翻ひるがえし、手にはお馴な染じみの愛刀「御ご神しん木ぼく刀」を握り締めている。


    　うん。どう見ても蒼あおヶが崎さきさんだ。武器はもちろん、クッキリと浮き出たボディラインからして間違いない。あれほど見事なオッパイとお尻しりを持った人は、グラビアアイドルでもそうそういないだろう。


    「青せい龍りゆう仮面、見参！　地球への侵略者どもよ、我が刀の錆さびとしてくれよう！」


    　青龍仮面……割とそのまんまだ。もっとネーミングを練る時間はなかったのか。


    　まあ、安直だと思ってしまうのは、俺が蒼ヶ崎さんの正体を知っているからだ。


    　現にキッズは喝かつ采さいを送っている。父兄の方たちも喝采を送っている。そちらは多分、青龍仮面のドスケベボディに喜んでいるのだろうが。


    「行くぞ！　せやあ！」


    　華麗に跳躍し、怪獣の一体に斬きりつける青龍仮面。勇ましいＢＧＭに加え、ザシュ！　という効果音までついていた。


    「はっ！」


    　続けて青龍仮面が、木刀を空高く放り投げる。迫ってきた怪獣二匹をバク転しながら蹴りつけ、もう一度トンボを切ってストンと着地。


    　直後に右腕を横へ伸ばし、落ちてきた木刀をパシリとキャッチする。あたかも新体操のごときその妙技に、客席がワアっと沸き返った。


    「す、凄すげえ！　そこらのヒーローショーより凄え！」


    「何者だあの子は!?　本物のスーツアクターか!?」


    「オッパイが暴れてるうー！　ブルンブルンってえー！」


    　スタンディングオベーションする観衆。俺と龍りゆう牙がも、立ち上がって拍手した。


    「さっすが怜れいちゃん！　キレキレだね！」


    「満点のアクションだ。蒼あおヶが崎さきさんが主役に抜ばつ擢てきされたのは、決してオッパイだけが理由じゃねえ……あの超人的な身体能力があってこそだろう」


    　キビキビとした動きで、いちいち大おお袈げ裟さにポーズを決め、群がる怪獣としばし格闘を続ける蒼ヶ崎さん。もとい青せい龍りゆう仮面。


    　……ふと気付くと、俺たちの三列ほど前に、央おう明めい高校の制服を着た二人組がいた。


    「いいぞ怜！　頑張れ！」


    「ショーとはいえ、惚ほれ惚れする太た刀ち筋ですね。さすがは蒼ヶ崎先輩……」


    　一人は剣術道場・月げつ翔しよう館かんの御おん曹ぞう司しである、月見里やまなし朝あさ雄おさん。かつて奸かん将しよう・罵バ乱ロンに操あやつられ、蒼ヶ崎さんへ結婚を迫ったイケメン生徒会長だった。


    　もう一人は、十一月から次期生徒会長になることが内定している、宮みや本もと千ち鶴づるさん。同じく月翔館に所属する女剣士だが、今は蒼ヶ崎道場に一時入門している才さい媛えんだ。


    （一見するとお似合いのカップルなんだけど、確か二人は従兄妹いとこ同士なんだったか）


    　そんなことを思い出しつつ、ショーに集中するべく視線を前に向けたところ。


    　最前列でステージにかぶりついている子供たちの中に、とりわけ必死に声援を送っている幼女の姿があった。


    　赤いポシェットを斜めにかけた、晴れているのに長靴ぐつを履いた、幼稚園児風のオカッパ幼女である。同じルックスをした女児が、我が家にも一人いる。今日も一緒に朝飯を食った。


    （あれは……忌キ綺キか!?）


    　間違いない。ウチのエゾオオカミ使徒だ。よく聞くと青龍仮面ではなく、怪獣の方を応援していることからも明白だった。


    「一人ずつ行ってはダメでしゅ！　数で勝ってるんだから、もっと連係するでしゅ！」


    　青龍仮面に手も足も出ない怪獣たちに、身を乗り出してダメ出しを飛ばしているオカッパ幼女。完全に将軍目線だ。


    「今でしゅ！　キックでしゅ！　目でしゅ！」


    　が、そんなアドバイスも虚むなしく、怪獣たちは次々に倒されていく。「グエエエ！」という断だん末まつ魔まのサウンドを合図に、一体また一体とステージの袖そでに下がっていく。


    「思い知ったか怪獣ども！　この青龍仮面がいる限り、地球の平和は──」


    　いよいよ大詰めとなり、蒼ヶ崎さんが高らかに締めのセリフを叫ぼうとした刹せつ那な。


    「調子こくなでしゅ青龍仮面！　まだ戦いは終わってないでしゅ！」


    　怪獣の体ていたらくに業を煮やした忌綺が、何とステージに上がってしまった。


    　鼻息をフンフン鳴らし、蒼あおヶが崎さきさんをキッと見み据すえる三さん姫きの三女。人差し指をビシリと突きつけ、あろうことか青せい龍りゆう仮面に挑戦を表明する。


    「仲間たちの仇かたきは、このウルフ仮面が討つでしゅ！　いざ尋じん常じように勝負でしゅ！」


    「キ、忌キ綺キ!?　素顔なのに仮面だと!?」


    　どうでもいい箇所に突っ込んだのち、蒼ヶ崎さんが大慌あわてで忌綺を捕獲しようとする。


    「とにかく忌綺、ちょっと裏に来い！　君たち三姫には訊ききたいことがある！」


    「ウルフ仮面だと言ってるでしゅ！　正体をバラすなんて、ヒーローのクセにデリカシーがないでしゅ！　そういうお前は何者でしゅか！」


    「知らずに上がってきたのかっ？　私は蒼ヶ──」


    「問答無用でしゅ！」


    「そっちが訊いてきたんだろう！」


    　たちまち忌綺が地面を蹴ける。一瞬にして相手の背後に回り込み、容よう赦しやなく拳こぶしを唸うならせる。


    「は、速い……！」


    　それを紙一重でかわし、バックステップで距離を取ろうとする『斬ざん舞ぶの剣士』。


    　そうはさせじと間合いを詰め、なおも攻撃を続ける暴ぼう将しよう。


    　……突とつ如じよとして始まったショーの第二ラウンドに、観客たちはただただ呆ぼう然ぜんとしていた。俺もポカンとしていた。隣の龍りゆう牙がもポカンとしていた。


    「いい加減にしろ忌綺！　やはり三姫は、人類の敵に回るのか！」


    「回らないでしゅ！　でも、キキの配下をいじめたお前は許すまじでしゅ！」


    「あれは君の配下じゃなく、私のクラスメートだ！　いいか、これはお芝しば居いなんだ！」


    「子供にそんな理屈は通用しないでしゅ！」


    「くっ、保護者たちは何をしている!?」


    　すみません。保護者って俺のコトですよね。放心してました。


    　龍牙も依い然ぜんとして放心したまま、「ねえ一いち郎ろう……忌綺って三年Ａ組だったの？」と天然ボケをかましている。


    　そんな俺たちとは対照的に、静まり返っていた客席はまたぞろ沸き始めた。どうやらこのバトルを、ショーの一環だと解釈したらしい。


    「おい、さっきよりも凄すげえぞ！」


    「あの幼女、何者だ!?　スーツアクターの卵か!?」


    「速過ぎて動画で撮れねえ！」


    　どんどん激化するステージ上の攻防に比例して、どんどん観客らのボルテージも上がっていく。しまいには「青龍！　青龍！」「ウルフ！　ウルフ！」とコールまで起こり出した。


    「あの幼女、できる……！　是非とも我が月げつ翔しよう館かんに欲しい！」


    「あとでスカウトにいきましょう！　ついでに佐さ々さ木きさんは破門にしましょう！」


    　月見里やまなしさんと宮みや本もとさんも、驚嘆の声をあげていた。ステージの袖そででは怪獣たちも唖あ然ぜんとしていた。さりげなく俺の佐さ々さ木きさんがクビになりかけていた。


    　……もちろん分かっている。バトルを止めなければいけないことは。


    　こうしている間にも、騒ぎを聞きつけてギャラリーが増えつつあるのだ。このままでは今年の「ヒーローショー」は、央おう明めい高校に語り継がれる伝説となってしまうだろう。


    （あまり目立ちたくないけど、俺が介入するしかねえ。とりあえず友人仮面と名乗っておくことにしよう。素顔だけど）


    　意を決し、俺がステージに向けて駆け出そうとしたとき。


    　木刀の一いつ閃せんを掻かい潜くぐった忌キ綺キが、蒼あおヶが崎さきさんに飛びついた。正面からヘバりついてきたウルフ仮面に、思わず動揺する青せい龍りゆう仮面。


    「な、何をする！　離れろ忌綺！」


    「そうはいかないでしゅ！　覚悟するでしゅ青龍……む？」


    　そこで忌綺が怪け訝げんそうに、蒼ヶ崎さんの胸を揉もみ始める。執しつ拗ようにムニムニ、タプタプと。


    「このオッパイ……さては蒼ヶ崎でしゅね!?」


    「きゃああああー！」


    「念のため、お尻しりも確認しとくでしゅ。……うん、蒼ヶ崎でしゅ」


    「ひゃああああーん！」


    　あれほど勇ましかった青龍仮面が、というか蒼ヶ崎さんが、らしくもない悲鳴をあげた。その拍子にヘルメットがスポンと取れ、正体が白日の下もとに晒さらされた。


    　──その後。「青龍仮面ＶＳウルフ仮面」の風聞は、瞬またたく間に全校へ広がり。


    　央明高校における文化祭の伝説として、案の定語り継がれることとなった。


    



    　　　　　　　　　　５


    



    　午後二時を迎え、「お見合いゲーム」のシフトが終了したのち。


    　雪ゆき宮みや汐しお莉りはＣ組の教室を出て、三年生がやっている焼きソバの模擬店へ向かっていた。トッコに食べさせてあげる約束だったのだ。


    　ひっきりなしに声をかけてくる一般男性たちへ丁てい重ちように断りを入れつつ、三階の廊下を進んでいく。少し胃がもたれているのは、チョコバナナを二本も食べたからだろう。


    （焼きソバ、お腹に入るかな……そのあとは怜れいさんのショーを観にいかないと。お昼の公演が大好評だったそうだし）


    　いや。それより音楽室にでも行って、歌の練習をしておいた方がいいだろうか。


    　三時半からは、体育館のステージにてバンド演奏がある。ずっと練習に付き合ってくれた魅ミ怨オンたち三さん姫きのためにも、必ず成功させたい。


    　もちろん『専属アドバイザー』の彼にも、いいところを見せたかった。実はそれが一番のモチベーションなのだけど。


    （小こ林ばやしさんって、エルミーラさんや魅ミ怨オンと仲がいいのかな……呪ジユ理リからもやけにベタベタされていたし、結構モテるみたい）


    　無理もない。あれだけ素敵な人なんだから。


    　──蒼あおヶが崎さき怜れいのために、月げつ翔しよう館かんとの対抗戦を。


    　──エルミーラ＝マッカートニーのために、赤子の育児を。


    　──火ひ乃の森もり杏きよう花かのために、【魔神】コントンの受け入れを。


    　──そして雪ゆき宮みや汐しお莉りのために、セバスチャンとの仲介役を。


    　小林一いち郎ろうという少年は、いつも誰かのために走り回っている。そんな彼だからこそ自分は惹ひかれているのかも。「ちょっと変な人」だと怪しんでいた、かつての自分が懐なつかしい。


    （小林さんはああ言ってくれたけど……セバスチャンのことについては、彼に甘えるだけじゃいけない。ちゃんと私自身が向き合わないと）


    　そんな決意を固めつつ、ふと傍かたわらの窓を見下ろしたところ。


    「！」


    　汐莉は思わず、足を止めた。地上に見覚えのある二人組を発見したからだ。


    （あれは……！）


    　髪が銀色に染められた、他校の制服を着た、胸が大きい褐色の女子高生。


    　そして托たく鉢はつ僧の装いをした、片手に鈴りんを持つ、筋骨逞たくましい大男。


    　その特徴的な外見は、見間違えようはずもない。以前に墓地で襲撃してきた、【魔神】キュウキの配下たち……『奈な落らくの八はつ傑けつ』である蛮将・弑シイ麻マと、戒将・災サイ蒜ヒルだった。


    （あの二人が、どうしてここに……）


    　こちらの視線に気付くことなく、弑麻と災蒜は校門を出ていく。


    　それを確認した汐莉はすぐさま身を翻ひるがえし、二人の後を追うべく階段を駆け降りた。


    　本来なら仲間たちに連絡を入れるべきだろう。だがその考えを、汐莉は直ただちに却きやつ下かした。


    　みんなは今、文化祭を全力で頑張っている。弑麻と災蒜も去ろうとしているなら、事を荒立てるつもりはないのだと思われる。


    （だったらここは、私一人で充分。何より皆さんがいると──セバスチャンのことが訊きけなくなってしまう）


    　弑麻と災蒜なら、彼の居場所を知っているかもしれない。


    　仲間たちにセバスチャンの正体を打ち明ける前に、もう一度だけ彼と話を……それが自分の最後の願い。雪宮汐莉の、これっきりのワガママ。


    　もし話しても駄目だったら、その時は覚悟を決める。セバスチャンではなく、戮りく将しよう・屡ル贄ニエとして彼を倒す。そうすることでけじめをつけたい。


    （僅わずかだけど邪じや気きを感じる。これを辿たどっていけば……）


    　使徒の動きを封じる効果のある神楽かぐら鈴すずが、制服スカートのポケットにあることを確認し。


    　汐しお莉りは学校を後にして、路地をひた走った。


    



    　程なく汐莉がやってきたのは、学校から南東六百メートルほど離れた廃工場だった。


    　ここでは何度となく、『奈な落らくの使徒』と戦ったことがある。なので内部もおおよそ把握している。ガランとした何もない空間だから、身を隠せる場所がないのが難点だが。


    （いえ、隠れる必要はないわ。セバスチャンのことを訊きくために追ってきたんだから）


    　そう思い直し、雑草の生い茂る敷地内に踏み入った直後。


    「──よう雪ゆき宮みや汐莉。アタイらに何か用かい？」


    　数メートル先の工場口から、二体の異い形ぎようが現れた。まるで待ち受けていたかのように。


    「一人で来るとは迂う闊かつなり。その軽挙、戒いましめよ」


    　すでに戦闘形態に変へん貌ぼうしているチーター使徒とカブトムシ使徒が、並んで迫ってくる。


    　まさか、おびき出された？　彼らが学校に来たのは、この状況を作るためだった？


    「いやあ、文化祭は色々と楽しませてもらったぜ。コバイチと火ひ乃の森もり龍りゆう牙がのメイドに、黒くろ亀がめ里り菜なのお化け屋敷に、蒼あおヶが崎さき怜れいのヒーローショー……そういや、アンタのトコには行けなかったな。お見合いゲームだったっけ？」


    「よせ弑シイ麻マ。その世間話、戒めよ」


    　気安い相棒をたしなめたのち、災サイ蒜ヒルが改めて汐莉を睥へい睨げいしてくる。


    「雪宮汐莉よ、最初に言っておく。あくまで今日の我らは囮おとりであり、見届け人なり」


    「見届け人……？」


    「さよう。本日、お主をこの場へ釣り出すよう、我らに懇こん請せいしたのは──」


    　カブトムシ使徒が振り返り、工場口を見やると。


    　新たに一人の男が出てきて、ゆっくりこちらへ歩み寄ってきた。燕えん尾び服ふくに身を包んだ、オールバックの初老紳士だった。


    「セバス、チャン……」


    　そう。それは汐莉の執事だった。


    　生まれたときからいつも側そばにいてくれた、常に汐莉のことを第一に考えてくれた、家族同然の存在であった。


    「汐莉お嬢様。わざわざご足労頂き、まことに恐縮です」


    　以前と変わらぬ態度で、折り目正しく一礼してくるセバスチャン。その声こわ音ねがどこか体温に欠けることが汐莉には分かった。それも、おそらく意図的に。


    　自分が察しないわけがない。彼のことは、誰よりもよく知っているつもりだから。


    「セバスチャン……私をここに誘い込んだのは、貴方あなたなの？」


    「はい。お嬢様は現在、小こ林ばやし様のお宅に滞在されていますので……お一人だけで呼び出す方法に難儀しておりました。しかしこの二人を目撃すれば、必ず追ってくるだろうと」


    「私が仲間を呼ぶ可能性は考えなかったの？」


    「何事も一人で背負い込もうとする貴女あなたの性格は、誰よりもよく知っているつもりです」


    　弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルを追い越し、汐しお莉りの眼前に立つセバスチャン。


    　初めて体感した彼の邪じや気きは、肌が粟あわ立だつほど獰どう猛もうで、凶悪なものだった。
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    「汐莉お嬢様。恐れながら、用があるのは貴女ではありません。本日は我が主あるじ・トウコツ様に拝はい謁えつ致したく、まかり越した次第です」


    「……トッコに、何の用があるの」


    「キュウキ様にお会いして頂くよう、献けん言げん申し上げる所存。【魔神】としてのご宿意を、今ひとたび思い出して頂くためにも」


    「どうしてキュウキと手を結ぶ必要があるのっ？　ねえセバスチャン！　トッコの前に、私ともう一度ちゃんと話をして！」


    「もはや私はセバスチャンにあらず。戮りく将しよう・屡ル贄ニエでございます」


    「私にとって貴方あなたはセバスチャンよ！　たとえ『奈な落らくの使徒』だとしても！」


    　汐莉の激げき昂こうに反応して、その全身から白色のオーラが沸き立つ。


    　同時に雪のごとき純白の霊虎が、彼女を守るかのように傍かたわらに顕けん現げんした。


    「ほう……異能が戻られましたか。しかしその守護神で、一体何をされるおつもりか？　この屡ル贄ニエが、たかが【白びやつ虎こ】ごときに後れを取ることはありません」


    　口髭ひげごと唇くちびるを歪ゆがめたセバスチャンを、汐しお莉りはなけなしの気迫で見詰め返す。


    「セバスチャン。貴方あなたの行動が、全てトッコのためであることは知っています。でも、それは私だって同じです」


    「ならばおとなしく、我らにご同行下さい」


    「できません。トッコは人類との和解を望んでいます。その願いを叶えてあげることこそ、真に理解者がすべきこと……私はそう思っていますから」


    「貴女あなたに我が主あるじの、何が分かると？」


    　次の瞬間、セバスチャンの体が変容を始めた。


    　新たに二対の腕が出現し、計六本の異い形ぎようとなる。もともと筋肉質な体型がさらに一回り大きくなり、肌が暗灰色に塗り替えられていく。


    （これが、本当のセバスチャンの姿）


    　両足も入れて、八本の手足……話に聞いていた通りオニグモ型のようだ。慣れ親しんだ彼の変わり果てた姿に、汐莉の胸が強く締めつけられた。


    「汐莉お嬢様。我が主を理解しているかのような口こう吻ふんは、ご遠慮願いたい。貴女は単に、トウコツ様の器に過ぎない。身のほどをわきまえられよ」


    「雪ゆき宮みや汐莉のことを誰よりも知っているなら、私が意外とワガママな性格をしていることも知っているはずよ」


    　今にも飛びかからんとする【白虎】を片手で制しながら、汐莉はセバスチャンの人差し指をチラリと瞥べつ見けんした。


    　そこには小こ林ばやし一いち郎ろうの言っていたように、ビーズの指輪が填はめられていた。彼がそれを外さないのには、どういう意味があるのか……できることなら確かめたい。


    （でも、もうそんな状況じゃない。今はトッコを守ることを優先しないと。あの子をキュウキに会わせてはいけない）


    　もしものときは、逃げることも視野に入れておく必要がある。ここで自分の身柄が拘こう束そくされてしまう事態だけは、何としても避けねばならない。


    　深刻なのは、将軍クラスの使徒が三体もいること。特にあのチーター使徒の足から逃れることは至難の業わざだ。


    「はっはん。久し振りに見たな、屡贄のオニグモ形態。ついでだから手伝ってやろうか？　どうせそいつ、阿あ義ぎ斗とのマンションに拉ら致ちってくんだろ？」


    「よせ弑シイ麻マ。我らは見届け人なり。キュウキ様はこの仕事を、屡贄に一任されている。本当に我らの味方であると証明させるため──」


    　その時。セバスチャンの一対の腕がブン！　と唸うなった。


    　直後、彼の背後にいたチーター使徒とカブトムシ使徒が、もつれ合うようにして後方へ転がっていく。オニグモ使徒による拳打を食らったのだ。


    「私は今、雪ゆき宮みや汐しお莉りと話している。外野は黙っていろ」


    　表情一つ変えず、セバスチャンが言い放つ。


    　汐莉が反応すらできない、神速の攻撃だった。これが八はつ傑けつ最強といわれる、戮りく将しよう・屡ル贄ニエの実力……これまでの『奈な落らくの使徒』とは、明らかにレベルが違う。


    「あいてて……おいコラ屡贄！　不意討ちはねえだろ！　ってか、顔を殴るんじゃねえよ！　こちとらギャルだぞ！」


    「我らをまとめて吹き飛ばすとは、さすが戮将・屡贄なり……それより弑シイ麻マ、さっさと拙せつ僧そうの上から降りよ。重くて敵かなわぬ」


    「し、失礼なコト言うなクソ坊主！　ってか、アタイのお尻しりに顔を埋めてんじゃねえ！　言っとくけど有料だかんな！　金払え！」


    「拙僧をクッション代わりにしたのはお主なり。その悪徳商法、戒いましめよ」


    　何やら揉もめている同胞たちを無視して、セバスチャンが汐莉へと一歩踏み出す。


    　……戦闘が始まる。そうなれば彼を傷つけることになり、また自分も傷つけられることになるだろう。汐莉の頭を撫なでてくれたその掌てのひらが、今日は凶きよう拳けんとなって飛んでくるのだ。


    　覚悟は決めていたはずなのに、汐莉は体の震えを止められなかった。


    （今さら迷ってどうするの!?　私は四し神じんの一柱・【白びやつ虎こ】の継承者なのよ!?　この世界を守る使命があるのよ!?）


    　懸命に己おのれを奮い起たたせ、ポケットの神楽かぐら鈴すずを取り出そうとしたとき。


    　──大丈夫だよ汐莉ちゃん。あとはオラがやるだ──


    　不意にそんな声が、頭の中に響いた気がした。


    （今のは……トッコ？　トッコなの？）


    　思わず目を見開き、心で問い返した刹せつ那な。汐莉の意識は、そこでプツリと途切れた。
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    　雪宮汐莉の傍かたわらで低く身構え、今にもこちらへ飛びかかろうとしている【白虎】。


    　その霊虎が、突とつ如じよとして掻かき消えたと同時に、『祝命の巫み女こ』のまとう空気が一変した──彼女に何が起こったのかを、すでに屡贄は悟っていた。


    （ここで出てこられるとは……）


    　柳りゆう眉びを吊つり上げ見み据すえてくる雪宮汐莉は、彼女であって彼女にあらず。


    　それは戮将・屡贄が太古より忠誠を誓ってきた、畏い愛あいすべき主君に外ほかならなかった。すなわち四凶の一体、【魔神】トウコツに。


    「屡ル贄ニエ。また汐しお莉りちゃんにひどいコト言っただな？　今日という今日は折せつ檻かんだべ」


    「トウコツ様……報告ではチョコバナナを二つもお召し上がりになられたそうで、しばしお眠ねむりであるかと思っておりました」


    「子供扱いするでねえっ。ちょっとウトウトしてただけだべっ」


    　拳こぶしを振り回し、プンスカ怒っている【魔神】トウコツ。


    　雪ゆき宮みや汐莉のこういう姿に、未いまだ屡贄は慣れていなかった。


    　トウコツという【魔神】は、決まって女性を器に選ぶ。それも知的で大人びた婦人や、清せい楚そで気品のある美少女を。だから毎度、こういうギャップが生じてしまうのだ。


    　畢ひつ竟きようするに、自分に足りない要素を持った人間にあやかり、垢あか抜けたいのだろう……などと邪推するのは、配下としてやや不敬か。


    「トウコツ様。何な故ぜそこまで雪宮汐莉を慕われるのですか。器は器に過ぎません。【魔神】様にとっては、ただの容れ物でありましょう」


    「そんな風に割りきってるのは、キュウちゃんぐらいだべ。【魔神】と器は一心同体……普通は愛着が湧わくもんだ」


    「では仮に、もっと優秀な器がいるとしたら──どうでしょうか？」


    　それは屡贄にとって、核心を突いた一言だった。


    　が、トウコツはそれをフンッと鼻息で一蹴した。


    「汐莉ちゃん以上の地主なんて、どこにもいないだ。オラ、もう決めてるもの。このまま雪宮さん家の子になるって」


    「なりません。雪宮家は、宿敵たる【白びやつ虎こ】を伝える一族なのですよ」


    「大富豪なんだから、そりゃ虎くらい飼ってるだ。よくテレビとかでも、玄関で敷物になってるだ」


    　トウコツの言葉に、後ろのチーター使徒とカブトムシ使徒が「そういや、なってるな」「お主もなってはどうだ」と私語を交わしている。まだ殴られ足りないようだ。


    　……それにしても、この状況はいささか誤算だった。


    　トウコツが登場してしまう可能性は想定していた。が、彼女と一戦交えるつもりなど、屡贄には毛頭ない。当然だ。主君を攻撃する配下が、どこの世界にいるというのか。


    　たとえトウコツが出てこようと、戦うことになるのは別の人物となる予定だった。そいつこそが、今日の標的だったのだ。奴やつめ……どこで何をしている？


    「トウコツ様。どうか私の話をお聞き下さい。私は忠臣としての誇りに懸かけて、主あるじにとって最善の道を──」


    　なおも屡贄が、主君への説得を試みようとした矢先。


    「またそれ？　つくづく誇りが好きね、ムッツリ執事さん」


    　路地から玲れい瓏ろうな声が飛んできて、一人の若い女が廃工場の敷地へと入ってきた。


    　艶つややかなブロンドの、白衣を着た、背が高く肉感的な美女だった。ハイヒールでありながら足音一つ立てず、そのまま雪ゆき宮みや汐しお莉りの横に並び立つ。


    （ようやく来てくれたか。本命の獲え物ものが）


    　屡ル贄ニエの心中を知る由よしもなく、白衣の女は恭うやうやしくトウコツに一礼する。


    「トッコ様のお手を煩わずらわせるまでもありません。この場は『奈な落らくの三さん姫き』が一人、呪ジユ理リがお引き受けします」


    　幻げん将しよう・呪理。かつて屡贄が全力で戦い、仕留めることのできなかった唯ゆい一いつの相手。


    　八はつ傑けつ入りを拒んだ嵐らん将しよう・魅ミ怨オン、暴ぼう将しよう・忌キ綺キを手て懐なずけ、三姫という別勢力を異界に築いた、女め狐ぎつねのごときキングコブラ使徒。


    　そう。彼女こそが屡贄の待ち人であった。


    　釣り出したかったのは雪宮汐莉でも、トウコツでもなく──この女使徒だったのだ。


    



    　すでに戦闘形態となっている戮りく将しよう・屡贄。及び蛮将・弑シイ麻マと、戒将・災サイ蒜ヒル。


    　かつての同胞たちに挨あい拶さつをする代わりに、呪理もまた戦闘形態へと姿を変えた。


    　……ここだけの話だが、少し前から様子を窺うかがっていたので大体の状況は把握している。


    　学校でのトッコの警護は、呪理の役目。なのでせっかくの文化祭も楽しまず、ずっと雪宮汐莉を見張っていたのだ。つくづく自分は仕事熱心だと思う。


    （後ろの二人は、見届け人だったかしら。どのみち助すけ太だ刀ちされるなんて、屡贄のプライドが許さないはず。はあ……チョコバナナをしゃぶり損ね、もとい食べ損ねちゃったわ）


    　大だい蛇じやと化した下半身を波打たせ、呪理はトッコの前に進み出る。形として雪宮汐莉を守ることになるのが、やや癪しやくではあるが。


    「さあ、やりましょうか屡贄。今度こそ叩きのめして、ハイヒールで踏んであげるわ」


    「歓迎するぞ呪理。私の目的は、最初から貴様だったのだから」


    「あら、そうなの？　残念だけど、クモ男は趣味じゃないのよね」


    「ほざけヘビ女。貴様が雪宮汐莉に張りついていることは知っていた。三姫を粛しゆく清せいすれば、トウコツ様と恒久的に和わ睦ぼくする……それがキュウキ様からのお言葉だ」


    「で、まずは私を倒そうってワケ？　だったら普通に呼び出してくれれば、いつでも会ってあげたのに……まどろっこしいオニグモね」


    「さすがに私も、『奈落の三姫』を同時に相手するのは骨が折れる。よってトウコツ様を利用させて頂いた。貴様の次は魅怨、そして忌綺……一人ずつ始末していく。我が主あるじにご同行願うのは、そのあとでいい」


    　主君をエサに使うとは、とんだ忠臣もいたものだ。


    　が、そのエサに自分が引っかかってしまったのも事実。まあ、お陰でこのイケ好かない男と決着をつけられるのだから、それで良しとしよう。


    「呪ジユ理リちゃん。屡ル贄ニエなんかを相手にするコトないだよ。もし呪理ちゃんが怪け我がでもしちまったら、ご主人のテッちゃんに申し訳ないべ」


    「お心遣い感謝致しますトッコ様。なれど私は、小こ林ばやし一いち郎ろう様の配下でもあります。屡贄への対処は、彼より命じられた三さん姫きの任務で──」


    　呪理が告げ終わらぬうちに。すでに屡贄が目の前にいた。


    「！」


    「呑のん気きに喋しやべっている場合か？」


    　驚きよう愕がくすべきスピードで一瞬にして距離を詰めたオニグモ使徒が、六本の豪腕を同時に唸うならせる。敵のあらゆる回避行動を予測し、決してかわせぬよう、全方位から拳こぶしを叩き込む。


    「が、はっ！」


    　キングコブラ使徒の顔に、喉のどに、胸に、腹に、怒ど涛とうの勢いで屡贄は連打を浴びせる。


    　たとえ女だろうと容よう赦しやしない。相手も「将軍」を名乗る以上、その必要はない。彼女は言った。「さあ、やりましょうか」と。その瞬間から戦いは始まっているのだ。


    「幻げん将しよう・呪理！　我が誇りへの度重なる愚ぐ弄ろう、その命で償ってもらうぞ！」


    　──百発を超える拳を繰り出したときには、すでに敵は動かなくなっていた。


    　先刻までの美しい姿し容ようは見る影もなく、無む惨ざんな肉にく塊かいとなって地面に横たわっている。首も手足もあらぬ方向へ曲がっており、ゆっくりと消滅を始めていた。


    （手抜かりはない。攻撃は全て、急所に打ち込んだ）


    　思ったより呆あつ気けない幕切れではあったが、隙すきを突けばこんなものだろう。人間界で死んだ使徒は、いずれまた異界で復活する。だから人間よりも、よほど躊ちゆう躇ちよせずに殺せる。


    　残る魅ミ怨オンと忌キ綺キについては、誘い出すまでもない。呪理がやられたと知れば、彼女たちは何としてもその仇かたきを取るべく、自みずからやってきてくれるはずだ。


    　あとはそれを迎え撃つのみ──そう屡贄が考えていると。


    　背後の空気が、微かすかに揺らいだ。


    　それに気付くなり、屡贄は直感的に「身の危険」を察した。


    「む！」


    　振り向いた途端、強烈な蛇尾の一撃が飛んでくる。


    　咄とつ嗟さに二本の左腕でガードしたものの、屡贄の体は衝しよう撃げきに弾かれた。防いだ腕がミシミシと軋きしみ、骨がヘシ折れたのが分かった。


    「見直したわ屡贄。意外とソロダンスが上じよう手ずなのね」


    「呪理、貴様……」


    　距離を取って体勢を立て直し、屡贄はキッと襲撃者を睨にらむ。


    　そこでは倒したはずのキングコブラ使徒が、無傷のままクスクスと笑っていた。


    　……何が起こったのかは、もう理解している。彼女の言う通り、自分は踊らされたのだ。


    「幻術か。小こ癪しやくな真ま似ねを……」


    「いいコト教えてあげるわ。序盤のバトルを優勢に進めた者は、そのあと得てして反撃を受ける……一いち郎ろう様のお言葉よ」


    　ブロンドを掻かき上げ、ペロリと舌を出してみせる半人半蛇の美女。さすがは幻げん将しよう……屡ル贄ニエがここまで完かん璧ぺきに敵の術中に嵌はまったのは、初めてのことだった。


    「私の術って、何な故ぜだか男性によく効くのよね。それもとりわけ、中年男性に」


    「生あい憎にくだが、二度も通用するとは思わぬことだ。先に手の内を披露した者は、得てして敗北する……それもまた戦闘のセオリーというもの」


    「あらそう。勉強になったわ」


    　仕切り直すように対たい峙じする、キングコブラ使徒とオニグモ使徒。


    　その光景を離れた場所から見守る、チーター使徒とカブトムシ使徒。


    「はっはん。呪ジユ理リのヤツ、結構やるじゃんか。屡贄を手玉に取るなんて」


    「三さん姫きは将軍クラスでも上位の実力を有する猛も者さ揃ぞろい。侮あなどるは命取りなり」


    「よお災サイ蒜ヒル。眺めてるだけじゃ何だし、どっちが勝つか賭かけねえ？」


    「よせ弑シイ麻マ。賭博など不謹慎なり。そのギャンブル精神、戒いましめよ」


    「んじゃ、アタイは屡贄ね」


    「人の話を聞くのだ。そんなことだから女使徒でありながら、三姫に入れてもらえぬのだ」


    「さ、誘われたけど断ったんだよ！　三姫の結成目的を知ってんのかっ？　コンサート開くコトだぞっ？　フリフリの服なんか、アタイに似合うワケねえだろ！」


    「異界にも数人はいよう。マニアックな使徒が」


    「はあ!?　ふざけんな！　アタイらもバトルやっか!?」


    　騒がしい外野を、呪理は辟へき易えきとしてたしなめる。屡贄への牽けん制せいを忘れずに。


    「貴方あなたたち、漫才ならヨソでやってくれない？　今はシリアスな場面──」


    　その時だった。


    　呪理たちの頭上に、巨大な黒い影が降ってきたのは。


    「！」


    　ほぼ同時に気付いた将軍たちは、一斉に跳躍して退避する。直後にズズン！　という大音響が轟とどろき、「それ」は地面に降り立った。


    　……四メートルはあろうかという巨きよ躯く。むせ返るように濃厚で強大な邪じや気き。そして全身に無数の顔をちりばめた、グロテスクな異容。


    　その怪物が何なのかを、呪理は一目で確信した。


    　こんな醜悪な姿をした存在を、見み紛まがうはずもなかった。


    （これは一郎様が言っていた、例のバケモノっ？　でも、ちょっと邪気のスケールが異常過ぎない？　これって将軍クラスどころか、下へ手たをすれば【魔神】様クラスの……）


    　こうして相対しているだけで、全身から汗が噴き出す。ドロドロと粘り気のある瘴しよう気きに当てられ、立ち眩くらみすら覚えてしまう。


    　忌キ綺キとエルミーラが敗北したのも無理はない。いや、生きて帰ってこられたのが不思議なくらいだ。それほどこの怪物は──常軌を逸していた。


    「な、何だべあの怪物！　あんな子、使徒にいたべか!?」


    「トッコ様、お下がりを。あれは危険です」


    　泡を食っているトッコに、呪ジユ理リは後退を促うながす。僭せん越えつだが、ここは自分が請け負わねば。


    　……あるいは【魔神】様なら、あの怪物を倒せるかもしれない。しかしトッコにその役目を託すのは、あまりに危険だった。


    　トウテツを除く【魔神】は、器から離れて戦うことができない。万が一その器が「破壊」されれば、実体を保てなくなるというリスクを持っているのだ。


    （相手が火ひ乃の森もり龍りゆう牙がたちなら、そのリスクを気にせず戦える。彼女たちは決して、人間である器を攻撃したりはしないから。でも、この怪物は……）


    　おそらく、構わず器を襲うだろう。トランス状態となっている、無防備の雪ゆき宮みや汐しお莉りを。


    （せめて雪宮が、トッコ様を『折しやく伏ぶく』できていれば）


    　彼女は意識を失うこともなく、自分の身くらいは守れたろうに……などと愚ぐ痴ちっていても始まらない。とにかくそういった理由から、トッコを頼るわけにはいかないのだ。


    　気付けば四人の将軍は、奇くしくもトッコの前へと集まっていた。まるであの怪物から、彼女を守るように。


    　それは多分、使徒としての反射的行動だろう。未知の敵に対し、真っ先に【魔神】の守護を優先する……そんな本能が働いたのだと思われる。


    　が、呪理には解せない。


    　あのバケモノは、キュウキの差し金ではないのか？　どうして屡ル贄ニエはもとより、弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルまでもが警戒している？　存在を知らないかのように驚いている？


    　巨人はしばしその場に佇ちよ立りつし、全身の顔から不気味な怨えん嗟さの呻うめきを漏らしていた。


    　その様子を油断なく注視しつつ、呪理は傍かたわらの三人に声を投げた。


    「貴方あなたたち、どういうことなの？　どうしてこっち側にいるのよ」


    　その問いに、まず屡贄が口を開く。


    「こちらこそ訊ききたい。呪理よ、貴様は知っているのか？　あれが何なのか」


    　次いで、弑麻が素すっ頓とん狂きような声をあげる。


    「アレって使徒なのか!?　邪じや気きが超ヤベえんだけど！」


    　最後に、災蒜が低く唸うなる。


    「甚はなはだ面妖なり。どの顔と話せばいいのやら」


    　……三人は知らない？　ならばあの怪物は、キュウキとは無関係ということか？


    　呪ジユ理リが当惑を募つのらせる中。やがて怪物のおびただしい目が、一挙にこちらを見た。


    　いや、正確には呪理たちではない。四人の後方にいる、央おう明めい高校の制服をまとった少女を見たのだ。すなわち雪ゆき宮みや汐しお莉りを。


    （狙ねらいはトッコ様？　だったらやっぱり、私の出る幕ってコトよね……どこまで持ちこたえられるか分からないけど）


    　こんなことなら、魅ミ怨オンと忌キ綺キにも携帯を持たせておくんだった。連絡手段がない以上、彼女たちに応援を要請することはできない。ほとほと弱り目に祟たたり目だ。


    （嫌だわ私、何か愚ぐ痴ちっぽくなってる。お仕事なんだから、やるしかないでしょ！）


    　ここは一つ、体を張るとしよう。自分には使徒として、トッコを守る使命がある。ついでに教諭として、生徒を守る義務もあるのだから。


    　地鳴りのごとき足音を撒まき散らし、バケモノが迫ってくる。


    　それを迎え撃つように呪理が進み出たところ──同じく進み出た者が、もう一人いた。


    　それは六本の腕を持つ、そのうち二本がダラリと垂れ下がった、オニグモ使徒だった。先ほどまで呪理を殺そうとしていた、イケ好かないムッツリ執事だった。


    「あら、意外ね屡ル贄ニエ。手を貸してくれるの？」


    「あの怪物は、トウコツ様を標的にしている。我が主あるじに害をなそうというなら、何者であろうと排除せねばならぬ。この屡贄の誇りにかけて」


    「またそれ？　私に言わせれば、主人の意向に反してる時点で、貴方あなたはとっくに忠臣失格なんだけど」


    「その議論はあとだ。弑シイ麻マに災サイ蒜ヒル、貴様たちも手伝え。この状況で【魔神】様をお守りせぬなら、八はつ傑けつも将軍も返上しろ」


    　横柄な協力要請に、揃そろって渋じゆう面めんを浮かべるチーター使徒とカブトムシ使徒。


    「はっはん。人のコトぶん殴っといて、調子のいい野郎だぜ……でもまあ、仕方ねえか。これも成り行きってヤツだ」


    「我ら二人は、墓地にてトウコツ様を襲撃した不忠がある。その罪、ここで埋め合わせておくべきだろう」


    　思いがけず、弑麻と災蒜は協力に応じてくれた。三さん姫き以外の将軍と共闘するなんて、いつ以来だったか……もはや覚えていない。


    （ちょっとチームワークに不安があるけど、いないよりはマシね）


    　そう呪理が割りきった瞬間。


    　謎なぞのバケモノが、猛然とこちらへ突進してきた。
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    「旦那！　何かヤベぇ奴やつが出やした！」


    　いきなり脳内にトウテツの声が響き、俺ははたと廊下で立ち止まった。


    　ヒーローショーが終わるなり、ステージからスタコラと逃亡したウルフ仮面……要するに忌キ綺キを捜して、俺は目下のところ校内を駆け巡っている最中だった。


    　ちなみに龍りゆう牙がは二年Ｂ組に戻って、急きゆう遽きよまたメイドさんをすることになった。何でも彼女がいなくなった途端に客足が激減したらしく、クラスメートらが泣きついてきたのだ。


    　押しに弱い我らが主人公は、それを断ることができず、再び猫耳カチューシャをつけてニャンニャン言う羽目になっている。お気の毒に。


    「何だよテッちゃん。ヤベぇ奴なら、朝から何人も出てるだろ。お前も含めて」


    （そうじゃなくて、多分これは例の顔まみれっス！　場所はすっかりお馴な染じみの、例の廃工場だと思いやす！）


    　顔まみれ……つまりあの、謎なぞの合体使徒か？　アレがまた出やがったのか！


    「間違いないのかっ？　その邪じや気き、豪ごう徳とく寺じさんじゃなくてっ？」


    （間違いなくあのバケモノっス！　そっちのバケモノじゃなくて！）


    　何てこった。まさかこんなときに三体目が現れるとは。


    　あの怪物がキュウキの手て駒ごまであることは疑う余地もない。まだ文化祭の途中なのに、そいつが出現したということは……つまりキュウキが休戦協定を破ったということだ。


    「とにかく、行って確かめるしかねえ。リューガたちには内緒で」


    　メインキャラたちは今、文化祭パートに奮闘しているところなのだ。龍牙とエルミーラさんは「メイド喫茶」を、蒼あおヶが崎さきさんは「ヒーローショー」を、黒くろ亀がめさんは「お化け屋敷」を、そして雪ゆき宮みやさんは「お見合いゲーム」を。


    　それを邪魔するわけにはいかない。明日から本格的に第三部・キュウキ編が始まる以上、しばらく日常パートとは疎遠になるかもしれないのだから。


    　ここは俺だけで対応させてもらう。文化祭中のトラブルは、信頼と実績の小こ林ばやしサポートに任せて頂く！


    　そう決めて、急ぎ階段へと走ったところ。もう一人の【魔神】も声をかけてきた。


    （おう坊主。ちと気合い入れてかかった方がいいぞ。邪気からして、今回の相手はかなりの大物だ。俺様がボコったバケモノとはワケが違うぜ）


    　コントンの忠告に、俺は「了解だ」と返す。ついでに前回までの経験を反省して、あらかじめ【魔神】たちにオーダーを予告しておく。


    「いいか。まず先発はテッちゃんでいく。十分以内に倒せなかったら、次はコントンのオッサンに繋つなぐ。また十分経ったら、最後はもう俺が戦う」


    （任せといて下さい！　後ろには回さねぇっスから！　完投しやすから！）


    （炎上すんなよ先発。というか、器までローテーションに入っていいのかよ……まあ、坊主なら勝っちまいそうだが）


    　そんなミーティングをしながら校舎を後にし、俺はそのまま校門を飛び出した。


    



    　数分後。辿たどり着いた廃工場の敷地には、予期せぬ光景が広がっていた。


    　トウテツの報告通り、果たしてそこにバケモノがいた。サイズは二体目の個体と同じく、四メートルほど。しかし邪じや気きが桁けた違いだった。これまでの数倍、いや数十倍か。


    「な、何だこいつ……さすがにここまでは想定してなかったぞ」


    　想定してなかったのは、それだけじゃない。


    　現場にはどういうわけか雪ゆき宮みやさん、呪ジユ理リ、屡ル贄ニエ、おまけに弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルまでいたのだ。しかも雪宮さんを除いた四人の将軍は、ズタボロになって地面に転がっていたのだ。


    　……状況がよく呑のみ込めない。


    　推察するに全員でバケモノに立ち向かい、返り討ちにされたというところか。しかし呪理はともかく、どうして他の三人まで？　あの怪物は彼らの味方じゃないのか？


    　さりとて、呆ほうけている暇ひまはない。事態はかなり差し迫っている。


    　何な故ぜならトッコが今まさに、バケモノと一戦交えようとしているからだ。雪宮さんの頭上に顕けん現げんして、長い黒髪をザワザワとうねらせて。


    「おいトッコ！　ストップだ！　一いつ旦たん雪宮さんの中に戻れ！」


    　俺はダッシュで走り寄り、雪宮さんを担ぎ上げ、再びダッシュで入り口付近へ退避する。怪物の目玉がこぞってガンを飛ばしてきたが、構ってなどいられない。


    「い、一いち郎ろうどんっ？　何するだ！　オラ、あいつをやっつけるだ！　ボコボコにして、明日の三面記事に載せてやるだ！」


    「載せなくていい！　それより経緯を説明してくれ！　どうなってこうなった!?」


    「弑麻と災蒜が現れて、屡贄が現れて、呪理ちゃんが現れて、バケモノが現れただ！」


    「さっぱり分からねえ！」


    「四人はオラを守ろうとしてくれただ！　でもそのドリームチームは、手も足も出ずに惨敗しただ！　母国開催のワールドカップ準決勝で、ドイツに七失点したブラジルのように！」


    「その試合が気になって、事情が頭に入ってこねえ！」


    　何にせよ、まずあのバケモノを倒すのが先決だ。詳しい話はあとでいい。


    　幸いトッコは渋々ながらも引っ込んで、いつものモッサリ雪宮さんになってくれた。そんな彼女にじっとしているよう釘くぎをさし、俺はすぐさまトウテツに指令を下す。


    「行けテッちゃん！　遠慮せずぶちのめしてこい！」


    「了解しやした！」


    　たちまちトウテツが戦闘バージョンで顕けん現げんし、怪物へと突撃する。


    　俺は俺で将軍たちを保護するべく、まずは呪ジユ理リの元に走った。こういうとき、別行動できるトウテツは重宝する。あいつの唯ゆい一いつの取り柄だ。


    「おい呪理、肩に掴つかまれ。あとで雪ゆき宮みやさんに治ち癒ゆしてもらうから、少し我慢しろ」


    「い、一いち郎ろう様、申し訳ございません……このような醜しゆう態たいを……」


    「気にするな。ブラジル代表よりマシだ」


    　俺が促うながすまでもなく、呪理は姿を人間体に変えた。自慢のブロンドはボサボサに乱れ、白衣は土まみれ。各所に痛々しく青アザができている。


    　それは彼女だけでなく、他の三将軍も同様。まさしく満まん身しん創そう痍いといった感じだ。


    「お気をつけ下さい……あの怪物、強さの次元が並外れています。いかにトウテツ様でも、真正面からぶつかっては……」


    「そこまでヤバい奴やつなのか」


    「はい……お恥ずかしながら、将軍四人でかかってこの有り様……面めん目ぼくありません」


    　やはりこの異様な邪じや気きは、見せかけじゃないということか。


    　八はつ傑けつ最強と呼ばれる屡ル贄ニエ。


    　その彼と互角に渡り合える呪理。


    　そして、曲がりなりにもトッコ相手に善戦した弑シイ麻マと災サイ蒜ヒル。


    　そんな四名が束になっても敵かなわないとなると、もはや【魔神】クラスの強さを誇っていると言っていい。トウテツの奴……大丈夫だろうか？


    　チラリと戦況を窺うかがうと、トウテツが軽快なステップで怪物の周りをグルグル回っていた。撹かく乱らん目的だと思われるが、体中に目がある相手には無意味だと思う。


    「ヘイヘイ！　カモン！　ウェルカム！　コングラッチュレーション！」


    　持てる英語力を駆使して挑発するトウテツを尻しり目めに、俺は呪理を入り口までつれていく。


    　モタモタしてはいられない。続いて他の三将軍も……と身を返しかけた瞬間。


    　ドゴン！　という鈍い音と共に、トウテツがこちらへゴロゴロと転がってきた。バケモノのパンチをまともに食らっていた。


    「どわぁぁぁぁー！」


    「ああっ、テッちゃんがやられただ！」


    　トッコが叫ぶと同時に、トウテツがピョンと跳ね起きる。体をパンパンと払い、再びバケモノに向かっていく。さすが【魔神】、頑丈だ。


    「今のは油断しただけだ！　奴の攻撃は、すでに見切った！」


    　一秒後。またトウテツがこちらへゴロゴロと転がってきた。パンチを食らって。


    「ちっとも見切ってないだ！」


    「今のも油断しただけだ！　【魔神】に同じ攻撃は三度も通用しねぇ！」


    　が、結局またゴロゴロと転がってきた。アニメならもうバンクでいいと思う。


    「いい加減に油断をやめるだ！」


    「ちょ、ちょっと不調なだけだから！　顔が水に濡ぬれてるから！」


    「どこのアンパン男だべ！」


    　俺の脳内に「代わるか？」と、コントンの呆あきれた声が響く。


    　まだ十分も経っていないが、その方がいいかもしれない。あれだけ息巻いていたクセに、しこたま炎上しやがって……と思いきや。


    「アッタマきたぞコンチクショウ！　強さのインフレに置いてかれてたまるかぁぁー！」


    　四度目の正直で、トウテツは相手のパンチをかわした。


    　お返しとばかりにアッパーを繰り出し、バケモノの土手っ腹にめり込ませる。すると敵の巨体がちょっと浮いた。倍以上の体格差をものともしない、とんだ馬鹿力だった。
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    　バケモノの数多の口から、一斉に苦く悶もんの声が漏れる。


    　それに耳も貸さず、反撃の暇ひまも与えず、怪物をタコ殴りにするトウテツ。


    　ここにきてようやく本調子となったようだ。やっぱり真ま面じ目めにやれば、トウテツは強い。こいつが弱かったら、もはや存在意義がない。


    「わははは！　どうだコラ！　思い知ったか！　『参りましたトウテツ様』と言え！　『マジハンパねぇ強さっス』『しかもイケメンっス』『間違ってたらごめんなさい。エグザイルにいましたよね？』と言え！　どの口でもいいから！」


    　厚かましい要求と共に、トウテツが渾こん身しんの飛び膝ひざ蹴げりを叩き込むと。


    　とうとうバケモノは地面に膝をつき、完全に沈黙してしまった。セコンドがいたら、きっとタオルが投げられていたことだろう。


    　……結局終わってみれば、一方的な圧勝だった。最初に三発ほど被弾したが、【魔神】には全く効いていなかった。どうやら呪ジユ理リの危き惧ぐは杞き憂ゆうだったようだ。


    （となると、屡ル贄ニエたちを保護する必要もなくなっちまったか）


    　見ると屡贄、弑シイ麻マ、災サイ蒜ヒルは、すでに自力で立ち上がっていた。


    　彼らはダメージも忘れ、バケモノの前に仁に王おう立ちするトウテツを刮かつ目もくしている。自分たちが四人がかりで一蹴された相手を一人でねじ伏せたのだから、むべなるかな。


    「……やはり【魔神】様というのは、恐ろしいものだ」


    　オニグモ執事が感服したように、声を震わせている。


    「ヤベ、ちょっとキュンとしちゃったんだけど……」


    　頬ほおをほんのり朱に染めて、チーター黒ギャルが胸に手を当てている。


    「よせ弑麻。今のお主は、キュウキ様にお仕えする身のはず。その発情、戒いましめよ」


    　そんな同僚を、カブトムシ僧そう侶りよがたしなめている。


    　と、我に返った弑麻が、ヨロめきながら災蒜の元へ向かった。彼の胸板をドンと叩き、次いで顎あごをクイとしゃくる。


    「おい災蒜、ここは撤退しようぜ。ひとまずバケモノのコトを、キュウキ様に報告だ」


    「否いな。我らの使命は、屡贄の仕事を見届けることなり。雪ゆき宮みや汐しお莉りの拉ら致ち、もしくは呪理の始末……そのいずれかを確認せぬ限り、我らの使命は果たされておらぬ」


    「言ってる場合か！　トウテツ様が来ちまった以上、もうオジャンだろ！」


    「ここで拙せつ僧そうらが去れば、残された屡贄が窮地となろう。見捨てるわけにはいかぬ。屡贄なくして、キュウキ様とトッコ様の同盟は成り立たぬのだ」


    「トッコ様って言うな！　ほれ、肩に掴つかまれ！　……重いんだよクソ坊主！」


    　無理やり災蒜に肩を貸し、この場を離脱しようとしている弑麻。何だかんだ悪態をつきながらも、仲間を置いていく気はないらしい。


    （あいつらが退いてくれるのは、俺も助かる。あとは屡贄をこのまま小こ林ばやし家に連行して、雪宮さんと対話の席を──）


    　だが。そこで二つ、思わぬ事態が起きた。


    　耳をつんざくような咆ほう哮こうをあげ、バケモノが立ち上がったのだ。とはいえ、トウテツから受けたダメージは甚じん大だい。奮い立ったところで逆転の望みはないと思われる。


    　だから問題視すべきは、もう一つの事態だった。


    　それは、いつしかこの廃工場の敷地に……新たなゲストが増えていたことであった。


    「──見上げた使命感、そして義理堅さだな。災サイ蒜ヒルよ」


    　急ぎ撤退するべく、強引にカブトムシ使徒を引っ張っていくチーター使徒。


    　そんな二人の背後に、一人の青年が立っていた。白はく望ぼう義塾高校の制服を着た、昼過ぎまでメイド業務をしていたはずの、イケメン転校生が。


    　彼の姿を見るなり、弑シイ麻マが仰ぎよう天てんして息を呑のむ。


    「あ、阿あ義ぎ斗と!?　テメェ、何でここに……」


    「お前たちに使命を与え直すためだ」


    　そこで初めてトッコと呪ジユ理リ、そして屡ル贄ニエも気付いた。天てん涼りよう院いん阿義斗の存在に。


    　俺たちの注目を意に介さず、阿義斗は例によってポーカーフェイスで告げる。


    「【魔神】キュウキに代わって、この私が命じる──あの『シユウ』の糧となれ」


    　次の瞬間。阿義斗がクルリと一回転し、その勢いのまま蹴けりを放った。


    「む！」


    　いち早く反応した災蒜が、傍かたわらの弑麻を突き飛ばす。


    　結果的にカブトムシ使徒は、自分だけが吹き飛ぶこととなった。それも、眼前のトウテツを放置して待ち構えている、バケモノの方向へと。


    　かつて俺もあいつから不意討ちの回し蹴りを食らったが、それとは比較にならない本気の一撃だった。あの重そうな災蒜を、まるで紙クズのように……と驚きよう愕がくした直後。


    　バケモノの巨腕が、飛び込んできた災蒜の体を叩き落とした。


    「ぐぶっ！」


    　地面に激突したカブトムシ使徒を、続いてバケモノが踏みつける。全体重を乗せて、何度も何度も。


    「おいバケモノ！　相手は俺だろうが！　やめろ！　一寸の虫にも五ご分ぶの魂たましいだぞ！」


    　慌あわててトウテツが怪物を蹴っ飛ばし、その暴挙をやめさせる。


    　が、すでに遅かった。災蒜の全身から光の粒子が湧わき立ち、みるみる消滅を始めていた。


    　魂こん化か。それはすなわち、カブトムシ使徒が事切れたことを意味していた。


    「サ、災蒜……テメェ阿義斗おおおお！」


    　烈火のごとく怒り、阿義斗に飛びかかろうとするチーター使徒。


    　が、寸前で彼女はピタリと止まった。いや、正確には硬直したと言うべきか。


    　その理由は──阿義斗からどす黒いオーラが溢あふれ出し、それが人の形となったからだ。どこか獣けものめいた、バケモノに匹ひつ敵てきする巨きよ躯くをした【魔神】に。


    「ダメじゃん弑麻。君もちゃんと、シユウの餌えさになってくれないと」


    　沈黙に包まれた敷地内に、子供のような甲かん高だかい声が響く。


    　それは俺にも聞き覚えのある、【魔神】キュウキのものだった。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    　俺はこれまでキュウキのことを、【ショタ魔神】と称してきた。


    　子供のような声質と口調から、てっきり小学生くらいのガキだと思っていたのだ。が、初めて見た奴やつの姿は……俺のイメージとは違っていた。


    　阿あ義ぎ斗との頭上に顕けん現げんしたのは、およそコントンと同サイズだろう半獣の異い形ぎよう。これまでの三体の【魔神】たちと比べ、とりわけ異色の外見だった。


    （キュウキって、こんなビジュアルだったのか……）


    　その全身が、美しい純白の毛皮で覆われていた。まるで宿主の制服とお揃そろいみたいに。


    　そして尻しつ尾ぽがあった。しかも九つも。腰くらいまでしか顕現していないのだが、アレはおそらくケツから生えているのだろう。


    　しかし何といっても奇異なのは顔面。この【魔神】、お面を着けていたのだ。やたら年季の入った、額や頬ほおに紋様があしらわれた、狐きつね形の面を。


    「キュ、キュウキ様……」


    　背後から、呪ジユ理リの慄りつ然ぜんとした呟つぶやきが聞こえる。


    　屡ル贄ニエと弑シイ麻マも固まったまま、突とつ如じよとして現れた【魔神】に当惑を見せている。


    　そんな将軍使徒たちに構わず、キュウキはおもむろにボロい瓢ひよう箪たんを取り出し、空高く掲げてみせた。ゆっくりと昇天していく、カブトムシ使徒の魂たましいに向けて。


    「──おいで、災サイ蒜ヒル」


    　その呼びかけに応じるように、魂の粒子が方向転換した。キュウキのかざす古瓢箪へと。


    　事態が呑のみ込めず、俺たちはただそれを見守っている。動く者はいなかった。トウテツやトッコすら意味が分からない様子で、口を開けてポカンとしていた。


    　やがて魂こん化かした災蒜が、最後の一粒まで瓢箪に吸い込まれると。狐きつね面めんの【魔神】は満足げに頷うなずき、キュッと蓋ふたを閉じた。


    （何だあの瓢箪……災蒜の魂を回収したのか？）


    　古瓢箪を数回振ったのち、キュウキがすぐまた蓋を開く。


    「さあシユウ、餌えさをあげるよ」


    　そんな一言と共に、古瓢箪から光の粒子が噴出した。それがシャワーのごとくバケモノへと降り注ぎ、染み入るように溶け込んでいく。すると──


    「グボオオオァァァァー！」


    　途端にバケモノが絶叫の合唱をあげ、全身の目がカッと発光した。肩口から新たに一対の腕を生やし、再びトウテツに襲いかかる。


    「うぉ！　何だこいつ、いきなり元気になりやがった！」


    　たまげつつトウテツが応戦するも、拳こぶしの乱舞は止まらない。ブオンブオンと凄すさまじい風かざ切きり音を発し、ウチの【魔神】を後退させていく。


    「テメェふざけんな！　さっきまでヘロヘロだったクセに……あだ！　痛でで！　ちょ、ちょっとタイム！　テクニカルタイム！」


    　必死に両手で「Ｔ」の字を作るトウテツに構わず、バケモノは荒れくるう。


    　それを眺めつつ、キュウキが子供のようにクスクス笑った。表情のない無機質な狐きつね面めんで。


    「うん、やっぱり将軍クラスの魂たましいは素晴らしいね。加算どころか乗算でパワーアップするみたいだ。思った通り、素材は数よりも質ってコトか」


    　そう独りごちているキュウキに、俺はツカツカと歩み寄る。そしてキッと睨にらみ上げる。


    　キュウキが今、何をしたのか……「餌えさ」というワードで理解した。


    　やっぱりこの怪物は、奴やつの手先たる合体使徒だったのだ。そして災サイ蒜ヒルは、その材料とされたのだ。だがそれを問い詰める前に、こいつには確認すべきことがある。


    「キュウキ、お前どういうつもりだ。文化祭が終わるまでは休戦じゃなかったのか」


    「そうだよ。でも生あい憎にく、屡ル贄ニエは僕の配下じゃない。彼が雪ゆき宮みや汐しお莉りに接触しようと、呪ジユ理リの抹まつ殺さつに動こうと、それは与あずかり知るところじゃないよ。休戦はあくまで、僕と小こ林ばやし少年の約束だからね。ついでに言うと、災蒜を始末したのもウチの内部事情で、君には関係ない」


    　悪びれることなくペラペラと語るキュウキに、俺は心底ムカついた。


    「呪理をボコったのは、お前んトコのバケモノだろうが！　屁へ理り屈くつコネてんじゃねえ！」


    「シユウはただ、敵意を向けてきた者に反応しただけだよ。呪理に関しても、テッちゃんに関してもね。つまり仕掛けてきたのはそっち……協定違反は君たちってコトさ」


    　何という口の達者な狐だ。俺の中の「機会があったら殴ってやりたい奴ランキング」の第一位が、この時点でキュウキになった。黒くろ亀がめさんと同率首位になった。


    「で、このバケモノは何なんだ！　お前の部下だってコトは分かってんだ！　いつまでもネタを引っ張らずに説明しやがれ！」


    「ああ、紹介が遅れちゃったね。僕の作った合体使徒・シユウだよ！」


    　自慢げに胸を張ったキュウキに、屡贄が訝いぶかしげな声で「合体、使徒……？」と復唱したのが聞こえた。どうやら彼も知らなかったようだ。


    　そしてリアクションから察するに、弑シイ麻マもまた知らされていなかったのだろう。おそらく災蒜も。だから戦ってしまったのだ。


    　だが何な故ぜ、キュウキにこんなことができる？　こいつの有する能力は『魂こん化かした使徒をすぐに復活させること』……合体使徒の作製なんて、明らかに別能力じゃないか。


    「キュウキ。お前はその能力を、今までずっと隠していたのか？」


    「ん～、ちょっと違うね。元の能力を発展させたのさ。阿あ義ぎ斗とからの助言で」


    「な、何？」


    「まあ、基本原理は同じだからね。魂こん化かした使徒を、そのまま復活させるか。それともミックスして復活させるか……混ぜ込みご飯を考案した人と、同じ発想じゃないかな」


    　何だその比喩は。能力を発展させただと？　そんなのズルいぞ！　視聴者や読者は、そういう後出し設定を好まないぞ！


    　一同が絶句する中、チーター使徒がすがるように主人へ問いかける。


    「キュウキ様。あの怪物がキュウキ様の手て駒ごまなら、どうして災サイ蒜ヒルを……あいつが助けてくれなかったら、多分アタイだって……あれは阿あ義ぎ斗との独断ですよね？」


    　その阿義斗は、キュウキが現れて以降は無言で立ち尽くすのみ。


    　一見するとトランス状態っぽいが、単にノーリアクションなだけだろう。あいつは俺と同じく、キュウキを『折しやく伏ぶく』しているのだから。


    「弑シイ麻マ。やっぱり君って、ちょっと頭が悪いよね。それでよく将軍が務まるなあ」


    　地面の弑麻に向けて、嘆かわしげに溜ため息いきをつく狐きつね面めんの【魔神】。


    　ちなみにトウテツはというと、合体使徒・シユウに手を焼き、いつしか敷地の隅っこまで追い詰められていた。


    　ブロック塀に片手をつき、しきりに「ロープブレイク！」と主張しているが、もちろんシユウは下がってくれない。悪いけど、もう少しだけそいつの相手を頼む。


    「いいかい弑麻。あれは阿義斗からじゃなく、れっきとした僕からの正式命令だよ。君も災蒜と一緒に、シユウの餌えさになるんだ」


    　ある種の死刑宣告に、弑麻が「そん、な……」と唇くちびるをわななかせる。


    「もともと君と災蒜はさ、先日の墓地で倒されるのがベストだったんだ。トッコか、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がたちか、もしくは小こ林ばやし少年の手によってね」


    　チーター使徒が、その場にペタンと座り込む。いかに本当の「死」でないとはいえ相棒の災蒜を殺され、主人から見切りをつけられ、頭が混乱している様子だった。


    「合体使徒の作製という、僕の応用能力……実はこれ、ちょっと面倒な制約があってね。どうも僕や阿義斗が直接手を下した魂たましいはダメみたいなんだ。今みたいにシユウ自身が倒すか、それとも誰かに倒してもらうしかないんだよ」


    「…………」


    「となると一番手っ取り早いのは、敵に魂化してもらうコトだ。だから僕はこれまで配下を惜しみなく出撃させ、失ってきた」


    　俺の中で、コントンが「何て野郎だ」と唸うなる。全くもって同感だ。


    　自分のために働く部下を、こいつは最初からシユウの餌としてしか見ていなかったのだ。こんなにタチの悪い敵は初めてだ。初の邪悪な【魔神】だ。


    「ねえ小林少年。三百八十一──この数字が何だか分かるかい？」


    「三百、八十一？」


    「それは今まで、君たちが倒してきた使徒の数だよ。そのうち百体ほどはトンちゃんが扉とびらを開いたときに来て、ソッコーで倒されちゃった雑ざ魚こたちかな？」


    　そこまでの数を、龍りゆう牙がたちは倒してきたのか。中には俺が倒した使徒もいるだろうけど、見事な討数と言えよう。


    「僕は使徒の魂たましいを、地道にせっせと回収してきた。火ひ乃の森もり龍牙がこの町に帰ってきた、本格的に『物語』が始まった、その時から……つまり僕、トンちゃんやテッちゃんよりも早く復活してたんだよね」


    「コントンやテッちゃんより先に、とっくに復活してただとっ？」


    「うん。でもほら、僕は四凶のラスボスだからさ。登場は勿もつ体たい振りたかったし、シユウのために魂も集めたかったし」


    　何てこった。まさかキュウキが、いの一番に目覚めていたとは。しかもシユウの材料をゲットするため、龍牙たちの戦いが利用されていたとは。


    　俺たちがその復活を知ってからも、こいつは一向に表舞台へ出てこなかった。無策なまでに使徒を差し向けては討たれるという愚挙を繰り返すだけだった。


    　それもこれも、全てはシユウという切り札を作るため……敵を誉ほめるのもアレだが、何というラスボスとしての自覚だ。


    「じゃあ、以前にわざわざ俺の家に電話してきて、鰉ヒガイ亜アによるエルミーラさんの襲撃を教えたのも……」


    「うん！　もちろん【朱す雀ざく】を抹まつ殺さつして、シズマを奪えるに越したコトはなかったけど、別に失敗してもよかったんだ。部下が全滅して、魂がゲットできれば」


    　ようやく謎なぞが解けた。あの時、どうしてエルミーラさんとシズマの危機を、あえて俺にチクってきたのか。


    　もしやこいつがシズマを狙ねらったのも、シユウの材料にするためだったのか？　ウチの子をバケモノの餌えさにしようとしたのか!?


    「僕はまず、集めた魂から百体の兵卒クラスを使って、シユウの第一試作を作った。それはこの廃工場で、火乃森龍牙たちに倒されちゃったけど」


    　自身の計画を、嬉き々きとして語るキュウキ。


    　やはりこいつはガキだ。子供のごとき純真さと残酷さが同居するエゴイスト狐きつねだ。


    「続いて倍の二百体の兵卒クラスを使って、シユウの第二試作を作った。これは河か川せん敷じきでトンちゃんにボコられちゃったね。第一試作より先に」


    　河川敷で、エルミーラさんと忌キ綺キを圧倒したヘビー級のバケモノ。廃工場で、龍牙たちが倒したライト級のバケモノ。


    　スケールダウンしていたのが気になったが、作られた順番が逆だったのか。


    「有意義な実験だったよ。僕もまだこの能力を把握しきれてないから、秘密裏に色々と試してみたかったんだ。何体の使徒で、どれくらいのシユウになるのかをさ」


    　今や廃工場の敷地内は、キュウキの独壇場だ。俺はもちろんトッコと呪ジユ理リも、屡ル贄ニエも、弑シイ麻マすらも、ただ唖あ然ぜんとして彼の言葉に聞き入っている。


    「で、三体目に満まんを持じして、取って置きの材料を使って『最強のシユウ』を作った。罵バ乱ロンに鰉ヒガイ亜アという二名の将軍クラスと、十四名の部隊長クラスという、上質な魂たましいでね」


    　それが、ここにいるシユウか。罵乱や鰉亜がちっとも復活してこなかったのは、材料にされたからだったのか。


    「いくら魂を大量に注ぎ込んでも、兵卒クラスばかりじゃ限界がある。それを踏まえて三作目には、部隊長クラス以上の魂を使おうと思ったワケ。ここまできたら、もう秘密にする必要もない。今後はシユウ本人に魂を集めさせるよ」


    　そこでヘタり込んでいる弑麻が、独り言のようにポツリと呟つぶやいた。


    「おかしいと思ってた。倒された使徒たちを、キュウキ様がなかなか復活させないから……部隊長クラスどころか、将軍クラスの罵乱や鰉亜までも……」


    「そうだよ。彼らはこの『完全版シユウ』の材料に使ったんだ。ただし誤算は、それでもテッちゃんには敵かなわなかったコトだね。けど──災サイ蒜ヒルを取り込んでからはご覧の通りさ。きっとシユウは、まだまだ強くなる」


    　そのトウテツは、相変わらずシユウに押し込まれている。クリンチを試みるも、ぶん投げられていた。つくづくシリアスができない【魔神】だ。


    「アタイたちは最初から、単なる材料でしかなかった……」


    「正解。君たち使徒をどうしようと、僕の自由でしょ？　【魔神】は王様なんだから」


    　真っ白な毛並みに覆われた両腕を、キュウキが大きく広げてみせる。


    「とまあ、これが僕の企たくらみだよ。だから小こ林ばやし少年、三さん姫きの魂をくれない？　あと屡贄、君もシユウの餌えさになってくれない？」


    「キュウキ様。貴方あなた様が『三姫の抹まつ殺さつ』を同盟の条件にしてきたのは……そのためだったのですか。そして私自身も、いずれはバケモノに取り込もうと」


    　これでもかと苦々しげに、屡贄は低く呟いた。腕を二本ほど傷めているみたいだが、シユウにやられたのだろうか。


    「まあね。八はつ傑けつと三姫……それら全員の魂を、この完全版シユウの生いけ贄にえにする。そうなったらここに──五人目の【魔神】が誕生する」


    「…………」


    「僕の命令に忠実な、四凶を超える【魔神】がね」


    　とんでもないコトを考えてやがった。


    　──きっと僕は、期待以上のラスボスになると思うよ──


    　阿あ義ぎ斗とのマンションで言っていたあのセリフは、決してハッタリじゃなかった。
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    　キュウキが語り終えたあとも、しばらく俺たちは言葉を発せなかった。


    　──【魔神】キュウキが、実はコントンやトウテツよりも早く目覚めていた。


    　──器たる阿義斗の助言で能力を発展させ、合体使徒の作製が可能になっていた。


    　──しかし自分や阿義斗が手を下してはシユウに取り込めないので、龍りゆう牙がたちにその仕事を代行させてきた。


    　──だから表立って登場するのを控え、魂たましいのコレクションに専念してきた。


    （五人目の【魔神】を作るだと？　そのためにウチの三さん姫きまで生いけ贄にえにするだと？）


    　笑えない冗談だ。我が家の三姉妹を、あんなバケモノと合体させるなんて。この上なく悪質なネトラレだ。


    　八はつ傑けつと三姫をコンプリートしたシユウ……そんな奴やつを作られたら、龍牙たちでも手に負えないだろう。俺と【魔神】たちの加勢が不可欠になるだろう。


    （しかも同盟の条件として、屡ル贄ニエに『三姫の抹まつ殺さつ』を提示してやがったとは。つまりリューガ陣営と三姫の離間工作は副策で、そっちが主策だったわけか）


    　八傑最強の屡贄なら、必ず三姫を倒せる。もし龍牙たちが倒してくれても、それはそれで良し。そして最後には屡贄も、シユウの材料に……ということか。


    　マンションでのキュウキの言葉が、俺の脳裏に去来する。


    「まあ実際のとこ、同盟なんて組まなくても勝つ自信はあるんだけどね。ただ、屡贄が仲間だと色々と楽チンかな、って」……あれはこういう意味だったのか。何という酷ひどい詐さ欺ぎだ。まさしく狐きつねに化かされた気分だ。


    　と、その時。脱力していた弑シイ麻マが、ヨロヨロと立ち上がった。


    　涙すら浮かべ、ギリリと奥歯を鳴らし、怒りの形相でキュウキを睨にらんでいる。とても主人に向ける眼光じゃなかった。


    「ふざけんな……ふざけんなよ！　何だよそれ！」


    　犬歯を剥むき出して吠ほえるチーター使徒。


    　無理もない。何も聞かされていなかった以上、彼女も詐欺の被害者だ。いかに【魔神】が相手といえど、文句の一つも言いたくなるだろう。


    「アタイたちはバケモノの餌えさにされるために、あんたに仕えてるんじゃねえ！」


    「あはは、怖いなあ弑麻。だったら特別に、君だけはシユウの餌を免除してあげようか？　代わりに別の命令を与えるから」


    　弑麻の激げき昂こうをあしらい、キュウキは事もなげに通達する。


    「今からマンションに戻って、使徒どもを殲せん滅めつしてきて。完全版シユウが本格始動した今、あいつらはもう処分する。新たに一体、劣化版シユウを作っとこう」


    　阿あ義ぎ斗とのマンションには現在、百五十名の使徒たちがいるという。


    　おそらく兵卒クラスばかりだろうが、それだけの数で作られたシユウは厄やつ介かいだ。まだ瓢ひよう箪たんに残っているだろう魂たましいも加えれば、将軍クラス以上の強敵になるはず。


    「殲滅、だって？　アタイに使徒を、仲間を殺せってのか……！」


    「そう。僕、同時に二体まで合体使徒を作れるから」


    「馬鹿にするのも大概にしろ！　あんたの配下は、もうやめだ！」


    　すると今まで無反応を貫いていたキュウキの器が、ようやく口を開いた。


    「無礼だぞ弑シイ麻マ。おとなしくキュウキの命令に従え。ボーカルの破ハ洲ス餽キ、ドラムの災サイ蒜ヒルに続いて、ギターのお前まで失ってはバンド活動を休止せざるを得ない。もっともアポストロは、私さえいれば成立するがな」


    　そんな阿義斗に「な……！」と息を呑のんだのは、何な故ぜか弑麻ではなく屡ル贄ニエだった。
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    「意識を、乗っ取られていない？　まさか……キュウキ様を『折しやく伏ぶく』しているのか！」


    　珍しく声を荒らげ、阿義斗を瞠どう目もくしているオニグモ使徒。


    　ひょっとして知らなかったのか？　まあ、阿義斗はリアクションの薄い奴やつだから、言われなきゃ分からないかもしれないが。


    　愕がく然ぜんとしている屡ル贄ニエを見て、狐きつね面めんの【魔神】がクスクスと笑う。


    「そんなにビックリしたかい？　阿あ義ぎ斗とが僕を『折しやく伏ぶく』してるコトに。そうだよ、僕はずっとそれを君に隠してきた。何な故ぜだか分かるよね？」


    「…………」


    「まあいいや。君のコトより、先に弑シイ麻マだ。もう一度だけ言うよ。マンションに戻って、使徒を殲せん滅めつしてきて。本当は君に頼まなくても、シユウにやらせれば済む話なんだけど」


    「もう命令は聞かねえ！　あんたは災サイ蒜ヒルの、仲間たちの仇かたきだ！」


    「あっそ。じゃあ君、やっぱり餌えさだね」


    　いとも容易たやすく即断し、キュウキが指をパチンと鳴らす。


    　次の瞬間。ドン！　という轟ごう音おんと共に、周囲の明度がにわかに落ちた。


    　最初は、雲が太陽にかかったのかと思った。でもそうじゃなかった。頭上を仰あおぐと、そこには跳躍したシユウがおり──俺たち目がけ落下してきていた。


    「旦那、そっち行きやした！」


    「見りゃ分かるよ！」


    　報告の遅いトウテツを怒鳴りつけ、俺はすぐさま避難のため身を反転させる。


    　幸いシユウが降ってくる危険地帯にいるのは、俺と弑麻だけだ。あのチーター使徒の脚力なら問題なく逃げられるだろう……という俺の判断は、残念ながら甘かった。


    「くっ、足が……！」


    　こともあろうに弑麻は、再びその場に片膝ひざを折っていたのだ。


    　そうだった。彼女は先ほどシユウにやられ、満まん身しん創そう痍いだったのだ。標的は俺じゃない。合体使徒の狙ねらいは……キュウキに歯向かったチーター使徒なのだ！


    　それに気付いた俺は、反転した体をまた反転させ、弑麻の救出に向かう。


    「一いち郎ろうどん！　無茶だべ！」


    「駄目です一郎様！　間に合いません！」


    　トッコと呪ジユ理リの叫びが聞こえたが、構わず突っ走る。


    　もし弑麻まで取り込まれたら、シユウはまたパワーアップしてしまう。これ以上あのバケモノに餌を与えるわけにはいかない。


    　何よりここで彼女を死なせては、身を挺ていして弑麻を守った災蒜が浮かばれない。敵の幹部キャラが命を張ったのだ。それを無駄にはしたくない。


    　が、遅かった。


    　一度逃げるべく反転してしまった俺の行動は、致命的なタイムロスを生んでいた。


    　弑麻まであと二メートルという俺の先で、シユウの拳こぶしが振り下ろされる。超重量に加えて落下の勢いがついた、強力無比な一撃が。


    「はい。これで弑麻の魂たましいもゲット」


    　そんなキュウキの声と、古ふる瓢びよう箪たんの蓋ふたがキュッと開けられる音が聞こえた刹せつ那な。


    　凄すさまじい爆音、地響き、風圧がまとめて上がり、俺の体が弾かれた。「コ」の字形の体勢で吹っ飛ばされ、尻しりで三度ほど地面をバウンドする結果となる。


    （ぐお！　び、尾てい骨が……）


    　悶もん絶ぜつしながらも、実のところ俺は安あん堵どしていた。大丈夫、きっと弑シイ麻マは無事だ。


    　何な故ぜなら、見えたからだ。シユウの鉄拳が彼女に直撃する寸前──漆黒の影が猛スピードで飛び込んできたのが。


    （ったく、やりゃできるじゃねえか）


    　体を起こして現場を確認すると。


    　果たしてトウテツが、シユウの拳こぶしを受け止めていた。両足を地面にめり込ませ、中腰で踏ん張り、チーター使徒を庇かばうように。


    「痛ってぇ……チクショウ、何で俺がこんなコトを……」


    　すんでのところで弑麻を救ったトウテツに、俺は拍手と称賛を送る。


    「よくやったぞテッちゃん！　今ので多分、一人くらいファンができたぞ！」


    　脳内でコントンが「誉ほめることじゃねえよ。シユウを取り逃がしたのはあいつなんだし」と毒づいたが、まあ結果オーライだ。評価してやろうじゃないか。


    　シユウの巨腕を押し返しながら、トウテツが背後のチーター使徒に喚わめく。


    「おい弑麻！　さっさと立ちやがれ！　いつまで【魔神】に踏ん張らせてんだ！」


    　しかし弑麻はヘタり込んだまま、ただ呆ぼう然ぜんとトウテツを見上げるのみ。女の子らしく両足を横に揃そろえているのが、これまでの彼女らしくない。


    「ト、トウテツ様……どうしてアタイを……」


    「お前を餌えさにされるワケにいかねぇんだよ！」


    「それってつまり、アタイが……私が必要だということですか。キュウキ様に見捨てられた私を、貰もらってくれるということでございますか……」


    「この非常時にキャラ変えてんじゃねぇ！　邪魔だから消えろ！」


    「ひゃ、ひゃい！」


    　声を裏返して答え、すぐさま立ち上がるチーター使徒。もう一度だけトウテツに潤うるんだ瞳ひとみを向けたのち、そのまま足を引きずって廃工場から去っていく。


    （よし、弑麻は撤退してくれたか。ちょっと今のリアクションが気になるけど……）


    　あの表情に、あの言葉遣い……まさかトウテツの奴やつ、チーター使徒とフラグを立てちゃったのか？　本当にファンができちゃったのか？


    　だとしたら、身を挺ていして弑麻を守った災サイ蒜ヒルが、別の意味で浮かばれない。勝手な恋愛は戒いましめて欲しい……という俺の憂慮は、コントンの怒声によって打ち消された。


    （ボサっとすんな坊主！　後ろだ！）


    「へ？」


    　間抜けな返事をしつつも、俺は直感的に危険を察して身を屈めた。


    　半瞬後、背後から飛んできた蹴けりが頭頂部をかすめる。災サイ蒜ヒルの巨体を吹き飛ばした、あの凶悪な回し蹴りが。


    「ほう、今度はかわしたか。いい反応だな小こ林ばやし」


    「アギト、テメェ……」


    　振り返ると、そこに阿あ義ぎ斗とがいた。頭上に狐きつね面めんの【魔神】をそびえさせたまま。


    「さあ、約束通り決着をつけるとしよう。私とお前、どちらが火ひ乃の森もり龍りゆう牙がに相応ふさわしいか……それをここで明確にする」


    「ふざけんなコラ！　バトルは文化祭が終わるまで──」


    「休戦協定を破ったのはそちらだ。聞く耳は持たん」


    　言うなり、たちまち襲いかかってくる阿義斗。


    　不本意にも対処を余儀なくされる俺。が、それはなかなか骨が折れる作業だった。


    　繰り出される拳こぶしと蹴りが、恐ろしく速い。かつ正確に急所を狙ねらってくる。しかも空を切り裂く音が、あとから遅れてやってくる。


    （こ、こいつ、やっぱ只ただ者ものじゃねえ！　人間レベルを超えてやがる！）


    　俺でも見切るのがギリギリだ。辛かろうじて反撃できる程度だった。


    　中途半端に付き合っていては、こちらの命が危ない。……どうする？　本気でやるか？　阿義斗とマジバトルなんてしていいのか？　オフレコで済むのか？


    「ふむ。お前はやはり、只者ではない。人間レベルを超えている」


    「俺と同じ評価をするな！　傷つくから！」


    「だが、勝つのは私だ。龍の牙とは──顎あぎとに収まって然るべきものなのだ」


    「くっ、言葉の意味は分からねえが、何やらカッコいいセリフを……」


    「このポエムはかつて、火乃森に送ったものだ。よほど胸に響いたのだろう、すぐに返信が来たぞ。『意味分かんないから』と」


    「俺と同じ評価じゃねえか！」


    　そんな会話の応酬をしつつ、俺たちの攻防は加速していく。遺い憾かんにも人間同士で、超次元バトルを展開してしまう。


    　泣きたくなるような事態だった。


    



    　　　　　　　　　　４


    



    「龍牙。このコーヒー二つ、三番テーブルに運んで下さいな」


    「うん、分かった」


    　エルミーラから受け取ったカップをトレイに載せて、龍りゆう牙がはいそいそと三番テーブルのお客の元へ向かった。


    　時刻は現在、午後二時半。自分がメイドに復帰した途端、また忙しくなってきた。男子だと言ってるのに、電話番号やラインのＩＤを渡してくる人があとを絶たない。


    （可愛いと思ってくれるのは嬉うれしいけど……はあ、一いち郎ろうはどうしてるかな。魅ミ怨オンか忌キ綺キを捕まえられたかな……）


    　本当は、自分も一緒に捜索したかった。


    　とはいえ内心、三さん姫きのことはさほど心配していない。様子を見た限り、これまで通りの感じだったから。やっぱり彼女たちは敵になったわけじゃないのだろう。


    　だから本音を言うと、捜索と称するデートがしたかったのだ。彼氏と二人で、もっと色々な模擬店を回りたかったのだ。そう思うのって、当然の乙おと女め心だよね？


    （さっき豪ごう徳とく寺じさんに、メイド姿を写真に撮られちゃったし……気が滅入るなあ）


    　でも仕方がない。私は二年Ｂ組の生徒なんだし、ちゃんとクラスに貢こう献けんしないと。


    　どのみち手伝えるのは、あと二十分くらいだ。何せ三時半からは、ステージでのバンド演奏があるんだから。それはすでにクラスメートたちにも告げている。


    （そういえば、天てん涼りよう院いんはどこに行ったんだろ？　私がメイドさんに復帰したと聞いたら、またお客として来るんじゃないかと心配だったんだけど……）


    　確か彼もベースギターをやっているんだったか。まあ、張り合うつもりはないけど。一郎が誉ほめてくれたら、それで充分だけど。


    （演奏が上う手まくいったら、一郎に頭をナデナデしてもらおう。あと後ろからギュッとしてもらって、『よく頑張ったなリューガ、愛してるよ』なんて……フフ、ウフフフ）


    　そんな妄想に浸りながら。


    　龍牙はスカートの裾すそを摘つまみ、「ご主人様。コーヒー二つ、お待たせ致しましたニャン」とお客さんに笑顔を振り撒まいた。


    



    



    　メインキャラたちが文化祭イベントを頑張っているだろう、その裏で。


    　廃工場の敷地内では今、なし崩し的に二つの激闘が繰り広げられていた。


    　──合体使徒・シユウと、俺の【魔神】・トウテツ。


    　──キュウキの器・天涼院阿あ義ぎ斗とと、友人キャラ・小こ林ばやし一郎。


    　一戦目はともかく、二戦目は甚はなはだ問題であった。決してお見せしてはならない、誰も得をしないカードだった。


    「私とここまで渡り合うとは……さすがは我がライバルだな、小林」


    「勝手にライバルにするんじゃねえ！　こちとら友人キャラだ！」


    　瞬き一つする間に、無数の拳こぶしが飛んでくる。おまけに死角から蹴けりも飛んでくる。


    　足癖も悪いが、拳打も油断できない。阿あ義ぎ斗との指には、髑どく髏ろや五ご芒ぼう星せいといった不穏なデザインのリングが嵌はめられているのだ。食らったら顔が変形してしまう。


    「アギト！　もうリューガのことは諦あきらめろ！　代わりに豪ごう徳とく寺じさんを紹介してやる！」


    「誰だそいつは。私と釣り合う女は、火ひ乃の森もりしかいない」


    「リューガは男だって！　俺は何度も見たコトあるぞ！　あいつの立派なオチンチン！」


    「まだそのようなことを……火乃森にオチンチンなど存在しない」


    「あるって言ってんだろ！　それはもう、龍の牙みたいなオチンチンが！」


    「ならばそのオチンチンごと愛するまで」


    「しょ、正気かお前！　オチンチンだぞ！」


    　そんな俺たちに、キュウキが「バトル中にオチンチンを連呼しないように」とたしなめてくる。おのれ腹黒狐ぎつねめ、頭上からのんびり観戦しやがって！


    「ねえ阿義斗。そろそろ気が済んだでしょ？　もう引き下がらない？　何も急いで小こ林ばやし少年と決着をつけるコトないじゃん」


    　キュウキの説得にも、阿義斗は応じない。【魔神】の言葉を無視して戦い続けている。


    「やれやれ、困った器だなあ……ねえ、小林少年も自じ重ちようしてよ。そもそも君──阿義斗ばかりに夢中になっててもいいの？」


    　キュウキがそう言った瞬間。俺は頭上に、寒気がするほどの強大な邪じや気きを感じた。


    　見上げると狐きつね面めんの【魔神】が、両手にどす黒い瘴しよう気きの塊かたまりを収しゆう斂れんさせていた。あのエフェクトは見たことがある。トウテツやコントンも、かつて同じことをしていた。


    　彼ら【魔神】は、手から邪気の波動を放つのだ。まるで大砲のごとく。


    （まさかキュウキの奴やつ、バトルに介入するつもりか？　ヤベえ、この距離であんなモン食らったら死んでしまう！　チリ毛になるだけじゃ済まされねえ！）


    　慌あわててトウテツを呼び戻そうとしたが、彼はシユウとがっぷり四つで組み合っていた。相撲すもう取ってる場合か！　器が大ピンチだっての！


    　が、俺の予想は間違っていた。


    　キュウキがおもむろに右手をかざしたのは、明後日あさつての方向。路地に面した、敷地の入り口付近であった。


    　そしてそこには──こちらの様子を見守る、雪ゆき宮みやさんの姿があった。


    「しまっ……！」


    「遅いよ、小林少年」


    　直後、キュウキの五指から邪気の波動が放出される。五つの黒い凶弾が尾を引いて、彗すい星せいのごとく彼女へ飛んでいく。


    　阿義斗の猛攻によって、俺は動けない。同じくシユウに阻まれ、トウテツも動けない。


    「雪ゆき宮みやさん！　逃げろおおおー！」


    　俺が声を限りに叫ぶと同時に、雪宮さんもまた叫んでいた。


    「その手は桑名の焼き蛤はまぐりだべ！」


    　再び雪宮さんの頭上に顕けん現げんしたトッコが、鞭むちのごとく両腕をしならせ、襲いくる波動群を打ち落とす。バレーのアタックのように。


    「汐しお莉りちゃんを傷つけるのは、オラが許さねえだ！」


    　そうだった。トッコは姿を引っ込めただけで、雪宮さんにスイッチしてはいないのだ。


    　五つの波動を全て迎撃するなんて、さすが腐っても【魔神】だ。太鼓ゲームでハイスコアを記録しただけのことはある。


    　右の五指に新たな邪じや気きを充じゆう填てんしながら、キュウキが感心したように口笛を鳴らした。


    「へえ、やるじゃんトッコ。一発くらいは当たるかと思ったんだけど」


    「キュウちゃん！　オラは怒ってるだ！　使徒をバケモノの餌えさにするなんて、キュウちゃんはカボチャ泥棒のように悪い奴やつだべ！」


    「僕、カボチャ嫌いなんだよね」


    「好き嫌いまでするだか！　カボチャは栄養満点だべ！」


    「そのビジュアルでカボチャとか言わない方がいいよ？」


    「狐に言われたぐないだ！」


    　プンスカ怒っている貞さだ子こチックな【魔神】と、クスクス笑っている狐チックな【魔神】。


    　ああ……やはりこの一幕は、全てカットするべきだ。友人キャラがバトルをやらかし、まだ主人公の前に現れていない【魔神】二名がカボチャトークをしているのだから。


    「ところでトッコ。僕の攻撃、いつまで防げるかな？　まだ君って、目覚めて一か月ほどなんでしょ？　器にどこまで馴な染じんでるの？」


    　キュウキの五指から、また波動が放たれる。それも次から次へと連続で。


    「ちょっと難易度を上げるよ。頑張ってね」


    「こ、こんなもの、太鼓ゲームの鬼モードに比べたら……！」


    　数十もの黒弾に対して、さすがのトッコも四苦八苦していた。


    　しかも全ての邪気が、それぞれに異なる軌道を描えがくのだから始末に悪い。ストレート、カーブ、スライダー、シュート、フォーク……ウチの先発とは裏腹に、見事な立ち上がりだ。


    「くっ、手が痺しびれてきただ……」


    「あはは、粘るなあトッコ。でも、それだけ僕の波動を受けて大丈夫？　君じゃなくて、雪宮汐莉がさ」


    　見ると雪宮さんが、トランス状態でありながら顔を苦痛に歪ゆがめていた。


    （まさかあれは……トッコのダメージが、雪宮さんにも伝わってるのか!?）


    　かつて杏きよう花かちゃんが、コントンに憑つかれていたときのことを思い出す。


    　あの時、【魔神】が受けたダメージは宿主にもリンクしていた。『折しやく伏ぶく』していない状態というのは、そういうリスクがあるのだ。


    （このままじゃマズい。トッコを、雪ゆき宮みやさんを助けないと！）


    　とはいえ、キュウキの砲撃を邪魔するだけの余裕が俺にはなかった。


    　先ほどから阿あ義ぎ斗との攻撃が、どんどん苛か烈れつさを増してきている。息切れするどころか、逆にエンジンがかかっている状態なのだ。


    　何とかしなければ……そんな焦しよう燥そうに駆られている間に。


    　とうとう邪じや気きの一つを食らったトッコが、後ろに大きくのけ反ってしまった。


    「はいゲームオーバー。ペナルティーは──器の破壊だ」


    　言うなりキュウキが、今まで使われていなかった左手をかざした。ひたすら邪気を溜め続けていた、取っておきの主砲を。


    　俺はなり振り構わず跳躍し、キュウキの左手を蹴けりつけようとする。しかしその試みは、阿義斗によって失敗に終わった。奴やつに軸足を払われジャンプできなかったのだ。


    「アギト……！」


    「他のことに気を取られるな。お前の相手は私──」


    　言い終わりを待たず、阿義斗の鳩みぞ尾おちにソバットをぶち込んでやったとき。キュウキが左手の波動砲を放ってしまった。無防備に佇ちよ立りつする雪宮さんへと。


    　トッコは体勢を崩したまま。俺はもう間に合わない。トウテツも無理だ。


    　今度こそ万事休す──そう思った瞬間。


    　雪宮さんの前に、キングコブラ使徒が立ち塞ふさがった。ブロンドがボサボサに乱れた、まだ負傷が治ち癒ゆされていない、『奈な落らくの三さん姫き』の長女が。


    「ジュ、呪ジユ理リ！」


    「一いち郎ろう様、お世話になりました。魅ミ怨オンと忌キ綺キのこと、よろしくお願いします」


    　こちらに微ほほ笑えんでみせた呪理に、特大の波動が迫る。


    　その光景がスローモーションのように、俺の視界へ飛び込んでくる。そして──


    　直撃と共に、波動が爆はぜた。どす黒い光の奔ほん流りゆうが破裂し、突風が巻き上がった。


    「…………」


    　やがて光と風が収まり、周囲に静寂だけが残される。


    　……結論から言うと、呪理は無事だった。雪宮さんとトッコも無事だった。


    　波動が直撃する刹せつ那な、呪理を突き飛ばして攻撃を受け止めたのは──屡ル贄ニエだった。


    　呪理の宿敵で、トッコの腹心で、雪宮さんの執事である、オニグモ使徒だったのだ。


    「ぐ、ぅ……」


    　僅わずかに呻うめきを漏らし、屡贄がその場に崩れ落ちる。全身が焼かれたように黒コゲとなり、ブスブスと煙を上げていた。


    　あの一撃をまともに受けたのだ、消し飛ばなかっただけでも大したものである。屈強な肉体の賜たま物ものか。


    「ル、屡ル贄ニエ……貴方あなた、どうして……」


    　地面に尻しり餅もちをついたまま、呪ジユ理リが呆ぼう然ぜんとしている。


    「セ、セバス、チャン……？」


    　続いて、雪ゆき宮みやさんのかすれた声が聞こえた。どうやらトッコとチェンジしたらしいが、状況はすぐさま理解したようだ。


    　地面に伏したオニグモ使徒に向けて、狐きつね面めんの【魔神】が小さく肩をすくめる。


    「ありゃりゃ。こういう展開になっちゃったか……でも即死じゃなかっただけいいや。これでまた一つ、将軍クラスの魂たましいをゲットだ」


    　くぐもった声で笑いながら、キュウキが瀕ひん死しの屡贄に告げる。


    「残念だったね屡贄、こんな形で退場なんて。せっかく同盟を組むフリをして、僕の寝首を掻かくつもりだったのに」


    　寝首を、掻く？　その言葉に困惑しながらも、俺はすかさずトッコたちの元へ走る。俺のソバットを食らって阿あ義ぎ斗とがうずくまっている間に。


    　駆けつけたときには、雪宮さんが屡贄の上体を抱き起こしていた。そうか、トッコが雪宮さんにスイッチしたのは、治ち癒ゆ能力を使ってもらうためか。


    「屡贄の考えくらい想像はつくよ。僕を封印して、トッコを阿義斗へ引っ越しさせたかったんでしょ？　小こ林ばやし少年みたいに、彼を【魔神】の二体持ちにさせたかったんでしょ？」


    　トッコを、阿義斗に引っ越しさせる？　俺と同じく【魔神】の二体持ちにする？


    　七、八メートルほど離れたキュウキを見み据すえ、俺は「どういうことだ」と問う。幸いにも敵は、もう波動を撃つ気はないらしい。


    「言った通りだよ。ただし二体持ちといっても、僕にはまた眠りについてもらう予定だったのさ。そうすれば阿義斗は事実上──トッコだけの器になるからね」


    　キュウキの解説は、今一つ要領を得ない。


    　それでは単に、トッコの器が変わるだけだ。それに何の意味がある？


    　困惑を募つのらせる俺に、狐面の【魔神】は饒じよう舌ぜつに続ける。あたかもオニグモ使徒の胸奥を代弁するかのごとく。


    「シユウの存在を知らなかった屡贄はさ、もう戦いの趨すう勢せいは決したと思ってたんだよ。テッちゃん、トンちゃん、そしてトッコまでもが、人類との共存を選んだ時点で」


    「…………」


    「あとは僕さえ封印すればいい。僕がまた復活する頃には、人類と『奈な落らくの使徒』の関係は大きく変わっているだろう──つまり屡贄は、勝手に『物語』を締めようとしたのさ」


    　俺、雪宮さん、呪理の視線が、揃そろってオニグモ使徒へと向けられる。


    　しかし彼は、雪ゆき宮みやさんの膝ひざの上で黙したまま。六本の腕はダランと垂れ下がり、意識を失っているのか微動だにしない。


    （屡ル贄ニエは最初から、人類との共存に賛成だったのか……？）


    　勝手に物語を締められるのは困るが、目指すところは俺たちと同じじゃないか。スーパーの駐輪場での「共存に反対」という姿勢は、嘘うそっぱちだったことになる。


    「だから屡贄が考えたのは、そのあとのコトさ。ねえ小こ林ばやし少年、『奈な落らくの使徒』との戦いが終わったら──火ひ乃の森もり龍りゆう牙がたちはどうするの？」


    　どうするって、そりゃ普通の生活に戻るに決まっている。


    　メインキャラたちは晴れて宿命から解放され、それぞれの穏やかな生活に帰っていく。物語の最後とは、そういうものだ。


    　そしてそれは、俺が構想しているラストでもある。最後はエンドロールが流れる中、みんなの日常が順番に映されていくのだ。


    　そんな俺の思考を読んだように、キュウキが低く笑う。


    「戦いとは無縁の、普通の生活……それを送れない者が、そこに一人だけいるよね」


    　獣けもののごとき尖とがった爪つめで、キュウキが雪宮さんを指し示す。


    「その身に【魔神】を宿したまま、普通の生活なんてできるワケないよ。つまり雪宮汐しお莉りだけが──宿命から逃れられない。【魔神】の器という宿命から」


    　そこで俺はようやく分かった。トッコを引っ越しさせようとした、屡贄の意図が。


    　そうか。彼の目的は「雪宮汐莉を解放すること」だったのだ。戦いの宿命から。【魔神】の器という役目から。


    　もちろん平和が訪れたとしても、メインキャラたちには守護神が宿ったままである。しかしもう召しよう喚かんする必要はない。【黄こう龍りゆう】や四し神じんとは、あくまで霊獣なんだから。


    （でもトッコは違う。【魔神】は人格を持ってるし、飲み食いもするし、人間との交流を望んでいる。眠りについてるワケでもないのに、放置することはできない）


    　だからこそ雪宮さんは、「トッコを養女にする」ことまで考えたのだ。


    　彼女には【魔神】が、一生付きまとうのだ。俺も他ひ人と事ごとじゃないのだが。


    「ねえ小林少年。屡贄って、僕よりよっぽどタチが悪い奴やつだと思わない？　僕と君の双方を欺あざむいて、僕に近付くため三さん姫きの抹まつ殺さつまで請け負って、さらには阿あ義ぎ斗とにトッコを押しつけようとしたんだ」


    「…………」


    「それもトッコのためじゃなく、敵である雪宮汐莉のために。君も怒っていいよ？」


    　俺にその資格はない。エゴイスト加減では、俺も負けていないのだから。


    　屡贄は主君以外の存在を、虫ケラ程度にしか思っていない──そう言ったのは、確か魅ミ怨オンだったか。


    　事実その通りなんだろう。阿あ義ぎ斗との人生も、三さん姫きの命も、屡ル贄ニエにとっては顧かえりみるものじゃないんだろう。三姫を犠ぎ牲せいにするとなれば、俺に協力を請えなかったのも頷うなずける。


    　全ては主君のため。ただし戮りく将しよう・屡贄の主君は──今やトッコだけじゃない。


    　未いまだにオニグモ使徒の人差し指に、ビーズの指輪があるのは……そういうことだ。


    「でもさ、屡贄の計画って元から破は綻たんしてるんだよね。彼はシユウの存在を知らなかった。そして、天てん涼りよう院いん阿義斗という器を測り損ねた」


    　その阿義斗が、俺に蹴けられた腹部を押さえつつ立ち上がる。


    　加減はしたのだが、常人なら十五分は悶もん絶ぜつしているところだ。もう動けるとは。


    「阿義斗が類たぐい稀まれなる器であるコトは、屡贄も見抜いていたようだね。けど可能なのは、せいぜい【魔神】の二体持ち……それも片一方を眠らせた状態が限度だと考えたんだろう」


    　つまり【魔神】をダブルで宿すより、『折しやく伏ぶく』の方が凄すごいのか。基準がよく分からない。


    「阿義斗が『折伏』まで可能となると、屡贄にとっては大問題だ。もしトッコも『折伏』されてしまったら……【魔神】と器の上下関係は入れ替わっちゃうからね」


    　だから屡贄は先ほど、あんなに血相を変えていたのか。キュウキに意識を乗っ取られていない阿義斗を見て。


    　主導権を握られた【魔神】は、器に使役される立場となる。まさに当の俺が、トウテツとコントンをこき使っているように。


    「断言してもいいけど、阿義斗は間違いなくトッコを『折伏』できるだろうね。あとこれも断言するけど、その時はきっと──彼女を破壊の道具として利用するだろうね」


    「…………」


    「阿義斗の願いは、『人類の終しゆう焉えんを見る』コトなんだから。僕に対して忠実なマリオネットをやってくれているのは、その目的が合致しているからなんだ」


    　その時。雪ゆき宮みやさんに膝ひざ枕まくらされているオニグモ使徒が、微かすかに目を開いた。


    　しかしながら双そう眸ぼうは虚うつろで、焦点が合っていなかった。雪宮さんが懸命に治ち癒ゆを続けているものの、未だ起き上がることすらできないようだ。


    「汐しお莉りお嬢様……私は……」


    　苦しげに喘あえいだ屡贄の顔を、雪宮さんが優しく撫なでる。


    「喋しやべらないでセバスチャン。お話なら、あとで聞くわ。もちろん私とトッコのお小言も聞いてもらうから。そのためにも治癒をさせて」


    「私は、貴女あなたに……普通の生活を……」


    「それは私にとって、トッコとセバスチャンがいる生活のことよ。私自身がそれを望んでいるの。だから……戻ってきてセバスチャン。さっきも言ったでしょ？　たとえ『奈な落らくの使徒』だとしても、私にとって貴方あなたは──」


    　そんな雪宮さんのセリフの途中で。


    「はい。もうトークタイムはおしまいだよ」


    　いきなりキュウキの右腕がニュッと伸長し、こちらへ飛んできた。


    「！」


    　迫ってくる白毛の腕に、俺と呪ジユ理リがすかさず反応する。が、間かん髪はついれず放ってきた左腕の牽けん制せい砲撃によって、俺たちの動きが封じられる。


    　その隙すきにキュウキの右腕は、屡ル贄ニエの体を鷲わし掴づかみにして。


    　オニグモ使徒を雪ゆき宮みやさんから奪っていった。
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    「セ、セバスチャン！」


    　キュウキに拘こう束そくされた屡贄に、雪宮さんが叫んだのとほぼ同時に。


    「おりゃぁぁぁぁー！」


    　敷地の片隅でも叫び声があがり、次いでズズン！　と地響きが轟とどろいた。見るとトウテツが、シユウを一本背負いで投げ飛ばしていた。


    「わははは！　よし一本！　俺の勝ちだバケモノめ！」


    　能天気に喜んでいるウチの【魔神】。さっきは相撲すもうだったが、柔道になっていた。


    　あの合体使徒にパワー勝ちしたのは凄すごいが、今はそれどころじゃない。屡贄が捕われてしまったのだ。


    　キュウキの巨大な手に握られ、オニグモ使徒が圧迫に呻うめいている。マズい。このままでは災サイ蒜ヒルに続いて、彼もシユウの餌えさにされる！


    　満足げに額をグイと拭ぬぐったのち、ようやくトウテツがこちらを見てきた。キュウキの手中にある屡贄に気付き、「あっ？」と間抜けな声を出す。


    　そんな同胞に対して、キュウキが左手でポリポリと面を掻かいた。


    「ビックリだよテッちゃん。災蒜まで取り込んだシユウが敵かなわないなんて……君、そこまで強かったの？　おバカなだけじゃなかったの？」


    「誰がバカだ！　俺がこんなニューフェイスに負けるか！　おいキュウキ、そのオニグモを返しやがれ！　さもないと、次はこいつにテキサスクローバーホールドを……」


    　トウテツが対抗して、シユウを人質にしようとしたところ。それより早くキュウキが指をパチンと鳴らした。


    　途端にシユウの体が魂こん化かするように消滅し、大量の粒子となって霧散する。それが一斉にキュウキの元へと向かい、掲げられた古ふる瓢びよう箪たんの中に吸い込まれていく。


    （シユウを回収した？　素材状態に戻すこともできるのか？）


    　瓢箪の蓋ふたをキュッと閉めると、キュウキが己おのれの器を改めて諭す。


    「さあ阿あ義ぎ斗と、今日はここまでだ」


    「何を馬鹿な。まだ私と小こ林ばやしの勝負は終わっていない」


    「蹴けられたお腹、結構効いてるんでしょ？　その状態で勝てるほど、小林少年は甘い相手じゃないよ。仕切り直した方がいいってば。ね？」


    　なおも阿義斗はこちらを睨にらんでいたが、やがて不承不承ながらもクルリと踵きびすを返した。


    　どうやら【魔神】の説得を聞き入れることにしたらしい。が、このまま黙って見送るわけにはいかない。屡ル贄ニエを解放してもらわない限りは。


    「待ちやがれコラ！」


    　阿義斗とキュウキの背中に向けて、俺はすかさず怒鳴りつける。期せずしてトウテツも同じセリフを怒鳴ったので、ハモってしまった。


    「去るなら屡贄を置いていけ！　そいつはお前の配下じゃねえだろ！　トッコ陣営だろ！」


    「悪いけど屡贄は、こちらの戦利品だよ。彼の魂たましいを取り込めば、シユウはまた一つパワーアップする……物語が盛り上がってきて、君も嬉うれしいでしょ？」


    　キュウキの言葉に、雪ゆき宮みやさんが青ざめた顔で立ち上がる。


    「それは、どういうことですか。貴方あなたは【魔神】キュウキですね？　セバスチャンの魂を取り込むとは……一体どういう意味ですか……！」


    「はじめまして【白びやつ虎こ】。言葉通りだよ。だから屡贄は貰もらってくね」


    　その意味を悟った雪宮さんが、即座に駆け出そうとする。しかし呪ジユ理リに後ろから羽は交がい締じめにされ、動きを拘こう束そくされる。


    「放して！　キュウキはセバスチャンを魂こん化かして、さっきの怪物に取り込むつもりです！」


    「落ち着きなさい雪宮。屡贄はもう、助からないわ」


    　呪理の薄情な物言いに、もちろん雪宮さんは納得などしない。俺も納得などしない。


    　ならば代わりに、俺が奪還するまで……そう思い動きかけた瞬間。


    　他ならぬ屡贄本人が、制止の言葉をよこしてきた。


    「小林様……ここはお退ひき下さい……」


    　キュウキの手の中で、息も絶え絶えに告げてくるオニグモ使徒。退けと言われて退けるものか。重体の屡贄は、もはや自力で脱出することなどできないのだ！


    「私は、呪理を始末しようとしたのです……小林様が私を助けるのは、筋違いかと……」


    「さっき呪理を庇かばったことでチャラだ！　無断で退場するのは、ストーリープランナーとして許さねえぞ！」


    「どうかご理解を……これは報いでございますので……トウコツ様の意に背そむき、汐しお莉りお嬢様を苛さいなませたことへの……」


    　次いで屡贄の視線が、俺の後方に転じられる。涙で顔をクシャクシャにして、呪理を振りほどこうともがいている、自身の主人へと。


    「汐しお莉りお嬢様……セバスチャンとしての最後の奉公をするつもりが……かくも裏目に出てしまいました……申し訳ございません」


    「やめてセバスチャン！　お別れみたいなことを言わないで！」


    「私を『家族』だと言ってくれたこと……とても嬉うれしく存じます……ですが、もう私のことはお忘れに……」


    「家族を忘れられるわけないでしょう！　待っててセバスチャン！　今助けるから！」


    　しかし呪ジユ理リはそれを許さない。そればかりか、俺にまで厳しく自制を促うながしてくる。


    「一いち郎ろう様。屡ル贄ニエの略取を阻止できなかった時点で、我々の負けでございます。もはやどうすることもできません」


    　冷淡なキングコブラ使徒の言葉に、俺は憮ぶ然ぜんとする。


    　そりゃ、呪理にとって屡贄は許されない奴やつだろう。自分だけでなく、魅ミ怨オンと忌キ綺キの命まで狙ねらおうとした不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だろう。でも、だからって……。


    「もしこちらが動けば、キュウキ様はその瞬間に屡贄を始末なさるでしょう。考え様によっては、それは好都合ともいえます。キュウキ様が直じき々じきに手を下された魂たましいは、シユウに取り込めないようですから」


    「つれていかれたら、それこそシユウに始末されちまうぞ！」


    「はい。ですが、私はこのまま見送ることを提案致します。たとえ屡贄が餌えさとなろうと」


    「何でだ！」


    「雪ゆき宮みや汐莉に──屡贄が殺される瞬間を見せないためです。それはシユウの強化などより、もっと避けるべき事態だと考えております」


    　キッパリとそう言った呪理は、まぎれもなく蛇へび塚づか先生の顔をしていた。


    　確かにここでキュウキ自身が屡贄を手にかけてしまえば、シユウの材料にはできない。どのみちオニグモ使徒の運命が同じならば、それが俺たちにとっては得策だ。


    　……いや違う。それのどこが得策だ。だからといって雪宮さんに、屡贄が死ぬ場面を見届けろというのか？　彼女の心に、深い傷をつけようというのか？


    　俺の頭が急速に冷えていく。


    （感情的になるべきじゃない。この状況から俺たちが何をしても、キュウキが屡贄にとどめを刺す方が早い……とっくに詰んでるんだ）


    　俺はもう動けなかった。トウテツもしきりに首をひねって、対応に窮していた。


    　そんな中、再び屡贄が声を発する。


    「すまぬ呪理……まさか貴様に礼を言うことになるとは……」


    「感謝されることじゃないわ。貴方あなたを見捨てようというんだから」


    　距離を隔てて、しばし見詰め合うキングコブラ使徒とオニグモ使徒。


    　何な故ぜか阿あ義ぎ斗とはその場に立ち止まったまま、こちらに無防備な背中を晒さらしていた。


    「呪ジユ理リよ、いつか貴様に言ったな……この戮りく将しよう・屡ル贄ニエがお仕えするのは、いかなるときでもトウコツ様のみ……それが私の誇りだと……」


    「そうね。確か私、頑固ジジイなだけじゃないの？　って言ったかしら」


    「笑うがいい。私はとうに、使徒としての誇りなど失っていたのだ……あのようなことを語りつつ、二君を持っていたのだ……何と厚顔無恥なことか……」


    「そういう貴方あなたの方が、素敵だと思うわよ」


    　ブロンドを掻かき上げ、微かすかに口元を綻ほころばせる呪理。いつものエロネタ三ざん昧まいである彼女は、完全に封印されていた。


    「屡贄、あとのことは任せなさい。トッコ様と雪ゆき宮みや汐しお莉りを守る役目……この幻げん将しよう・呪理が引き継いであげる」


    「……頼む」


    　その一言を合図に、阿あ義ぎ斗とが静かに歩き出す。頭上のキュウキ、そして屡贄を伴い、薄暗い廃工場の中へと消えていく。おそらく建物を抜けて、裏から出るつもりなんだろう。


    　できることなら追いたい。が、そうしたところで……屡贄を救える見込みはない。


    　去っていった阿義斗たちを、なす術すべもなく見送っていると。


    （おう坊主。屡贄のことは諦あきらめろ。あいつはあいつで勝手に動いてたんだ、こうなることも覚悟の上だろうよ）


    　俺の脳内に、コントンの声が響いた。色々あって存在をすっかり忘れていた。最後までトウテツに戦わせてしまった。


    「なあ、コントンのオッサン。屡贄の計画は、本当に正しかったのか？　アギトに引っ越しさせるくらいなら、せめて一時的にでも杏きよう花かちゃんに……」


    （そこは俺様が、屡贄に釘くぎをさしちまったからな。『杏花たんに手え出しやがったら、生なま半はん可かな殺し方じゃ済まさねえ』って）


    　それに対して、屡贄は「肝きもに銘じておきます」と答えていた。キュウキ以外の【魔神】と事を構えることは、彼も望んでいなかったのだろうか。


    （雪宮の前から消えても支障のない人間。それがトッコの器としてベストな人選だったんだろうよ。杏花たんや坊主じゃ、そういうワケにゃいかねえからな）


    　雪宮さんを窺うかがうと、地面に突っ伏して嗚お咽えつしていた。


    　彼女の中で、トッコも泣いているのかもしれない。あの時、どうして屡贄が奪われるのを防げなかったのか……自分の無能さが悔やまれる。


    （ところで坊主。聡明な俺様から一つ提案があるんだが、ちょっと聞けや。屡贄を取り返せる可能性は──まだ残ってるかもしれねえぞ）


    「へっ？」


    　コントンの思わぬ発言に、俺は声を裏返す。


    　同じタイミングで、呪ジユ理リがおもむろに雪ゆき宮みやさんの真正面に立った。


    「セバスチャン……セバスチャンが……」


    「屡ル贄ニエの最さい期ごを見なくて済んだだけでも幸運と思いなさい。あとお節介ついでに、私の話を聞きなさい。屡贄を取り返せる可能性は──まだ残っているかもしれないわ」


    　その言葉に、はたと雪宮さんが目を見開く。奇くしくもキングコブラ使徒が、コントンと同じことを言っていた。


    （ほう。呪理の奴やつ、俺様と同じことを考えてやがったか）


    　低く唸うなったコントンに、俺は食い気味で問いかける。


    「ど、どういうコトだっ？　屡贄が始末されるのを防ぐ手段があるのかっ？」


    （んなモンはねえ。屡贄は九く分ぶ九く厘りん、シユウの餌えさにされる。それは諦あきらめろ）


    「ダメじゃねえか！」


    （俺様が言ってんのは、そのあとのことだ。要は『シユウの一部にされた状態から、屡贄を取り返す』ってことだ。ここまで言えば、坊主なら分かるだろ？）


    　そう言われても分からない。屡贄が餌にされることはもう諦めるしかないが、その状態から救う方法はある……ということか？


    　俺の声が聞こえたのだろう呪理が、こちらに振り向いてくる。


    「哦ガ坐ザ痢リですよ、一いち郎ろう様。もっとも、私は忌キ綺キから伝え聞いただけですが」


    「哦坐痢？」


    　それって誰だっけ……と記憶を辿たどっている間にも、コントンの声が響く。


    （そいつは以前、シユウの材料にされていた兵卒使徒だ。そういやキュウキの野郎、言ってやがったよな。『僕もまだこの能力を把握しきれてない』と。もしかしたら奴が把握していないことを、俺様たちは一つ知っているのかもしれねえ）


    　コントンの、そして呪理の言わんとしていることが、段々と分かってきた。


    　思い出した。確か哦坐痢というのは、河か川せん敷じきでシズマに倒されたトカゲ型使徒だ。


    　あの時、俺たちの前に初めて出現した合体使徒……正しくはシユウの第二試作だったらしいが、コントンが引き抜いたシユウの腕から、哦坐痢は「復活」したのだ。


    　あの戦いを、キュウキは見ていたのだろうか？　もし見ていなかったとしたら、あいつは知らないのかも。シユウがそういう仕様であることを。


    「つまり、シユウから分離した魂たましいは……元の使徒に戻るってコトか？」


    （確証はねえ。だからあくまで可能性の話だ。だが、試してみる価値はあるだろうぜ）


    　目から鱗うろこが落ちる思いだった。


    　確かにその方法は、かなり期待できる案だ。兵卒だった哦坐痢でも復活できたのだから、将軍の屡贄にできないはずはない！


    「雪宮さん、聞いてくれ！」


    　俺はすぐさま雪ゆき宮みやさんに、その可能性を説明した。まるで自分の発案のごとく。


    「合体使徒の腕を引っこ抜けば、セバスチャンが復活する……？」


    「そうだ雪宮さん！　まだ絶望するのは早い！　君の個別エピソードは、バッドエンドだと決まったわけじゃないんだ！」


    　元気付けるように、雪宮さんの肩を激しく揺さぶる俺。すると傍かたわらから、呪ジユ理リが片手を頬ほおに添えつつ「ただし」と懸け念ねんを口にした。


    「問題は、屡ル贄ニエをピンポイントで引き抜けるかですね。罵バ乱ロン、鰉ヒガイ亜ア、災サイ蒜ヒルの三将軍と、十四名の部隊長も混ざっていますから……単純に考えて、十八分の一の確率になります」


    　それはそうだが、屡贄アタリが出るまで引っこ抜くしかないだろう。


    　たとえハズレだったとしても、分離させた使徒の分だけシユウは弱体化する。当たる確率も上がっていくし、やって損はないギャンブルだ。


    「よしテッちゃん！　明日から二丁目の神社に行って、毎日おみくじを引け！　クジ運を鍛きたえるんだ！」


    　そう命令を下した俺の視線の先で、トウテツは大の字になって引っくり返っていた。


    「疲れた……もう今日は、何もする気がしねぇ……」


    「ヘバってる場合か！　不規則な生活してるからそんなザマになるんだ！　お前、最近ちょっとお腹が出てきたぞ！」


    「や、やめて下さいよぉ。気にしてるんだから」


    　腹をさすりながら唇くちびるを尖とがらせた【魔神】に、俺が歯は噛がみしていたところ。


    　いきなり呪理がフラリとヨロめき、その場に崩れ落ちた。


    「ジュ、呪理っ？」


    　そうだった。彼女はまだ、治ち癒ゆを受けていないのだった。満まん身しん創そう痍いのままなのだ。


    　倒れた呪理を、雪宮さんが慌あわてて介抱する。キングコブラ使徒を膝ひざ枕まくらにした状態で、治癒の異能力を発動させる。


    「ひどい怪け我が……こんな状態で、さっきは私を取り押さえていたのですか」


    「貴女あなた、意外と力があるから大変だったわ。まあ、それだけ屡贄を取り戻したかったのは分かるけど……はあ、あのオニグモのお陰で死に損なっちゃったわ……」


    　俺は手短に、呪理が雪宮さんを守ろうとしたことを教えてやる。それを黙って聞いた雪宮さんは、背筋を正して神妙に礼を述べた。


    「感謝します呪理。大きな借りができてしまいましたね」


    「そう思うなら、私が養護教諭を続けることを了承してくれないかしら」


    「……分かりました。貴女を信じることにします。そして、だからこそ──今はセバスチャンを追いません。いずれ必ず救い出せると信じて」


    「いいのね？　屡贄は多分、今日にでも……一度死ぬことになるわよ」


    「もちろん胸が張り裂ける思いです。今すぐにでも追いかけたいです。でも堪こらえます。キュウキに直接殺されては──彼を取り返すことができませんから」


    　そう。今やここで短慮を起こし、キュウキに屡ル贄ニエを始末されるわけにいかなくなった。何とも皮肉な話だが、シユウに取り込まれることこそ、彼が助かる唯ゆい一いつの道なのだ。


    　呪ジユ理リはそこまで考えて、俺と雪ゆき宮みやさんを止めたのか。もちろん「屡贄が死ぬ瞬間を雪宮さんに見せない」ことが、一番の理由だったんだろうけど。


    （キュウキを煙けむに巻くとは、ウチの長女はなかなかの曲くせ者ものだ。ただエロいだけのお姉さんじゃなかったんだな）


    　そのエロいだけじゃなかった長女は、治ち癒ゆのお陰でだいぶ顔色が良くなっている。


    「まあ、屡贄は人間界で何百年と戦ってきた奴やつだから、死ぬのは初めてでもないと思うわ。そもそも本当に死ぬわけじゃないんだし、あまり思い詰めるのはやめなさい」


    「……はい」


    　雪宮さんの涙が一粒、呪理の顔にポタリと落ちる。


    　辛つらくないわけがない。だが雪宮さんは、もう取り乱したりしなかった。この精神力の強さがあるからこそ、彼女は『祝命の巫み女こ』であり……トッコの器なのだ。


    「呪理、先ほど言ってくれましたよね。私とトッコを守る役目を引き継いでくれると」


    「どうだったかしら」


    「セバスチャンを取り戻すために……力を貸してくれますか？」


    　静かに見詰めてくる雪宮さんを見上げながら、しばし沈黙するキングコブラ使徒。


    「それは【白びやつ虎こ】の継承者じゃなく、央おう明めい高校の生徒としてのお願いかしら？」


    「ええ。これは雪宮汐しお莉り個人としてのお願いです。救うのは戮りく将しよう・屡贄ではなく、執事・セバスチャンです」


    　その言葉を受けて、程なく呪理は頷うなずいた。もともと協力する気だったクセに、素直じゃない長女だ。次女のツンデレが伝染うつったのだろうか。


    「だったら力を貸してあげる。幻げん将しよう・呪理じゃなく、養護教諭・蛇へび塚づかアイとしてね」


    「蛇塚、アイ？」


    「ちなみにＩカップのアイよ。そろそろＪカップになるかもしれないけど」


    　呪理がそう言った直後。雪宮さんが膝ひざをずらした。


    　ゴン！　という鈍い音と共に、キングコブラ使徒の頭が地面に落とされる。呪理がらしくもなく「ぐえっ」という変な悲鳴をあげた。


    「あ、すみません」


    「貴女あなた、わざと落としたでしょ！」


    「じっとしてないからです」


    「してたわよ！　こっちは患者よっ？　怪け我が人の養護教諭よっ？」


    「勘弁するだ、呪ジユ理リちゃん」


    「トッコ様のフリをするのやめなさい！　入れ替わってないでしょ！」


    　せっかく仲良くなったと思ったのに……やっぱり相性の悪い二人だった。


    



    　　　　　　　　　　６


    



    　その後。俺と雪ゆき宮みやさんは学校へと戻り、すぐさま龍りゆう牙がたちを屋上に集めた。


    　時刻は午後三時過ぎ。もうすぐ体育館のステージにてバンド演奏があるのだが、彼女たちに廃工場での一件を伝えることは急務だった。


    　俺と雪宮さんの報告に、果たして龍牙たちは驚きよう愕がくしている。


    　まさかこんな形で、一連の顛てん末まつをネタバレするとは……俺としては断腸の思いだ。


    「ホ、ホントなの汐しおちゃん！　【魔神】トウコツと、とっくに仲良くなってるの!?」


    　丸い目玉をさらに丸くして、黒くろ亀がめさんが取り乱している。


    「しかもセバスチャンさんが、戮りく将しよう・屡ル贄ニエという将軍使徒だったと……？」


    　信じられないといった風に、蒼あおヶが崎さきさんが硬直している。


    「しかも例の怪物は【魔神】キュウキが作った合体使徒で、屡贄も餌えさにされてしまったというんですの!?」


    　その事態に関しては、エルミーラさんもさすがに衝しよう撃げきを受けている。


    「そして、そのキュウキの器は──あの天てん涼りよう院いんだった……」


    　最後に唇くちびるをグッと噛かみ締め、龍牙が唸うなるように呟つぶやいた。


    　……報告を聞き終えた一同は、しばし絶句したまま立ち尽くすだけだった。


    　阿あ義ぎ斗とのことまで話すべきかは迷ったが、もはや隠しておくことはできない。雪宮さんが知ってしまった時点で、すでに秘密でも何でもないのだから。


    　もとより阿義斗も、隠すつもりなどなかったのかもしれない。でなければ廃工場に堂々と現れたりしないだろう。


    「ごめんなさい皆さん。トッコのことは『折しやく伏ぶく』してから、彼女本人の挨あい拶さつと共に打ち明けようと思っていたんです。私の話だけでは信しん憑ぴよう性がないと思って……」


    　深々と頭を下げて陳謝した雪宮さんに、龍牙が一歩近付く。主人公然とした、これでもかと引き締まった表情で。


    　続いて、他のヒロインズも『祝命の巫み女こ』を真っ直すぐに見詰めた。


    　もしやこんな重要案件を黙っていたことに、彼女たちは怒っているんじゃ……と俺がハラハラしていると。


    「それで汐しお莉り、君は……大丈夫なのかい？」


    　龍牙が気遣わしげに、雪宮さんの顔を覗のぞき込んだ。


    　見ると、他のみんなも一様に心配そうな表情を浮かべていた。知らされた様々な諸問題よりも、仲間たちは雪ゆき宮みやさんのメンタルを案じていたのだ。


    「汐しお莉りにとって、セバスチャンさんがどんなに大切な存在か……俺たちもよく知っている。そんな彼が『奈な落らくの使徒』で、しかもキュウキの手に落ちたなんて……」


    　龍りゆう牙ががそっと雪宮さんの手を取り、強く握り締める。ヒロインズもそれぞれ手を伸ばし、そこへ重ね合わせる。


    「汐莉、もう一人で抱え込む必要はない。今度こそ私たちを頼って欲しい」


    「汐莉さんは頑張り屋でいけませんわ。我慢せず泣いても構いませんのよ？」


    「うぐっ、えうっ、辛つらかったね汐ちゃん！　大変だったね！」


    　滂ぼう沱だの涙を流す亀かめに、「アナタじゃありませんわ」とヴァンパイアが突っ込んだとき。


    「──ふうん、そんなコトがあったの」


    　いきなり上方から、少女の声が降ってきた。正体を確認するまでもない。それは俺もよく知っている、三さん姫きの次女のものだった。


    「魅ミ怨オン、お前……！」


    　転落防止のため屋上に張り巡らされた、高さ三メートルほどの金網フェンス。その柵上の一角に、サイドテールの制服少女が腰かけていたのだ。


    　シラサギ使徒を見上げつつ、蒼あおヶが崎さきさんが木刀の切っ先を突きつけて吠ほえる。


    「魅怨、貴様どこに潜んでいた！　私たちの捜索から逃れ、どこで何をしていた！」


    「チョコバナナ食べてたわ。あとタコ焼きも食べて、ヨーヨー釣りもしたわ」


    「おのれ、文化祭を悠々と満喫していたとは……！」


    「あんたのショーも観たわよ。青せい龍りゆう仮面」


    　思わず「なっ！」と狼ろう狽ばいする『斬ざん舞ぶの剣士』。ウルフ仮面との一件がトラウマになっているのだろうか。


    「まあ、今はそんなコトどうでもいいでしょ。ねえ朱す雀ざく仮面」


    「誰が朱雀仮面ですの！」


    　同意を求められたエルミーラさんが、呼称に抗議するのをよそに。


    　シラサギ少女がヒラリと柵から身を躍らせ、俺たちの前に舞い降りてきた。残念ながら片手でスカートを押さえていたので、パンツは見えなかった。


    「何はともあれ、トッコ様のご意向が知ってもらえてよかったわ。私たちが汗をかいた甲か斐いもあったというものね」


    「つまり三姫は、やっぱり敵に回ったわけじゃなかったんだね」


    「さあ、それはどうかしら。あまり信用してると痛い目に遭うわよ」


    　龍牙の言葉にそっぽを向いてみせる魅怨。こんなときまでツンデレを忘れないとは、さすが本家は違う。


    「敵に回るつもりはないけど、別にあんたたちの仲間ってワケでもないから。ただ、『キュウキ様を討つ』って目的だけは一致してるけど」


    「だったら俺たちは協力できるってことだ。頼りにさせてもらうよ魅ミ怨オン」


    　龍りゆう牙がが爽さわやかに微ほほ笑えみ、彼女の肩をポンと叩く。


    　するとシラサギ処女が、何な故ぜか頬ほおを赤くした。今度は反対側のそっぽを向き、頑かたくなに男装主人公と目を合わせようとしない。


    「な、馴なれ馴れしくしないでよねっ。言ったでしょ、仲間じゃないってっ」


    「魅怨のそういう素直じゃないところ、俺はチャーミングだと思うよ」


    「は、はあ!?　バ、バカじゃないの!?　使徒に何言ってんのよ！」


    「そういえばテッちゃんから聞いたけど、魅怨って料理が上う手まいんだって？　いつか俺にも食べさせて欲しいな」


    「ま、まあ……どうしてもって言うなら、別にいいけど……」


    　チョロい。チョロいぞ嵐らん将しよう・魅怨。


    　いや、ここは龍牙の主人公力を誉ほめるべきか。敵も味方も魅了してしまう……それが俺たちの火ひ乃の森もり龍牙なのだ。


    「わ、私のコトより、今は雪ゆき宮みやを心配しなさいよっ。あんたたち、このあとステージがあるんでしょ？　こんな状態で雪宮は唄えるの？」


    　そうだった。まだ文化祭の締めくくりである「メインキャラによるバンド演奏」が残っていたんだった。


    　確かに今の雪宮さんは、ハードロックを熱唱する精神状態じゃないだろう。あと一日というところで休戦協定が破られたのは、返す返すも痛い。


    「いえ、大丈夫です。私、唄います」


    　しかし雪宮さんは、毅然として言い放った。無理やりに笑顔を浮かべながら。


    「以前にセバスチャンからも言われました。『戦いだけでなく、学園生活も存分にお楽しみ下さい』と……だから私はステージに立ちます」


    　空元気であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。それが分かるだけに、龍牙たちは頷うなずけないでいる。シラサギ少女も困り顔をしている。


    「セバスチャンは、いつでも私のことを第一に考えてくれました。トッコのためなら私を利用し、排除することも厭いとわない……あんなことを言ったのも、きっと私に嫌われるためだったんだと思います。自分がいなくなっても、私が悲しまないように」


    　そしていつかは敵として、俺たちに倒されるつもりだったのかもしれない。屡ル贄ニエは屡贄なりに、「自分のキャラクター」を演じるつもりだったのかも。


    「だから私は唄います。学園生活に励む私の声が、セバスチャンに届くように」


    「……分かったよ、汐しお莉り」


    　その決意を聞いて、龍りゆう牙ががコクリと頷うなずいた。蒼あおヶが崎さきさん、エルミーラさん、黒くろ亀がめさんも同様に了承した。


    「ありがとうございます。ただ正直、万全のコンディションで唄える自信はなくて……できたら誰かにサポートしてもらえたら、と」


    　そう言って、雪ゆき宮みやさんがチラリと視線を向ける。今日まで歌の指導をしてくれた、面倒見のいいシラサギ師匠へと。


    「な、何よ雪宮。あんたまさか……」


    「ここはツインボーカルでどうでしょうか」


    　魅ミ怨オンの「はあっ!?」というファルセットが、屋上に響き渡った。


    　申し分のない美声だった。


    



    　そしていよいよ出演時間となり、メインキャラたちによるライブが始まった。シラサギ少女を急きゆう遽きよメンバーに追加して。


    「はじめまして皆さん！　『ホワイトラ・イーグレット』です！」


    　龍牙の挨あい拶さつを前置きに、早速ながら蒼ヶ崎さんのギターが掻かき鳴らされる。次いで黒亀さんのドラム、エルミーラさんのキーボードが順番に加わり、疾走感のあるサウンドとなって体育館に轟とどろき渡る。


    　……いつの間に『ホワイトラ・イーグレット』なんてバンド名がついたんだろうか。


    　ちなみにイーグレットとは鷺さぎのことだ。ツインボーカルである【白びやつ虎こ】とシラサギを前面に押し出した、一部関係者にしか分からないネーミングだった。


    「行くわよあんたたち！　ついてきなさいよね！」


    「ゆ、雪宮汐しお莉り、唄います！」


    　パートを分割し、交互に熱唱する魅怨と雪宮さん。意外とノリノリのシラサギ少女に負けじと、『祝命の巫み女こ』もシャウトを披露している。あくまで上品に。


    　その素人しろうと離れしたクオリティーに、最初は呆あつ気けに取られていた観客たちも一気にワアッと沸き返った。


    「お、おい、凄すごくね!?」


    「しかも面子がヤベえ！　学校の有名人ばっかだ！」


    「あのサイドテールの子は誰だ!?　超可愛いんだけど！」


    　体育館内がみるみる熱気に包まれる。オーディエンスがあちこちで拳こぶしを突き上げ、歓声の波涛がうねりを打つ。演奏開始からものの数秒で、『ホワイトラ・イーグレット』はみんなの心を鷲わし掴づかみにしていた。


    「うおおおお！　魅怨ちゃあああーん！」


    　最前列で佐さ々さ木きさんが叫んでいる。俺はちょっと魅怨に嫉しつ妬とした。


    「最高だ怜れい！　惚ほれ直したぞ！」


    　その横では月見里やまなし朝あさ雄おさんも興奮している。やはり彼は、蒼あおヶが崎さきさん一択か。


    「黒くろ亀がめさん！　頑張って！」


    　さらにその横では、宮みや本もとさんが声を張り上げている。彼女は二年Ｅ組で、黒亀さんのクラスメートなのだ。


    「せーの、エルミーラさぁぁぁーん！」


    　そんな声援を飛ばしたのは、ウチのクラスの佐さ藤とうと小お倉ぐら。そういえば彼らは、エルミーラさん私設ファンクラブの会員だった。


    「カッコカワいいよ龍りゆう牙がたん！　こっち向いてぇぇー！　ウィンクしてぇぇー！」


    　やはり最前列で、ハッピとハチマキ姿のトウテツが必死にペンライトを振っている。廃工場ではヘバってたクセに、すっかり元気になっていた。


    「さすが魅ミ怨オンでしゅ！　異界でのコンサートを思い出すでしゅ！」


    「あの子って、いつも一番ノリノリだったもんね」


    　トウテツの隣で、忌キ綺キと呪ジユ理リもペンライトを振っていた。雪ゆき宮みやさんの治ち癒ゆを受けて、蛇へび塚づか先生はすでに完全回復していた。


    　まさにプレーヤーと観客が一体になった、素晴らしいステージであった。


    　が、惜しむらくは……そこに友人キャラが参加できていないことだ。このライブを最も楽しみにしていた、この俺が。


    （せっかく合いの手まで考えたのに……オタ芸まで練習してきたのに……でも仕方ねえ。こいつに対応するのは俺の義務だ）


    　ステージ上で躍動する龍牙たちを、舞台袖そでから見守りつつ。


    　俺は現在、一人の男子生徒と対たい峙じしているところだった。先ほど廃工場にて超次元バトルを繰り広げた、純白制服の男と。


    「小こ林ばやし。屡ル贄ニエのことは諦あきらめたのか。賢明な選択だ」


    　こちらを見み据すえながら、そう無機的に告げてくる阿あ義ぎ斗と。やはり彼は、龍牙がステージ出演することを直前まで知らなかったようだ。


    「アギト。まさか学校に戻ってくるとは思わなかったぜ。悪いがお前の正体は、もうリューガの知るところだぞ」


    　際限なく盛り上がる体育館をよそに、俺と阿義斗は眼光をぶつけ合う。


    　張り詰めた状況にも拘かかわらず、俺の体は無意識にサウンドに乗っていた。見ると阿義斗の体も乗っていた。


    「別に構わん。火ひ乃の森もりのメールアドレスをゲットし、デートをし、メイド姿による接客を受けたことで、すでに私の目的は達せられた。そろそろ潮時というやつだ」


    「潮時？」


    「そうだ。私は今日を限りに──央おう明めい高校を去る」


    　寝耳に水の通告に、俺はキョトンとしてしまう。学校を去る？　また転校する気か？


    「お前のトウテツと違って、キュウキは器との別行動ができない。つまり私が学校にいるならば、そこにキュウキもいるということになる」


    　確かに、それでは動向が俺たちに筒抜けだ。その不利益を防ぐためにまた転校するというわけか。だったら最初から来るんじゃねえ。


    「だが覚えておけ小こ林ばやし。火ひ乃の森もり龍りゆう牙がは──必ず私が貰もらう」


    「…………」


    「次回のシユウは、さらに強くなっていると思っておけ。おそらくアレの餌えさとなるのは、屡ル贄ニエだけではないだろうからな」


    　それは多分、逃亡したチーター使徒のことを指しているのだと思われる。


    　そういや、弑シイ麻マはどこへ行ったのだろうか。キュウキに捕まってしまう前に、こちらが先に身柄を確保するべきかもしれない。


    「小林。もはやお前と話すことはない……そこをどけ」


    「通すと思うか？　テメェの魂こん胆たんなんて、こっちは分かってんだよ」


    　何も俺は、阿あ義ぎ斗とがここから去るのを阻んでいるわけじゃない。というか、むしろ去ってもらいたい。


    　こいつの行く手を遮さえぎっている理由は、ステージに向かおうとしているからだ。自前のベースギターを肩から提げて。


    「もう一度言う。どけ小林。曲が終わってしまう」


    「飛び入り参加なんかさせるか！」


    　そう。阿義斗は先ほどから、ステージに乱入しようと狙ねらっているのだ。


    　敵キャラの分際で、厚かましくも主人公バンドとコラボしようと企たくらんでいるのだ。


    「大体お前、アポストロ以外では演奏しないんじゃなかったのか！」


    「火乃森となら話は別だ。彼女と奏でるツインベース……それは私にとって至福の体験となろう。もはやセッションというより、セックスションと呼ぶべきかもしれん」


    「この期ごに及んでまだボケる気か！　お前の正体はもうバレてるって言ってんだろ！」


    「問題ない。公私は分けるタイプだ」


    「そんなＴＰＯが通用するか！」


    　俺たちがそんな口論をしていたところ。


    　ちょうど曲が間奏パートに入った直後に、ステージで異変が起こった。


    「し、汐しお莉りっ？」


    　龍牙たちが演奏を続けつつ、しかし明らかな動揺を見せている。一様に唖あ然ぜんとして、ツインボーカルの一方を刮かつ目もくしている。


    　原因は──雪ゆき宮みやさんが阿波踊りを始めたからだった。


    　全く曲に合っていない、ヒョコヒョコとしたソロダンスを。掛け声も「イエイ！」とか「カモン！」ではなく「ヤットサー、ヤットサー」だった。


    「屡ル贄ニエ！　聞こえてるだか！　これがオラからのレクイエムだべ！」


    　言うまでもなくトッコだった。阿あ義ぎ斗とを止めている間に、不覚にも彼女が飛び入り参加してしまった。


    　どんなレクイエムだよ！　これじゃ屡贄が浮かばれないぞ！


    「ト、トッコ様！　ご自じ重ちよう下さい！」


    　即座に状況を察した魅ミ怨オンが、慌あわてて止めようとする。


    　しかしトッコは踊り続ける。一心不乱に。犠ぎ牲せいとなってしまった腹心を悼むように。


    「呪ジユ理リ、忌キ綺キ、手伝って！　トッコ様を止めて！」


    　自分だけでは無理だと判断したのだろう。シラサギ次女がステージ最前列にいるキングコブラ長女とエゾオオカミ三女に助けを求める。


    　が、それは失敗だった。


    「オッケー！　脱げばいいのね!?」


    「違うわよ！」


    「スペクタクルマンの主題歌を唄うでしゅ！」


    「やめなさい！」


    　ステージに上がった呪理と忌綺もまた、勝手なパフォーマンスを始める。せっかくのメインキャラによるライブが、輪をかけてカオスになっていく。


    「お、蛇へび塚づか先生だ！　何か脱ぎ出したぞ！」


    「あの小さい子、ウルフ仮面じゃないか！」


    「あ！　また一人上がったぞ！　あれって小こ林ばやしじゃねえか!?」


    　とうとうトウテツまでもがステージに這はい上がり、龍りゆう牙がと背中合わせになってエアギターをやり出した。駄目だ、これではもう止めに入れない。小林が二人になってしまう。


    「く、先を越されたか……こうしてはいられん」


    　ステージに行こうとする阿義斗を羽は交がい締じめにしつつ、チラリと龍牙を窺うかがうと……彼女は気を取り直し、淡々とベースを弾いていた。


    　ツッコミより演奏を優先したようだ。見上げた職人気質である。それでいいのか主人公。


    　……こうしてライブは、ほぼオールキャストによるシッチャカメッチャカなものとなり。


    　俺は何とか阿義斗の参入を阻止することだけには成功し。


    　文化祭イベントは、ここに全プログラムが終了した。

  


  
    エピローグ


    



    



    　異界。


    『奈な落らくの使徒』の本拠たる、人間界とは時空を異にする世界。


    　そこは太陽のない、常夜の国である。星一つない黒天には巨大な満月だけが鎮座し、荒涼とした大地を、樹海のごとき森を、急きゆう峻しゆんな岩山の連峰を、ただ煌こう々こうと照らしている。


    　……そんな月光が照らす中に、一つの大きな都市があった。


    　中世ヨーロッパの街並みに似た、石造りの建物が連なる古風な景観だ。中央の小高い丘にそびえる巨城を取り囲むように、街はどこまでも放射状に広がっている。


    「……異界には昼夜がないから、どうにも感覚がくるってしまうな」


    　その巨城の正面口にて。


    　シズマは月を仰あおぎながら、そんな独り言をふと呟つぶやいた。


    　血のように紅い光彩を放つ満月は、今が一応「昼間」であることを意味している。陽が昇らない異界では昼も夜もないので、月の満ち欠けでそう呼び分けられているのだ。


    「あのお月様、太陽もないのにどうして形が変わるのかな？　そもそもアレって、人間界にある月とは違うんだろうけど……」


    　やがて月見に飽きたシズマは、城の入り口に視線を転じる。


    　そこには四つの石像があり、門扉の左右にそれぞれ二体ずつに分けられ並んでいた。


    　誰が作ったのかは知らないが、いつ見ても見事な出来映えの彫刻だと思う。この城をアジトにして以来、それを眺めるのはシズマの日課になっていた。


    　──額から一本角を生やした、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの偉い丈じよう夫ふ。


    　──蝙こう蝠もりのような翼を持った、眉目秀麗な青年。


    　──長い髪で顔が隠された、長身痩そう躯くの美女。


    　──そして狐きつねの面を着けた、半獣半人の異い形ぎよう。


    　それらはすなわち、四凶の像であった。


    『奈落の使徒』が王と崇める、四人の【魔神】たちのオブジェだった。


    　中でもシズマのお気に入りは、やっぱりトウテツおじさんの像だ。もちろんコントン様も尊敬しているが、生まれたときから側そばにいただけに、よく遊んでくれただけに、トウテツおじさんには強い愛着がある。


    （思えば僕、ずいぶん失礼なコトをしちゃったな……【魔神】様にオシメを取り替えてもらうなんて、不ふ遜そんにも程があるよ）


    　己おのれの狼ろう藉ぜきを深く反省していたとき。


    「──やあシズマ。ずいぶん大きくなったんだね」


    　突とつ如じよとして背後から声をかけられ、シズマは地面を跳ねて距離を取った。


    　向き直った先にいたのは、石像と同じ姿をした異い形ぎよう。


    　九つの尻しつ尾ぽを持った、雪白の毛並みをした──狐きつね面めんの【魔神】だった。


    「あ、貴方あなたは、キュウキ様……！」


    　息を呑のんだシズマに、キュウキがクスクスと笑う。まるで子供のように。


    「驚くコトないでしょ？　【魔神】が異界へ転移できるのは、君も知ってるんじゃない？」


    　もちろん知っている。自分は定期的に、トウテツおじさんやコントン様と会っているのだから。次回は二日後に落ち合う予定だ。


    「それにしても、やっぱり阿あ義ぎ斗との言った通りだったか。まさか君が、異界に身を隠してたなんてね……すっかりやられちゃったよ」


    　言いながら、キュウキが一歩、二歩と近付いてくる。


    「こうして会えたのはラッキーだ。残念なコトに、弑シイ麻マには逃げられちゃってね……でも、君の魂たましいがゲットできるならお釣りがくる」


    　キュウキの言葉の意味するところが、シズマには判然としない。だが、もはや戦闘は避けられないようだ。それは相手が発する凄すさまじい邪じや気きからも明白である。


    　どうする？　呀ガ威イ冱ゴ、矢ヤ愚グ邪ジヤ、是ゼ流ル刃バを呼ぶべきか？　いや、部隊長クラスの彼らでは太た刀ち打ちできないだろう。大切な仲間たちを、みすみす危険に曝さらすわけにはいかない。


    「シズマ。君だって使徒なんだから、【魔神】の命令を聞いてくれるよね？　さあ、一緒に来てもらおうか。シユウが待ってるよ」


    「……お言葉ですが、僕がお仕えしているのはトウテツおじさんとコントン様です。キュウキ様のご命令には従えません」


    「あはは。テッちゃんって、おじさんになってるの？」


    「加えて僕はまだ子供ですので、従わせたいなら保護者の許可を貰もらって下さい。すなわち小こ林ばやし一いち郎ろう、エルミーラ＝マッカートニー、暴ぼう将しよう・忌キ綺キ……三人の許可を」


    「君、幼児のクセして理屈っぽいね。力ずくで従わせる、という方法もあるんだよ？」


    「【魔神】様が異界に転移できる時間は、約十分。その間に僕を倒すことができますか？」


    「できないと思っているのか？　──つけ上がるなよ麗レ斐イ墮ダの息子」


    　その会話を最後に、両者は同時に地面を蹴けった。


    



    　黒天に浮かぶ紅い満月だけが、その決闘を見守っていた。
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